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麻しんについて 
 

１ 麻しんとは 

 麻しんは一般的には「はしか」と言われ、麻しんウイル

スにより引き起こされる感染症です。麻しんウイルスに感

染すると、10〜14 日の潜伏期間を経て症状が現れます 1)。

発熱や咳、鼻水といった風邪のような症状が現れて 3〜4

日間続いた後（カタル期）、一時やや解熱します 1)。その

後、再度 39℃以上の発熱と発しんが耳後部・顔面から出現

し、3〜4 日間かけて体幹、四肢へと広がります（発疹期）1)。

発しん出現の 1〜2 日前には口腔内粘膜にコプリック斑と

呼ばれる白色の小斑点が出現します 1)(図 1)。二峰性の発熱

が麻しんの症状の特徴です。感染経路は、空気感染、飛沫

感染、接触感染と様々な感染経路を示し、その感染力は極

めて強いです。麻しんに対して免疫を持たない者が感染し

た場合、ほぼ 100%発症します。麻しんには様々な合併症

が見られ、その半数は肺炎ですが、頻度は低いものの脳炎

の合併例もあります。さらに罹患後平均 7 年の期間を経て

発症する亜急性硬化性全脳炎（ subacute sclerosing 

panencephalitis: SSPE）などの重篤な合併症もあり、先進国

であっても麻しん患者約 1,000 人に 1 人の割合で死亡する

可能性があるため注意が必要です 1),2)。麻しんに対する免

疫が不十分な人が罹患した場合は、比較的軽症で非典型的

な臨床経過をたどり、修飾麻しんと呼ばれることがありま

す。修飾麻しん患者は典型的な麻しん患者よりは弱いです

が、感染力があります。 

 

２ 麻しんウイルスについて 

麻しんウイルスはパラミクソウイルス科モリビリウイ

ルス属に属する約 16,000 塩基の RNA ゲノムを持つ直径

150～300nm のウイルスです 1)。自然宿主は主に人です。 
 

病日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

病 期 カタル期 発しん期 回復期 

発 熱 → → → → → → → → → → → →    

発しん      → → → → → → → 

ｺﾌﾟﾘｯｸ斑 → → → → → 

咳・鼻汁 → → → → → → → → → → → → → → → →

結 膜 充 血 → → → → → → → → → 

 

図 1 典型的麻しんの臨床経過 

麻しんウイルスは、熱、光、酸などによって不活化されや

すいウイルスです。遺伝子型はゲノムの遺伝子配列により

24 の遺伝子型に分類されていますが、血清型は単一で、

麻しんワクチンはすべての遺伝子型のウイルスに対して

有効です 1)。 
 

３ 国内および福岡県における麻しんの発生状況 

麻しん発生状況のより正確な把握のため、2008 年より全

数報告疾患（医師が麻しんと診断した全ての患者について

届出が必要）となりました。2008 年から 2018 年までの全

国および福岡県における麻しん報告数の推移を図2に示し

ています。2008年は麻しんの報告数は 11,013例でしたが、

2009 年には 732 例に激減し(93％減)、2013 年には 229 例に

減少しました。2014 年には 462 例と増加していますが、こ

れは輸入症例の増加によるものです。日本における土着株

である遺伝子型D5の麻しんウイルスは2010年5月を最後

に国内での検出はなくなったことから、2015 年 3 月に

WHO から日本は麻しんの排除状態にあると認定されま

した。 

しかしながら、その後も海外で麻しんに感染して帰国後

に発症するなどの輸入症例と、その二次感染、三次感染に

よる流行が国内の各地で見られています。福岡県内におい

てもほぼ毎年、輸入症例による散発事例が報告されていま

す。2018 年は、医療機関での接触者を中心とした流行があ

り、4 月 27 日～6 月 4 日までに 19 例の患者が確認されま

した。検出された麻しんウイルスの遺伝子型は東南アジア

などで流行している D8 型でした 3)。 
 

４ 麻しんの検査について 

麻しんの検査方法には、遺伝子検査などによって病原体 
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である麻しんウイルスを検出する方法（病原体検出）と、

麻しんウイルスに対する抗体を検査する方法（血清学的診

断）があります 1)。当研究所では、前者である遺伝子検査

を用いて麻しんウイルスの検出を行なっています。 

遺伝子検査では、患者検体（咽頭ぬぐい液、血液、尿）

からウイルス RNA を抽出し、RT-PCR（逆転写ポリメラー

ゼ連鎖反応）法により麻しんウイルスの一部を増幅して検

査します。陽性の場合は、さらにシークエンス解析により

遺伝子配列を決定し、系統樹解析をすることにより麻しん

ウイルスの遺伝子型を調べます（図 3）。 

WHO は麻しんの排除を目標としており、その麻しん排

除とは「適切なサーベイランス制度の下で、ある一定の地

域（国等）から、土着株（国あるいは地域等の流行株）に

よる感染が 1 年間以上確認されないこと」と定義されてい

ます 1)。このため、発生した麻しんが、土着株によるもの

なのか、あるいは海外からの輸入ウイルスによるものかを

鑑別する必要があります。ウイルスの鑑別には麻しんウイ

ルスの遺伝子解析が必要であることから、可能な限り麻し

んウイルスの遺伝子解析を実施することが求められてい

ます 1）。今後も麻しん排除状態を維持するために、適切な

サーベイランスを実施することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3 麻しんウイルスの遺伝子型決定部位（WHO 標準法） 

国立感染症研究所：病原体検出マニュアル（麻疹）より 

 

５ 麻しん対策について 

 世界的には麻しん患者は減少傾向にあり、日本は麻しん

排除状態が維持されている状況ですが、東南アジア、南ア

ジアなどをはじめ、今でも麻しんが流行している国々は多

くあります。近年、外国からの観光客や日本人の海外渡航

者が年々増加しており、今後も海外から麻しん等の感染症

が持ち込まれる機会が増えると予想されます。 

麻しんの有効な予防法は、ワクチンの接種によって麻し

んに対する免疫を獲得することで、2 回のワクチン接種に

より、麻しんの発症のリスクを最小限に抑えることが期待

できます。2006 年 から 1 歳児 （第 1 期）と小学校入学

前 1 年間の者 （6 歳になる年度：第 2 期）を対象に 麻し

ん風しん混合ワクチン（MR ワクチン）が定期接種に導入

され、現在も第 1 期と第 2 期の 2 回接種が実施されてい

ます 4)。また、2007 年に「麻しんに関する特定感染症予防

指針」が施行され 5)、予防接種については、追加接種の実

施による 2 回接種の徹底が図られました。一方で、少数な

がら、すべての年齢層で抗体陰性者が存在しており 6)、未

接種未罹患者はもちろんのこと、1 回のみの接種者は 2 回

目のワクチンを受けておくことが大切です。今後も国内に

おいて麻しんの排除を維持するためには、2 回の予防接種

率がそれぞれ 95 %以上を目指す必要があります 6)。 

また、海外から麻しんウイルスが持ち込まれても感染が

拡大しないために、県では患者が発生した場合の積極的疫

学調査、感染拡大予防対策に努めています。麻しんの発生

状況、注意喚起や予防接種等については県のホームページ

等で情報提供しています 7) ,8)。 

麻しんの感染力の強さや症状の重篤性から起こる社会

的な影響を考えると、行政、医療関係者だけでなく、個人

も感染予防とまん延防止のために取り組むことが大切で

す。 
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企画情報管理課 

 
当課の主要な業務は、企画調整業務、保健・環境情報の管理業務及び調査研究である。 

 企画調整業務としては、研究課題の企画調整、研究管理及び一部研究課題で獲得した外部研究資金の

適正な使用に係る管理業務を行った。さらに、地方衛生研究所全国協議会や全国環境研究所協議会など

各種協議会との連携事務を担当した。情報管理業務として、保健情報分野では保健統計年報作成業務、

油症検診受診者追跡調査業務及びがん登録事業を行った。また、感染症情報センターの業務として、感

染症発生動向調査に基づく患者情報の分析・解析を行った。一方、環境情報分野では、大気汚染常時監

視システムの運用や環境情報支援システムの運用を行った。 
 

〈企画調整業務〉 

１  研究課題の企画調整及び研究管理 

 平成30年度に実施した研究課題数は、保健分野8題、

環境分野12題の計20題、平成29年度終了研究課題は保

健分野7題、環境分野3題の計10題、平成31年度新規研

究課題は保健分野1題、環境分野4題の計5題であった。

これらの研究課題については、研究管理要領、福岡県

保健環境試験研究推進協議会設置要綱、福岡県保健環

境関係試験研究外部評価委員会設置要綱に基づき、所

内の研究管理委員会、保健環境関係試験研究外部評価

委員会及び保健環境試験研究推進協議会により評価が

行われ、いずれも承認された。 

２  疫学研究倫理審査委員会業務 

福岡県保健環境研究所疫学研究に関する倫理規定に

基づき、審査を行った。平成30年度に新規に承認され

た研究計画は4件であった。 

３ 利益相反委員会業務 

 当所における利益相反について適切に管理し、研究

の公正性、信頼性を確保するために、審査を行った。

平成30年度に申請された研究計画は19件であった。 

４ 外部研究資金管理に係る業務 

福岡県保健環境研究所外部研究費取扱規程等に基づ

き、外部研究資金による研究課題19件について管理を

行った。 

５ 地方衛生研究所全国協議会や全国環境研究所協議

会など各種協議会業務 

 地方衛生研究所全国協議会、全国環境研究所協議会

及び九州衛生環境技術協議会について、所内及び他機

関との調整等の業務を行った。なお、全国環境研究所

協議会九州支部長表彰を1名が受賞した。 

また、福岡県試験研究機関協議会については、県内

試験研究機関が保有する機器の相互利用の促進や、連

携課題の調整など、各機関との連携強化に努めた。 

６ 情報発信・広報及び研修 

６・１ イベント 

6月は環境月間の一環として、保健・環境フェア2018

（6月9日）を開催し、小学生を中心に、386名の参加が

あった。また、当所、福岡市保健環境研究所及び北九

州市保健環境研究所の3機関共催の「県内保健環境研究

機関合同成果発表会」（11月2日）を開催し、60名の参

加があった。 

６・２ 研修・見学 

研修業務としては、保健福祉（環境）事務所の保健

業務に従事する職員を対象とした保健部門業務研修、

検査課職員等を対象とした衛生検査技術研修、感染症

業務に従事する職員等を対象とした感染症研修会、食

品衛生業務に従事する職員を対象とした食品衛生研修

会、環境保全業務に従事する職員を対象とした環境保

全担当者研修会を開催した。また、海外研修生、大学・

高専の実習生の受け入れを行った。その他、学校、関

係機関からの見学者を受け入れた。さらに、当所の業

務や研究課題等をテーマに集談会を5回開催した。 

６・３ 情報発信 

保健・環境情報の発信業務として、感染症や大気環

境等の情報をホームページ上に公開している。平成30

年度のページ閲覧数は、約2,331万件であった。 

６・４ 健康危機における広域連携システム運用 

地方衛生研究所全国協議会九州ブロック情報センタ

ーの運用として、広域連携マニュアル、専門家会議資

料等各種資料の公開を行った。また、微生物部門、理

化学部門のメーリングリスト運用・管理を行った。 

〈保健環境情報の管理業務〉 

１ 福岡県保健統計年報作成業務 

 福岡県における保健衛生動向を把握するため、人口

動態調査等に関する基礎資料を作成した。 

２ 油症検診受診者追跡調査業務 

平成29年度全国油症一斉検診データをデータベース

へ登録し、平成30年度版（CD-ROM）として追跡調査

班に配布した。さらに、平成29年度一斉検診の全国集

計を実施し、平成30年度全国油症治療研究班会議に提

出した。 
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３ がん登録事業 
 平成23年8月から、県内医療機関による悪性新生物患

者届出票を、平成24年9月からは、平成24年以降死亡例

の死亡小票の収集を開始した。平成28年1月1日からは、

「がん登録等の推進に関する法律」に基づく、「全国が

ん登録」が開始され、これらの届出情報のコーディン

グ作業、データベースシステムへの登録を行った。 

４ 感染症情報センター業務 

 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律（以下、感染症法）に基づき、感染症発生動向

調査事業における登録情報の確認及び国への報告を行

い、患者情報の収集・分析・情報還元を実施し、週報

及び月報を作成した。また、福岡県結核・感染症発生

動向調査事業資料集の患者情報の集計データを福岡県

医師会に提供した。 

５ 福岡県総合環境情報システム運用 

「大気汚染常時監視システム」及び「環境業務支援

システム」等の情報システムを、「福岡県総合環境情

報システム」として運用した。 

５・１ 大気汚染常時監視システム運用 

大気汚染防止法に基づき大気汚染常時監視システム

を運用した。本システムにより、県下の一般環境大気

測定局及び自動車排出ガス測定局（北九州市、福岡市、

大牟田市及び久留米市の設置分も含めると全60局）の

測定値を、24時間連続で自動収集した。時間値データ

は速報値として、県が開設したウェブサイト「福岡県

の大気環境状況」（http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/ 

taiki-new/Jiho/OyWbJiho01.htm）により公開し、同時に

環境省の大気汚染物質広域監視システムに毎時、自動

送信した。また、平成29年度の大気常時監視データに

ついて、集計処理し、環境省及び環境部環境保全課に

報告した。 

５・１・１ 常時監視測定データの概要 

県設置14測定局における平成30年度の大気汚染状況

は、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び一

酸化炭素は環境基準を達成していた。光化学オキシダ

ントは全測定局で環境基準を達成できなかった。微小

粒子状物質（PM2.5）については、2局（筑後小郡、太宰

府）で環境基準を未達成であった。なお、平成30年度

には、暫定指針値に基づく注意喚起事例は発生しなか

った。 

５・２ 環境業務支援システム運用 

大気、水質事業場等に関する届出業務システム及び

公共用水域・地下水質調査管理を統合した「環境業務

支援システム」を運用した。 

 

 

〈調査研究業務〉 

１ 国保データベースを活用した地域包括ケアシステ

ム構築に向けた医療・介護需要量予測モデルの開発 
国保データベース（KDB）の医療・介護情報を一体

的に分析し、医療・介護需要量を推計することで、福

岡県の実態に応じた次期保健医療計画・高齢者保健福

祉計画策定に参考となる情報を提供することを目的と

した。平成30年度は、平成25-29年度のKDBデータを受

領し、医療区分1の療養病棟退院患者を追跡し、医療・

介護サービス受給状況について集計した。さらに、県

庁関係各課を対象とした集計結果の報告会を開催の上、

療養病床退院患者の医療・介護需要量に係る推計結果

について報告書を作成した。 
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保健科学部 
 

病理細菌課 

 
 当課の主要な業務は、細菌、原虫等が引き起こす様々な食中毒や感染症についての試験検査、調査

研究及び研修・情報発信である。 

試験検査業務として、食中毒（有症苦情を含む）細菌検査、収去食品の細菌検査・残留抗生物質検

査、食品の食中毒菌汚染実態調査、食品衛生検査施設の業務管理、感染症細菌検査、共通感染症発生

状況等調査事業、感染症発生動向調査事業、特定感染症検査（性器クラミジア感染症、淋菌感染症）、

環境試料の細菌検査等を行った。 

調査研究業務として、「種鶏等における食中毒原因細菌に関する汚染実態調査」及び「生鮮魚介類

の喫食による原因不明食中毒事例における病因物質（粘液胞子虫）を明らかにする研究」を行った。 

研修・情報発信業務として、衛生検査技術研修（微生物検査研修基礎及び専門）、保健所研修（食

品衛生、感染症及び保健部門）及びその他の機関への研修等を実施した。 
 

〈試験検査業務〉  

１ 食品衛生、乳肉衛生に関する微生物検査 
１・１ 食中毒細菌検査 

 平成 30 年度、当課が食中毒細菌検査を実施したのは 

31 事例、187 検体（患者便、従事者便、食品残品、拭

取り、菌株など）であった。うち、カンピロバクター

が分離された事例が 7 件（22.6%）、セレウス菌が分離

された事例が 1 件（3.2%）、Kudoa septempunctata が検

出された事例が 1 件（3.2%）であった。 

１・２ 食品収去検査 

１・２・１ 細菌検査 

  平成 30 年 5 月から 12 月にかけて収去された 88 検体

の食品及び食材について、汚染指標菌及び食中毒菌の

検査を実施した（のべ 817 項目）。その結果、大腸菌

群が 67 検体、サルモネラが 19 検体、黄色ブドウ球菌

が 11 検体、カンピロバクターが 18 検体、ウェルシュ

菌が 4 検体、セレウス菌が 1 検体から検出された。 

１・２・２ 畜水産食品の残留抗生物質モニタリング

検査 

 鶏肉 15 検体、牛肉 13 検体、豚肉 12 検体、生食用鮮

魚介類 9 検体及び加熱用魚介類 1 検体の合計 50 検体に

ついて、残留抗生物質 4 種、計 200 項目の調査を実施

した。その結果、残留抗生物質はいずれの検体からも

検出されなかった。 

１・３ 食品の食中毒菌汚染実態調査 

  食中毒菌の汚染実態を調査するため、生食用等野菜、

浅漬、肉類等の計 100 検体について、平成 30 年度食品

の食中毒菌汚染実態調査実施要領に基づき、大腸菌、

サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌（O26、O103、O111、

O121、O145 及び O157）（以下「腸管出血性大腸菌」）

及びカンピロバクター・ジェジュニ／コリの検査を実

施した。その結果、大腸菌が 80 検体中 14 検体から検

出された。腸管出血性大腸菌は、58 検体中全てにおい

て陰性であった。サルモネラ属菌は 58 検体中 3 検体か

ら検出された。カンピロバクター・ジェジュニ／コリ

は検出されなかった。 

１・４ 食品衛生検査施設の業務管理 

  機器の管理等、日常の業務管理に加え、外部精度管

理（一般細菌数、腸内細菌科菌群、大腸菌群、大腸菌、

黄色ブドウ球菌及びサルモネラ同定試験）及び内部精

度管理（一般細菌数、大腸菌群及び黄色ブドウ球菌同

定試験）を実施した。 
 

２  感染症に関する微生物検査 

２・１ 細菌検査（腸管出血性大腸菌を除く） 

当所では県内で発生した感染症（疑いを含む。）に

対して検査を実施している。平成 30 年度は、コレラ疑

い 2 検体、細菌性赤痢 2 検体、腸チフス 1 検体、レプ

トスピラ症疑い 2 検体、劇症型溶血性レンサ球菌感染

症 9 検体、侵襲性インフルエンザ菌感染症 4 検体、侵

襲性肺炎球菌感染症 38 検体、百日咳疑い 1 検体につい

て検査を実施した。 

２・２ 腸管出血性大腸菌検査 

  当所に搬入された腸管出血性大腸菌は合計 40 株で、

内訳は O157 が 25 株、O26 が 7 株、O111 が 3 株、O103 

が 1 株、O125 が 1 株、O128 が 1 株、市販免疫血清

で型別不能であった株が 2 株であった。これらは、ベ

ロ毒素検査等を行い、国立感染症研究所に送付した。 

２・３ 特定感染症検査事業 性器クラミジア感染症

及び淋菌感染症検査 

 平成 30 年度、各保健福祉（環境）事務所において検

査希望者より採取された尿検体について、性器クラミ
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２ 油症関連検査 

 福岡県内で実施した油症検診の受診者 28 名の血液中

PCB を分析した。その結果、総 PCB 濃度の範囲は 0.08

－6.50 ppb であった。また、未認定者 27 名について血

液中 PCQ を分析した結果、PCQ 濃度の範囲は ND(＜

0.02 ppb)－0.12 ppb であった。 
 

３ 医薬品及び医薬品成分の試験検査 

３・１ 危険ドラッグの成分分析 

 危険ドラッグの調査・監視の一環として、22 製品を

買上検査したところ、指定薬物及び指定薬物類似成分

は検出されなかったが、一部の製品からエフェドリン

及びプソイドエフェドリンが検出された。 

３・２ 医薬品成分を含有した健康食品等の検査 

 平成 30 年度に薬務課が買上げた健康食品のうち 5 製

品から医薬品又は医薬品類似物質が検出された。検出

された成分はシブトラミン、シルデナフィル、タダラ

フィル及びノルカルボデナフィルであった。 

３・３ 後発医薬品(ジェネリック医薬品)の試験検査 

３・３・１ ジェネリック医薬品品質情報検討会に係

る医療用医薬品試験（厚生労働省委託） 

 セファクロルカプセル 250mg（8 製品)及びセフポド

キシムプロキセチル錠 100mg（6 製品)について、溶出

開始から各試験液の規定時間までの溶出率を測定した。

厚労省の「後発医薬品の生物学的同等性試験ガイドラ

イン」に従い溶出曲線を解析した結果、セファクロル

カプセル 250mg は全ての製剤が先発品又はオレンジブ

ックの溶出挙動と類似の範囲内であったが、セフポド

キシムプロキセチル錠 100mg は先発品が pH6.8 及び

pH1.2 の試験液において、オレンジブックの溶出挙動と

類似の範囲になかった。 

３・３・２ 後発医薬品品質確保対策に係る流通製品

の検査 

 ロスバスタチン錠 2.5mg の 19 製品、ロスバスタチン

錠 5mg の 19 製品及びロスバスタチン錠 10mg の 2 製品

について、先発品の承認申請書に準拠して溶出試験を

行った。全ての製品が公的溶出規格に適合していた。 

３・４ 医薬品の品質試験 

テルミサルタン錠 40mgの 1製品について日本薬局方

に準拠して溶出試験を実施した結果、公的溶出規格に

適合していた。 

３・５ 家庭用品検査 

 県内の小売店で買い上げた繊維製品 10 検体について

アゾ化合物 21 種類、繊維製品 38 検体についてホルム

アルデヒド、家庭用洗浄剤 2 検体について水酸化ナト

リウム及び水酸化カリウムの検査を行った。全ての製

品が基準に適合していた。 

３・６ 医薬品検査に係る精度管理 
 厚生労働省が実施する都道府県衛生検査所等におけ

る外部精度管理に参加し、ファモチジン錠の定量法及

び含量均一性試験に関する技能試験を行った。 

３・７ 医薬部外品製造販売承認申請に係る審査協力 

薬務課の依頼を受け、薬用歯みがき類 1 件及び染毛

剤 3 件の製造販売承認申請について、書面を精査し科

学的・技術的観点に基づく意見を提出した。 
 

４ 窓口依頼検査 

 久留米市から依頼された野菜 10 検体の残留農薬 200

成分の検査を行った。 
 

〈調査研究業務〉 

１ 食品の残留農薬及び難燃剤等による汚染実態把握

と摂取量推定に関する研究 

 昨年度に引き続き、全国 10 地域のうち 6 地域につい

てデクロランプラス類の摂取量を推定した。全国 10 地

域の結果を用いて、食事を通じたデクロランプラス類

の摂取量の地域変動を調査した。また、平成 30 年度に

当研究所で調製した TD 試料を用いて北部九州におけ

る残留農薬の 1 日平均摂取量を推定した。 

２ 危険ドラッグ製品等に含まれる薬物成分の分析法

開発 

 危険ドラッグの検査を迅速に行うため、当所で作成

しているデータベースの拡充を行った。また、入手が

困難な危険ドラッグ標準品の合成を行い、トリプタミ

ン系化合物を 7 種類合成した。質量分析装置を用いて

危険ドラッグの異性体識別について検討し、4 種類の化

合物について保持時間、フラグメントイオンの比率か

ら識別が可能と考えられる知見が得られた。 

３ 油症等のダイオキシン類による人体影響と遺伝要

因との関連の解明に関する研究 

 油症認定患者・未認定者の血液中ダイオキシン類及

び PCBs の測定を検診受診者 320 名について実施した。

2,3,4,7,8-PCDF の平均血中濃度は、油症認定患者で 69 

pg/g lipid、未認定者で 13 pg/g lipid であった。血中ダイ

オキシン類・PCB 測定の信頼性確保に資するため、当

所で調製した血液試料を国内の分析機関 5 か所に配付

し、精度管理を実施した。 

 

〈研修・情報発信業務〉 

保健福祉(環境)事務所等職員を対象とした食品化学

検査研修を行った。短期インターンシップとして久留

米工業高等専門学校の学生 1 名を受け入れ、食品中の

残留農薬検査について指導した。 
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ていることによる公共用水域等周辺環境への影響を把

握するため、平成 30 年 5 月、8 月、10 月、平成 31 年 1
月に河川水 1 か所及び事業場排水 1 か所の水質調査を

実施した。また、平成 30 年 8 月及び平成 31 年 1 月は、

上記に加えて地下水 2 か所の水質調査も実施した。そ

の結果、河川水は、測定した項目について水質汚濁に

係る環境基準を満たしていた。また、事業場排水及び

地下水についても、測定した項目について、排水基準

及び地下水環境基準を満たしていた。 
 
７ リサイクル製品の認定制度に係る試験 
 資源の循環利用及び廃棄物の減量の促進を目的とし

たリサイクル製品の認定制度の運用に当たり、申請製

品の環境安全性に係る基準への適合状況を確認するた

め、分析検査を実施した。平成 30 年度は、建設汚泥改

良土等 2 検体及び生活関連製品等 2 検体について溶出

量基準検査及び含有量基準検査等を、地下水 1 検体に

ついて 1 成分の検査を実施した。その結果、生活関連

の 1 検体がふっ素の溶出量基準を超過していた。 
 
８ 特別防除事業に伴う薬剤防除自然環境等影響調査 
 松くい虫被害予防のための特別防除（空中散布）が

平成 30 年 5 月から 6 月にかけて実施された。平成 30
年度の散布薬剤は 3 市町がチアクロプリド、2 町がフェ

ニトロチオンであった。薬剤散布期間中の大気中濃度

の確認のため、チアクロプリド 16 検体、また、薬剤散

布地域の井戸水の安全確認のため、チアクロプリド 24
検体及びフェニトロチオン 6 検体の分析検査を実施し

た。その結果、いずれの検体からもチアクロプリド及

びフェニトロチオンは検出されなかった。 
 
〈調査研究業務〉 
１ 廃棄物最終処分場における浸透水の微生物群集構

造と適正管理に関する研究 
平成 30 年度は、安定型最終処分場の浸透水の水質と

埋立廃棄物組成の関係を解析した。また、埋立廃棄物

の組成調査を実施していない最終処分場の浸透水等に

ついても微生物群集構造を解析し、最終処分場に関連

する微生物群集データを拡充した。 

 

〈研修・情報発信業務〉 
１ 研修生に対する研修 

8月に九州大学工学部地球環境工学科の学生 1名に対

し、廃棄物最終処分場のサンプリング手法と BOD、COD、

ICP-MS(重金属類)、総水銀、メタンの分析方法を指導

した。 
 
 

２ 環境保全担当者基礎技術研修 

4月に保健福祉環境事務所環境保全担当職員等を対

象に産業廃棄物処分場等での水質試料及び孔内ガス試

料のサンプリングに関する研修を行った。 
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４ 調査研究業務の概要 

平成 30 年度実施課題一覧 

 ①保健関係 

研究分野 研 究 課 題 名 研 究 概 要 研究期間 掲載頁

地域保健情報の解

析、評価及び活用

に関する研究 

国保データベースを

活用した地域包括ケ

アシステム構築に向

けた医療・介護需要

量予測モデルの開発 

福岡県では、「福岡県保健医療計画」、「福岡県高齢者

保健福祉計画」を策定しているが、平成30年度以降、３

年おきの見直しが必要となった。両計画の見直しに際し、

「療養病床」から生じる新たな医療又は介護のサービス

需要量について、整合性のある見積もりを行う必要があ

る。そこで、本研究では、当該見積もりにあたっての参

考資料として、過去の療養病床退院者に関して、レセプ

トデータに基づく実証的な医療又は介護のサービス量の

把握を行う。 

H30-R2 

年度 

P11

感染症の発生及び

食品の安全性確保

に関する研究 

種鶏等における食中

毒原因細菌に関する

汚染実態調査 

平成 30 年度は、先行研究（平成 27 年度―平成 29 年度）

で構築した調査研究体制に、新たに種鶏の食鳥処理場を

加えた研究体制を構築した。そして、検査材料（種鶏 274

検体、市販鶏肉 33 検体、食中毒患者の糞便等 187 検体）

を収集し、カンピロバクターやサルモネラ等の食中毒原

因細菌を分離した。また、腸管出血性大腸菌に関しては、

九州の各地方衛生研究所において現在使用している分子

疫学的手法を調査し、それぞれの手法について技術レベ

ルを維持することを目的に精度管理を実施した。 

H30-R2 

年度 

P15

 生鮮魚介類の喫食に

よる原因不明食中毒

事例における病因物

質（粘液胞子虫）を 

明らかにする研究 

平成29年度は、市販生鮮魚の粘液胞子虫汚染状況調査と

して、155検体（魚種：39種）を対象に遺伝子検査を行

ったところ、30検体（20%）で陽性となり、2種の魚種 

（2検体）から未知のクドア属と推定される塩基配列が

認められた。また、粘液胞子虫検出事例の情報集積とし

て、2事例の生食用生鮮魚喫食歴のある食中毒（疑い）

事例の患者糞便からの粘液胞子虫遺伝子の検出及びその

塩基配列決定を行った。 

H29- R1

年度 

P15

 ノロウィルス等のウ

ィルスを原因とする

感染症及び食中毒発

生予防、被害拡大防

止に関する研究 

ノロウイルス等による感染症及び食中毒発生を予防し、

被害拡大を防止するため、検出法を更新・改善し、正確

な検査の実施及び詳細な流行状況の把握を行う事を目的

とする。 

H30-R2 

年度 

P17

 人獣共通感染症に関

する病原体及び媒介

生物についての調査

研究 

平成 30 年度は、県内の植生マダニの生育状況調査および

野生動物付着マダニの採取調査を実施した。また、採取

したマダニについて SFTS ウイルス、紅斑熱群リケッチア

などの保有状況を調べた。 

H29- R1

年度 

P17
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団体名等 期 間 内    容 受講者 担当課 

久留米市保健所 H30.10.26 

H30.10.30 

H30.10.31 

BOD､COD､T-N及びT-Pの分析法の習得並び

に硝化反応がBODに与える影響と試料中の

微生物群集構造に関する研究報告 

1名 所 長

水   質   課

大牟田市保健所 H30.10.26 

H30.10.30 

H30.10.31 

BOD､COD､T-N及びT-Pの分析法の習得並び

に硝化反応がBODに与える影響と試料中の

微生物群集構造に関する研究報告 

1名 所 長

水   質   課

熊本県保健環境科学研究所 

鹿児島県環境保健センター 

H31.2.25 腸管出血性大腸菌の遺伝子型別検査（反復

配列多型解析法：MLVA）の技術研修 

3名 病 理 細 菌 課

（国際コース）     

平成30年度JICAイラク国別研修

「産業環境対策における能力開

発フェーズ２（大気汚染対策）

」 

H30.9.19 福岡県の大気管理･調査･研究について 8名 環 境 科 学 部 長

企画情報管理課

大 気 課

平成30年度福岡県国際環境人材

育成研修「アセアン･インド大気

汚染対策コース」 

H30.11.15 保健環境研究所の概要、福岡県の大気常時

監視システム、大気課の業務、オゾンによ

る大気汚染について、施設見学等 

7名 環 境 科 学 部 長

企画情報管理課

大 気 課

計 14 件 39 名（延べ） 

 

 

②職員技術研修  

＜職員受講＞ 

研  修  名 主 催 場  所 期 間 氏 名 

2018年度地方感染症情報センター研修

/FETP初期導入コース 
国立感染症研究所 国立感染症研究所 

H30.4.19 

－H30.4.20 
市原 祥子

平成30年度感染症集団発生対策研修 
国立保健医療科学

院 
国立保健医療科学院 

H30.9.10 

－H30.9.14 
市原 祥子

平成30年度「地域保健総合推進事業」 

全国疫学情報ネットワーク構築会議 

地方衛生研究所全

国協議会保健情報

疫学部会 

東京都健康安全研究センター H30.11.16 市原 祥子

国立保健医療科学院による「医療科学院

第三期医療費適正化計画推進のための都

道府県でのレセプト情報・特定健診等情

報データベース（NDB）等の利活用に関す

るワークショップ」 

国立保健医療科学

院 

フクラシア品川クリスタルス

クエア 
H31.2.26 

高尾 佳子

市原 祥子

地域共生社会の構築に向けた九州・沖縄

研究大会 

厚生労働省九州厚

生局 
都久志会館 H31.3.9 市原 祥子

平成30年度病原体等の包装・運搬講習会 厚生労働省 福岡第二合同庁舎 H30.6.22 
吉冨 秀亮

大隈 英子

平成30年結核予防技術者地区別講習会 佐賀県 ホテルグランデはがくれ 
H30.8.2 

－H30.8.3 
重村 洋明

平成30年度薬剤耐性菌の検査に関する研

修 
国立感染症研究所 国立感染症研究所 

H30.9.11 

－H30.9.14 
中山 志幸
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研  修  名 主 催 場  所 期 間 氏 名 

Corynebacterium ulceransの検査法等に係

る研修 

大阪健康安全基盤

研究所 
大阪健康安全基盤研究所 

H30.10.16 

－H30.10.17 

江藤 良樹

重村 洋明

Corynebacterium ulceransの検査法等に係

る研修 
国立感染症研究所 国立感染症研究所 

H30.11.5 

－H30.11.6 

中山 志幸

カール由起

ボツリヌス症の細菌学的検査に関する講

習会 
国立感染症研究所 国立感染症研究所 

H30.11.7 

－H30.11.9 
カール由起

Corynebacterium ulceransの検査法等に係

る研修 

熊本県保健環境科

学研究所 
熊本県保健環境科学研究所 H31.3.20 江藤 良樹

放射線取扱主任者基礎講習 
（公財）原子力安

全技術センター 

京都大学放射性同位元素総合

センター 

H31.2.25 

－H31.3.1 
土田 大輔

平成30年度地方衛生研究所全国協議会 

近畿支部自然毒部会 

地方衛生研究所全

国協議会 近畿支

部自然毒部会 

神戸市水道局  H30.11.9 中西加奈子

平成30年度地方衛生研究所全国協議会衛

生理化学分野研修会 

地方衛生研究所全

国協議会理化学部

会 

川崎生命科学・環境研究セン

ター 
H31.2.18 新谷 依子

ウイルス研修 
国立保健医療科学

院 
国立感染症研究所 

H30.11.5 

－H30.11.22 
中村 麻子

精度管理技術研修 
鹿児島県環境保健

センター 
鹿児島県環境保健センター 

H30.2.6 

 
芦塚 由紀

平成30年度希少感染症診断技術研修会 厚生労働省 国立感染症研究所 
H31.2.19 

－H31.2. 20 

芦塚 由紀

中山 志幸

平成30年度結核・感染症発生動向調査研

修会 

福岡県医師会、結

核・感染症発生動

向調査委員会 

福岡県医師会館 H31.3.31 

芦塚 由紀

中村 麻子

吉田まり子

 

（２）講師派遣 

 ＜県（保健福祉環境事務所を含む）主催＞ 

名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

平成30年度水生生物講座 H 3 0 . 5 . 8 環境部環境保全課 筑紫野市 
中 島  淳

石間 妙子

水辺教室 H 3 0 . 5 . 1 3 南筑後保健福祉環境事務所 みやま市 中 島  淳

オニバス再生における技術的指導 H 3 0 . 5 . 1 4 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 遠 賀 町 須田 隆一

小塩ほたるの里 水辺探検隊&田植え体

験 
H 3 0 . 5 . 2 7 北筑後保健福祉環境事務所 うきは市 石間 妙子

水辺教室 H 3 0 . 6 . 1 4 北筑後保健福祉環境事務所 筑 前 町 中 島  淳

水生生物観察会 H 3 0 . 6 . 1 7 京築保健福祉環境事務所 みやこ町 中 島  淳

平尾台広谷湿原保全事業 自然観察会 H 3 0 . 7 . 1 京築保健福祉環境事務所 苅 田 町 須田 隆一

手光ビオトープにおける観察会 H 3 0 . 7 . 8 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 福 津 市 中 島  淳
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名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

棚田の生き物調査 H 3 0 . 7 . 9 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 中 島  淳

野生鳥獣保護モデル校育成事業 H 3 0 . 7 . 2 5 京築保健福祉環境事務所 北九州市 石間 妙子

手光ビオトープにおける観察会 H 3 0 . 7 . 2 6 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 福 津 市 中 島  淳

川の生きもの探検隊 H 3 0 . 8 . 4 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 中 島  淳

水生生物観察会 H 3 0 . 8 . 1 7 京築保健福祉環境事務所 苅 田 町 中 島  淳

水辺教室 H 3 0 . 8 . 2 0 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 中 島  淳

水生生物観察会 H 3 0 . 8 . 2 3 京築保健福祉環境事務所 
行 橋 市 

みやこ町 
中 島  淳

平成30年度保健福祉（環境）事務所保健

衛生課感染症係長・担当者会議 
H 3 0 . 8 . 2 4 

保健医療介護部がん感染症疾病

対策課 
福 岡 市 

吉田 まり子

中山 志幸

芦塚 由紀

小塩ほたるの里 水辺探検隊&稲刈り体

験 
H 3 0 . 9 . 2 北筑後保健福祉環境事務所 うきは市 中 島  淳

多自然川づくり講習会 H 3 0 . 9 . 5 県土整備部河川整備課 篠 栗 町 中 島  淳

自然ふれあい観察会in那珂川 H 3 0 . 9 . 1 5 筑紫保健福祉環境事務所 那珂川町 須田 隆一

鳥インフルエンザ担当者会議 H30.10.12 環境部自然環境課 福 岡 市 石間 妙子

平尾台広谷湿原保全事業 自然観察会 H30.10.14 京築保健福祉環境事務所 苅 田 町 須田 隆一

ふしぎいっぱい自然探検隊 H30.10.21 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 金子 洋平

生きものにぎわいの森づくりin英彦山 H30.10.28 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 添 田 町 
須田 隆一

石間 妙子

結核事務担当者研修会 H 3 0 . 1 1 . 2 
保健医療介護部がん感染症疾病

対策課 
福 岡 市 濱﨑 光宏

オニバス再生における技術的指導 H30.11.26 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 遠 賀 町 須田 隆一

平成30年度福岡県緊急時モニタリング研

修会 
H30.11.27 環境部環境保全課 北九州市 

有田 明人

楢崎 幸範

平成30年度福岡県緊急時モニタリング研

修会 
H 3 0 . 1 2 . 19 環境部環境保全課 福 岡 市 

有田 明人

楢崎 幸範

カスミサンショウウオ保全活動会 H30.12.25 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 福 津 市 中 島  淳

かんきょうを守る活動報告会 in 南筑後 H 3 1 . 2 . 2 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 須田 隆一

オニバス再生における技術的指導 H 3 1 . 2 . 1 5 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 遠 賀 町 須田 隆一

平尾台広谷湿原保全事業 かき起こし H 3 1 . 3 . 1 6 京築保健福祉環境事務所 苅 田 町 須田 隆一

ふしぎいっぱい自然探検隊 H 3 1 . 3 . 1 6 南筑後保健福祉環境事務所 八 女 市 金子 洋平
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名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

環境保全活動団体交流会 H 3 1 . 3 . 1 7 宗像・遠賀保健福祉環境事務所 宗 像 市 須田 隆一

計（県主催） 33 件 

 

＜市町村主催＞ 

名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

春の里山を歩いて食べる H 3 0 . 4 . 2 1 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 石間 妙子

衛生動物に関する講演 H 3 0 . 5 . 1 2 福岡市保健環境研究所 福 岡 市 中 島  淳

町立保育園職員研修会 H30. 5. 14 志免町立保育園 志 免 町 
重村 洋明

芦塚 由紀

親子水辺教室 H 3 0 . 7 . 1 4 那珂川町 那珂川町 中 島  淳

平成30年度筑紫野市学校給食共同調理場

職員研修会 
H 3 0 . 7 . 2 0 筑紫野市学校給食課 筑紫野市 

重村 洋明

小林 孝行

平成30年度夏の自然観察会 H 3 0 . 7 . 2 1 久留米市 久留米市 中 島  淳

生きもの探しに出かけよう講座 H 3 0 . 7 . 2 7 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 石間 妙子

夏の生きもの観察会 H 3 0 . 8 . 4 古賀市 古 賀 市 須田 隆一

ヒメドロムシ・サミット2018 H 3 0 . 9 . 2 9 北九州市立自然史・歴史博物館 北九州市 中 島  淳

親子水辺教室 H30.10.14 那珂川市 那珂川市 石間 妙子

秋の里山を歩いて食べる H30.10.20 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 須田 隆一

平成30年度冬の自然観察会 H 3 1 . 2 . 9 久留米市 久留米市 石間 妙子

春の生きもの観察会 H 3 1 . 3 . 2 4 古賀市 古 賀 市 中 島  淳

計（市町村主催） 13 件 

 

＜その他＞ 

名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

春の自然観察と山登り H 3 0 . 4 . 2 5
（公財）おおのじょう緑のトラ

スト協会 
大野城市 石間 妙子

平成30年度全国環境研協議会九州支部総

会 
H 3 0 . 7 . 2 0 全国環境研協議会九州支部 福 岡 市 熊谷 博史

第71回日本細菌学会九州支部総会・第55

回日本ウイルス学会九州支部総会「九州

から発信する微生物学と疫学のインター

フェース・シンポジウム」 

H 3 0 . 9 . 7
第71回日本細菌学会九州支部総

会 
北九州市 中村麻子
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名   称 年 月 日 主    催 場  所 講 師 

市民公開フォーラム H 3 0 . 9 . 1 4 大気環境学会 春 日 市 力 寿雄

平成30年度地方衛生研究所地域レファレ

ンスセンター連絡会議 
H 3 0 . 1 0 . 2 地方衛生研究所全国協議会 熊 本 市 濱﨑 光宏

平成30年度有害鳥獣捕獲従事者安全研修

会 
H 3 0 . 1 0 . 5 （一社）福岡県猟友会 筑紫野市 芦塚 由紀

平成30年度環境計量証明事業者勉強会 H 3 0 . 1 0 . 1 5
（一社）福岡県環境計量証明事

業協会 
福 岡 市 濱村 研吾

秋の自然観察と山登り H 3 0 . 1 0 . 2 4
（公財）おおのじょう緑のトラ

スト協会 
大野城市 石間 妙子

生き物に優しい川づくりシンポジウム H 3 0 . 1 2 . 8 特定非営利活動法人 山村塾 八 女 市 中 島  淳

ふくおか県政出前講座 H 3 0 . 1 2 . 2 5 筑紫女学園高校 福 岡 市 濱村 研吾

第3回井の頭池かいぼり報告会 H 3 1 . 1 . 2 7 東京都西部公園緑地事務所 三 鷹 市 中 島  淳

シーボルトの川づくりシンポジウムin波

佐見川 
H 3 1 . 3 . 2 長崎県波佐見町 波佐見町 中 島  淳

計（その他） 12 件 

 

＜大学等非常勤講師＞ 

学 校 名 科   目 期  間 回   数 講 師 

九州大学医学部保健学科 公衆衛生 H 3 0 . 5 . 2 2 1 櫻井 利彦

福岡女子大学 環境影響（負荷）評価 
H 3 0 . 9 . 2 5 

－H30.11.13 
15 櫻井 利彦

九州大学工学部 科学と社会セミナー H 3 0 . 1 1 . 9 1 中 島  淳

計（大学等非常勤講師） 3 件 

 

 

（３）委員等 

委員会、検討会等名称 委 嘱 元 委員名 

地方衛生研究所全国協議会理事 地方衛生研究所全国協議会 香 月  進

公衆衛生情報研究協議会理事 公衆衛生情報研究協議会 香 月  進

衛生微生物技術協議会理事 衛生微生物技術協議会 香 月  進

（公財)福岡県公衆衛生協会理事 （公財）福岡県公衆衛生協会 香 月  進
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（英文要旨） 
 

Hospitalization for pneumococcal pneumonia among older adults in Fukuoka Prefecture 
using health insurance claims data 

  

Sachiko ICHIHARA, Takumi NISHI, Yoshito TANAKA, Susumu KATSUKI 
 

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences, 

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan 
 

 

As pneumococcus is the most prevalent cause of community-acquired pneumonia, many public health initiatives, such as 

immunization for older people, have been implemented in Japan. However, infectious disease surveillance in Japan does not 

collect information about pneumococcal pneumonia. Thus, we investigated hospitalizations for pneumococcal pneumonia and 

associations between comorbidities and health care resource utilization among older adults in Fukuoka Prefecture.  

Among beneficiaries of Fukuoka Prefecture Wide-Area Association  of Latter-Stage Elderly Healthcare, we extracted claims 

data for 3944 hospitalized patients aged 75 years or older in Fukuoka Prefecture, from April 2010 to March 2016. The extracted 

patients’ primary diagnosis was pneumococcal pneumonia.  

The hospitalization rate for pneumococcal pneumonia was 0.69–1.07 per 1000 person-years in Fukuoka Prefecture. Additionally, 

patients with comorbidities, such as pulmonary disease, dementia, congestive heart failure, cerebrovascular accident, renal disease, 

and peptic ulcer, tended to have significantly longer lengths of hospital stay and higher health care expenditures than those without 

comorbidities. 

[Key words ; elderly, pneumococcal pneumonia, health insurance claims data] 
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 原著 

抗ノロウイルス活性を有する天然生理活性物質の探索 

 

小林孝行・吉冨秀亮・中村麻子・小木曽俊孝・芦塚由紀・梶原淳睦・上間匡* 

 

ノロウイルス(NoV)の感染予防対策に寄与する化合物の探索を目的に、ネコカリシウイルス(FCV)

およびマウスノロウイルス(MNV)を用いた抗NoV活性を有する化合物の活性評価を行った。天然生理

活性物質234化合物を対象に抗NoV活性の評価を行った結果、22化合物がFCVまたはMNVに対する抗

ウイルス活性を示し、このうちアニソマイシンのみが両ウイルスに対する抗ウイルス活性を示した。

次にアニソマイシンについて精査したところ、細胞生存率を指標とする抗ウイルス活性は両ウイルス

に対して18 µMで最大を示した。また、24時間の培養でFCVとMNVに対して14.4 µMでそれぞれ4.56 

log10、5.83 log10ウイルス感染価が抑制された。以上のことから、アニソマイシンは抗NoV活性を有す

る可能性が示唆された。 

 

［キーワード：抗ノロウイルス活性、アニソマイシン、ネコカリシウイルス、マウスノロウイルス］ 

 

１ はじめに 

 ノロウイルス(NoV)は主に冬季に流行するウイルス性

急性胃腸炎の主要な原因ウイルスである。厚生労働省の食

中毒統計によると、NoVによる食中毒は例年事件数、患者

数ともに上位を占めており1)、NoV対策は食品衛生におけ

る重要な課題となっている。NoVの感染予防と拡大防止に

は手指や調理器具の洗浄、あるいは糞便や嘔吐物によって

汚染された環境の消毒が重要である。NoVの不活化には次

亜塩素酸ナトリウムなどの消毒剤が推奨されている2)が、

人体への影響から手指等への使用が難しいため、より安全

かつ効果の高い消毒剤が望まれている。NoVは培養が困難

であることから、NoVに対する薬剤の不活化評価を行うに

は同じカリシウイルス科に属し培養可能なネコカリシウ

イルス（FCV）やマウスノロウイルス（MNV）等の代替

ウイルスが一般的に使用されている。しかし、薬剤への感

受性や性状が必ずしもNoVと一致するものではないこと

から、不活化評価にあたっては両方の代替ウイルスを使用

することが推奨されている3)。これまでに、柿や紅茶、ブ

ド ウ 等 の 天 然 素 材 か ら の 抽 出 物 4),5),6) や

2'-C-methylcytidine7)やfavipiravir8)等の合成化合物におけ

る抗ウイルス活性が確認され研究が進められているが、国

に認可されているものは未だない。 

そこで本研究では、NoVの感染予防対策に資する化合物

の探索を目的として、FCV及びMNVを用いたスクリーニ

ング系により抗NoV活性を有する化合物の探索を行い、そ

の活性評価を行ったので報告する。 

２ 研究方法 

２・１ 材料 

抗 NoV 活性を評価する対象の化合物として、天然生理

活性物質ライブラリー(Sigma-Aldrich)を購入し、234 化合

物について評価を行った。NoV 代替ウイルスとして  

FCV-F9 株および MNV を使用し、それらのウイルスを接

種する細胞としてCRFK細胞およびRAW264.7細胞をそれ

ぞれ用いた。 

２・２ 抗 NoV化合物のスクリーニング 

抗NoV活性を有する化合物のスクリーニングはOhba5)ら

の方法に基づいて行った（図1）。即ち、評価を行う化合物

を100 μM、10 μM、1 μMおよび0.1 μMの4段階に細胞培養

用培地を用いて希釈調製し、100 TCID50/50 μLに調整した

FCVまたはMNVと等量混合し、37 ℃、5 %CO2条件下で30

分間静置した。混合液をCRFK細胞またはRAW264.7細胞を

播種した96穴プレートに120 μL/wellずつ接種し、同条件下

で1時間培養した。培養後、PBS(-)で洗浄し、5 %FBS加

EMEM（CRFK細胞）または5 %FBS加DMEM（RAW264.7

細胞）を150 μL/wellずつ加えて培養・観察を行った。スク

リーニングにおける抗ウイルス活性の評価は細胞変性効

果（CPE）の有無により判断し、最小有効濃度（MEC）を

求めた（N=2で実施し、低い方の値をその化合物のMECと

した）。 

２・３ 細胞生存率の測定 

 化合物を360 µMから2.8 µMまで2倍段階希釈で調製後、

スクリーニングと同様の手順でウイルス液と反応させ、培

養した（図1）。Cell Counting Kit-8（同仁化学研究所）を

用いて生細胞数を測定し、細胞生存率（各濃度における生
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細胞数/化合物およびウイルス液を非接種の生細胞数）を

指標として抗NoV活性を評価した。 

同時に、各希釈濃度の化合物をCRFK細胞および

RAW264.7細胞に与えた際の細胞生存率を測定し、毒性を

評価した（細胞毒性試験）。 

２・４ ウイルス感染価抑制効果の測定 

 化合物がFCV、MNVに与える感染価抑制効果を測定し

た（図1）。即ち、化合物を14.4 µM、7.2 µM、3.6 µM、0 µM

（細胞培養用培地のみ）に希釈調製し、スクリーニングと

同様の方法でウイルス液と反応させ、培養を行った。24

時間後に培養上清を回収し、TCID50 アッセイによりウイ

ルスの感染価を測定した。 

２・５ 化合物の作用機序の推定 

 化合物の作用がウイルス粒子への直接の作用か、または

宿主細胞に作用して増殖を抑える作用か検討を行った。即

ち、10 µMの化合物または細胞培養用培地のみを、それぞ

れFCVまたはMNVと1時間反応後、遠心式フィルター

Amicon Ultra-0.5（メルクミリポア）で化合物を除去した。

回収したウイルス液の感染価をTCID50 アッセイにより測

定し、両者の感染価を比較した（図1）。 

 

３ 結果 

３・１ 抗NoV化合物のスクリーニング結果 

天然生理活性物質234化合物について評価した結果、22

化合物がFCVまたはMNVに対する抗ウイルス活性を示し

た（表1）。スクリーニングにおけるMECは、19化合物が100 

µM、3化合物が10 µM以下の濃度を示した。13化合物がFCV

No. Compound name 
MEC* (µM) 

FCV MNV 
1 Myricetin 100 － 
2 Maslinic acid － 100 
3 Scutellarein 100 － 
4 Gallic acid 100 － 
5 Diosmetin 100 － 
6 Ferulic acid 100 － 
7 Ginkgolide B 100 － 
8 Shikonin 100 － 
9 (+/-)-Gossypol 100 － 
10 (-)-Epicatechin 100 － 
11 Caffeine 100 － 
12 beta-Carotene 100 － 
13 Cytisine － 10 
14 Asiatic acid － 100 
15 METHYLENE BLUE 0.1 － 
16 Honokiol － 100 
17 Myriocin 100 － 
18 Patulin － 100 
19 Anisomycin 10 10 
20 Acetovanillone  － 100 
21 Tetracycline hydrochloride － 100 
22 (3aR)-(+)-Sclareolide  － 100 

図 1 NoV 代替ウイルスを用いた化合物の抗 NoV 活性評価方法 

表 1 抗 NoV 化合物のスクリーニング結果 

* Minimum Effective Concentration  
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３・２ 細胞生存率を指標とする抗NoV活性の評価 

アニソマイシンについて細胞生存率を指標とする抗

NoV活性の評価を行った。細胞生存率はFCV、MNVそれ

ぞれにおいて18 μMで最大を示したが、それを超える濃度

では低下した（図2,上）。細胞毒性はCRFK細胞に対して18 

µM、RAW264.7細胞に対して11.3 μMを超える濃度でみら

れた（図2,下）。 

３・３ ウイルス感染価抑制効果の測定結果 

 アニソマイシンによるウイルス感染価抑制効果の結果

を示した（図3）。FCVとMNVそれぞれに対し、アニソマ

イシンの添加により感染価の抑制がみられた。抑制効果は

14.4 µMでFCVに対して4.56 log10、MNVに対して5.83 log10

の感染価の抑制がみられた。14.4 µMを超える濃度につい

ては細胞毒性の影響が考えられるため実施することがで

きなかった。 

３・４ 作用機序の推定 

 遠心式フィルターで化合物を除去後のウイルス感染価

を比較したところ、10 µMのアニソマイシンと細胞培養用

培地のみ添加時の感染価に差は現れなかった（図4）。 

 

４ 考察 

本研究において天然生理活性物質から抗NoV活性を有

する化合物の探索を行った結果、22化合物が抗NoV活性を

示した。抗NoV活性を有することが報告されている柿や紅

茶、ブドウ等の抽出物はポリフェノールが主な作用物質と

されている 4),5),6)。本研究で活性を示したMyricetin、

Scutellarein、Diosmetin、(-)-Epicatechinもまたフラボノイ

ド骨格を有するポリフェノールの一種であり、構造的に類

似であることから抗活性を示したと推察された。その他

種々の細菌や植物から単離される化合物がヒットしてお

り、今後検証が必要である。このうちアニソマイシンのみ

がFCVおよびMNV両ウイルスに対する抗ウイルス活性を

示した。アニソマイシンはStreptomyces属菌が産生する抗

生物質であり、MAPキナーゼのアクチベーターとしての働

きやタンパク質合成阻害作用9)が知られている。細胞生存

率を指標とした抗NoV活性を測定したところ、アニソマイ

シンの添加により細胞生存率の上昇が認められ18 µMで

最大を示した。しかし、細胞毒性が付近の濃度（CRFK細

胞とRAW264.7細胞それぞれ18 µM、11.3 µMを超える濃度）

でみられた。そこで細胞毒性の影響が及ばない低濃度域に

おけるアニソマイシンのウイルス感染価抑制効果を検討

したところ、FCVおよびMNVに対して有意な感染価の抑

制がみられ、アニソマイシンの抗NoV活性が確認された。

紅茶に含まれるテアフラビン類の一つであるTheaflavin 

digallateはFCVに対して25 µM、MNVに対して50 µMでの抗

ウイルス効果（最小有効濃度）が報告されている4)。既報

の化合物と同等以上の効果がみられたが、細胞毒性をいか

に抑えるか今後検討が必要である。 

抗ウイルス活性を有する化合物は消毒剤または治療薬

としての活用が期待される。アニソマイシンは遠心式フィ

ルターの処理によっても感染価に差がみられなかったこ

とから、ウイルス粒子への直接的な作用ではなく、宿主細

胞に働いてウイルスの増殖を抑える作用（ウイルスの接着、

侵入、複製、放出のいずれかのステップに作用）があるこ

とが示唆された。よって治療薬のリード化合物としての活

用が今後期待されるが、より詳細な作用機序の解明が必要

である。 

 

謝辞 

 本研究を行うにあたり、FCV、MNV、CRFK細胞および

RAW264.7細胞の分与を頂きました国立医薬品食品衛生研

究所の野田衛先生に深謝致します。 

本研究は、平成30年度厚生労働科学研究費補助金（食品

の安全確保推進研究）「ウイルスを原因とする食品媒介性

疾患の制御に関する研究」班（研究代表者：上間匡）にお

いて実施された。 

 

文献 

1) 厚 生 労 働 省 ： 食 中 毒 統 計 資 料

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun

ya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/04.html）. 

2) 厚 生 労 働 省 ： ノ ロ ウ イ ル ス に 関 す る Q ＆ A

（ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun

ya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/0

40204-1.html）. 

3) 食品衛生検査指針 微生物編 2015, 平成 27 年 3月. 

4) K. Ueda et al.: PLoS One,8,e55343,2013. 

5) M. Ohba et al.: J.Antibiotics,70,443-447,2017. 

図 4 アニソマイシンの作用機序の推定 

（フィルター処理後のウイルス感染価の比較） 

-  68  -



X. su et al.:Appl.Environ.Microbiol

 Rocha-Pereira.J et al.: Biochem.Biophys.Res.Commun

Rocha-Pereira.J et al.: Biochem.Biophys.Res.Commun

 Arthur.P.G J.Biol.Chem

Screening of anti-norovirus activity in natural biologically active substances
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We conducted cytopathic effect-based screening for 234 biologically active substances to evaluate anti-norovirus activity using

the human norovirus surrogates feline calicivirus (FCV) and murine norovirus (MNV). A total 22 compounds showed antiviral 

activity against FCV or MNV, of which only one compound (anisomycin) showed antiviral activity against both viruses. The 

antiviral effect of anisomycin was evaluated using a cell viability assay and showed a maximum at 18 μM. In a 24-hour culture test,

FCV and MNV infectivity titers were suppressed by 4.56 log10 TCID50 and 5.83 log10 TCID50 with 14.4 μM anisomycin,

respectively. These results suggest that anisomycin may have antiviral activity against norovirus.

Key words ; Anti-norovirus activity, Anisomycin, feline calicivirus, murine norovirus
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おいてSkeletonema costatum の最大増殖速度は、水温25℃、

実用塩分 15 psu であり、水温 30℃以上または実用塩分 5 

psu 以下で増殖できず 26)、また、他の報告では、水温 30℃

で増殖できなかったが、塩分については温度依存性がある

ことを指摘しており、水温 25℃で塩分が 20‰以下、20℃

で 10‰以下で増殖ができなかった 27)と報告されている。

Chaetoceros spp.の最大増殖速度は、水温 30℃、実用塩分

33 psu であり、実用塩分 10 psu 以下で増殖できなかったと

報告されている 28) 。また、Chaetoceros didymum も

Skeletonema costatum 同様、水温 30℃以上で増殖できず、

水温 25℃で塩分 20‰以下、20℃で 15‰以下で増殖ができ

なかった 27)。本調査では、水温が 30℃以上になることは

なかった。実用塩分については特に 2011 年 7 月及び 2012

年 7 月に低下したが、Skeletonema spp.及び Chaetoceros spp.

は 2011 年 7 月に 0.45 cells/mL 及び 0.77 cells/mL、2012 年

7月に120 cells/mL及び1.4 cells/ml出現しており、特に2012

年 7 月は Skeletonema spp.が多く出現した。本調査におけ

る珪藻類の種名が不明であるため室内実験結果と単純に

比較はできないが、多く出現した月の水温及び実用塩分は、

増殖に最適な条件ではなかったかもしれない。1983 年

-1984年に八代海で観察されたSkeletonema costatumについ

て、夏季及び冬季に出現数が増加しており、本調査と同様

の傾向であった。その原因として、夏季は陸域からの栄養

塩類の供給、冬季は低水温による動物プランクトンの捕食

低下によるものと考えられている 28)。また、佐賀県沿岸で

も夏季及び冬季に Skeletonema spp.及び Chaetoceros spp.の

出現数が増加している 29)。有明海は潮位差が大きく、上下

混合が頻繁に起こり休眠期細胞の巻き上げが起こること

から、Skeletonema spp.や Chaetoceros spp.等の小型の植物プ

ランクトンが冬季に増殖できたと推察されている 30)。播磨

灘等における Chaetoceros densus についても冬季に大繁殖

した要因は、河川からの栄養塩類負荷量の増加と滞留、夏

季～秋季の台風による海水の攪乱によるものと推察され

ている 31) 。これらのことから、 Skeletonema spp. や

Cheatoceros spp.が繁殖した要因は、様々な環境要因が複合

的に影響していると考えられる。 

図 6-3 より、Nitzschia spp.の出現数には一定の傾向はみ

られなかった。八代海でも出現数に傾向はなく、年中みら

れたことが報告されている 32)。Nitzschia  closterium を水

温 17℃-29℃で培養したところ、23℃が最も早く増殖した

と報告がある 33)。本調査における Nitzschia spp.についても、

Skeletonema spp.や Cheatoceros spp.と同様、観察された時期

は、増殖には最適な水温とは限らなかったと考えられる。

しかし、低水温であっても増殖は可能であったことから、

年中、観察されたと推察される。 

播磨灘で観測した Coscinodiscus wailesii は、他種と比較

して Si、DIN、溶存態無機態リン（DIP）及び DIN×DIP

が高く、全窒素（T-N）×全リン（T-P）：DIN×DIP 比が低

い水域に出現する傾向があることが報告されている 17)。ま

た、水温が 10℃-25℃の範囲内で高い増殖速度を示すこと

が知られており、低塩分でも増殖が確認されている 17)。5℃

-10℃では増殖速度が低下するが、播磨灘でも、水温の低

下した冬季-春季に Coscinodiscus spp.の出現が多くみられ

ていた 17)。図 6-4 より、本調査で Coscinodiscus spp.が多く

出現した月は、他の珪藻類も多く出現していることから、

特に Coscinodiscus spp.が出現する条件は不明であった。 

Rhizosolenia spp.は大型の珪藻類の一種で 2000 年のノリ

色落ちの原因種として知られている 4)。Rhizosolenia spp.

はノリ養殖時期（冬季）に多くみられ、本調査でも、図

6-5 より、2012 年度及び 2013 年度の冬季に多く出現した。

福岡県沿岸の底質を調査したところ Skeletonema costatum

や Chaetoceros spp. の 休 眠 期 細 胞 は 出 現 し た が 、

Rhizosolenia imbricata は出現しなかったと報告されている

34)。Rhizosolenia imbricata は外洋に生息し、夏季は低塩分

化によって湾内に侵入することができないが、高塩分状態

となる秋季以降に湾内に侵入すると考えられているため、

冬季に大繁殖することが多いと考えられている 4)。本調査

では 2014 年 7 月にも多く出現した。これは、梅雨期に雨

が少なく、この時期に実用塩分が例年ほど低下しなかった

ため、Rhizosolenia spp.が湾奥部まで侵入し増殖したと考え

られる。 

図 6-6 より、Eucampia spp.が非常に多く観察されたのは

2011 年度冬季（2012 年 3 月）であった。Eucampia spp.は

大型珪藻類で、有明海のみならず、播磨灘でも冬季に多く

発生し、Rhizosolenia spp.同様ノリの色落ちの原因となるこ

とから多くの研究がなされており 10), 35)、Eucampia zodiacus

は、水温が高く照射が強いほど増殖速度が速いことが報告

されているが冬季に多く発生する原因は不明であるとさ

れている 10)。今回、有明海で冬季に多く観測されている原

因についても播磨灘同様不明である。 

本調査で確認された主な珪藻類は夏季と冬季に多く確

認された。水温及び日照時間を考慮すると、冬季は最適な

増殖条件ではないが、潮位差による休眠細胞の巻き上げ 30)

や動物プランクトンによる捕食の減少 28)等の環境要因に

よって多く増殖したと考えられている。さらに貝類のろ過

摂食量の減少 24), 36)、浮泥の再懸濁量の減少 36)等も考えら

れている。これらのことから、水温や日照時間等は増殖に

好適の条件ではないが増殖できない環境ではなく、さらに、

今回調査していない他の環境要因の複合的な影響 26)によ

って冬季でも多く増殖することができたと考えられる。 
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５ まとめ 

本調査では、月別日照時間は珪藻類の増殖にとって主要

な因子ではないと考えられる。実用塩分は、Rhizosolenia 

spp.の増殖にとって重要な因子の一つであると考えられる。 

Si は珪藻類の制限因子ではないが、Si 濃度は珪藻類が多

く出現する時期に低下したことから、その濃度は珪藻類の

増殖に影響を受けると考えられる。NO3-N+NO2-N 及び

PO4-P 濃度は、夏季-秋季に増加し冬季に減少した。夏季-

秋季は河川からの負荷量の増加と底質からの溶出により

濃度が増加した可能性が考えられる。また、冬季は珪藻類

とノリによる吸収で減少したと考えられる。 

観察された珪藻類は夏季及び冬季に多く出現した。冬季

は水温や日照時間等は増殖に最適な条件ではないが、他の

因子も含めた複合要因によって増殖したと考えられる。 
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Change of water quality and diatoms in coastal waters of the northeastern Ariake Sea

Yuko ISHIBASHI, Hiroshi KUMAGAI and Yoshito TANAKA

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences,

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan

Phytoplankton are assumed to be a cause of damage to fishery products. We investigated factors related to the 
increase of phytoplankton in the northeastern Ariake Sea.  Most phytoplankton were diatoms, and many 
appeared in summer and winter in particular. Winter, when the water temperature is low, is not a suitable season 
for an increase of diatoms; however, it is thought that diatoms increased in winter owing to various factors. 
Practical salinity was found to be one of the major factors involved in the increase of Rhizosolenia spp.. Silicon
concentrations decreased in summer and winter when diatoms increased, however, Silicon concentrations were 
decreased in summer and winter, when diatoms increased; however, Silicon was not the limiting factor in the 
increase of diatoms. NO3-N+NO2-N and PO4-P concentrations were increased in summer and autumn and 
decreased in winter.

Key words ; Ariake Sea, diatom, nutrient
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1 2017.5.30 91 29 4.5 0.8 30

2 2017.5.29 × 89 23 5.6 0.9 17 ×

3 2018.5.15 × × 87 35 6.1 0.7 24 ×

4 2018.6.3 × × 83 35 2.0 0.6 41 ×

5 2018.5.14 × × 81 28 9.2 0.8 32 ×

6 2017.5.1 × 73 31 6.6 0.5 57 ×

7 2017.5.31 × × 70 33 2.7 0.3 37 ×

8 2017.5.8 69 50 3.0 0.5 19

9 2016.5.7 × × 68 38 7.6 1.1 52 ×

10 2017.9.20 × × 67 38 9.0 0.5 42 ×

11 2017.7.21 × × 67 29 5.1 0.9 48 ×

12 2017.5.2 × × 67 30 3.1 0.9 33 ×

13 2017.5.7 × × 67 33 1.9 1.3 8 ×
14 2016.5.13 × × × 65 14 0.6 0.9 33 ×
15 2018.7.19 × × × 65 44 0.3 0.8 38 ×
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NO.

15

21 5

Ox 70ppb

3

(n=91)

( )

Ox

90ppb

3 (F3) 15 (3 ) 4 (F3) 15 (3 )

5  

-81--  81  -



４ まとめ 

 本調査では、VOCを2時間毎という高時間分解能で測

定し、最終的に1072検体・60成分のデータセットを用い

てPMF解析を行い、以下の知見を得た。 

① VOCの発生源を低沸点燃料成分、植物起源成分、

移流成分、高沸点燃料成分、樹脂成分、溶剤成分、

液化石油ガス成分、塗料成分、自動車排ガス成分

の9つに分類することができた。 

② 朝の通勤時間帯に上昇した自動車排ガス成分は、

日中に消費されOxの生成に強く寄与しているこ

とが示唆された。 

③ Ox及びPM2.5は移流成分と共に流入していること

が示唆された。また、移流成分の指標としては、

1,2-dichloroethaneが有力な成分とされていたが、

1,1-dichloroethane 、 1,2-dichloropropane 、 1,1,2- 

trichloroethane、monochlorobenzene等も移流成分の

指標となり得ることが示唆された。 

④ 移流成分の挙動が移流の判断基準に追加できる可

能性が示唆された。 
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(英文要旨) 

Analysis of source contribution of volatile organic compounds to photochemical oxidants 

and fine particulate matter    
  

Yusuke KAJIHARA, Hisao CHIKARA, Yoshiteru BABA, Yuki YAMAMURA   

Shuhei NAKAGAWA and Kengo HAMAMURA 
 

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences, 

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan 
 

To obtain a true value of the contribution of volatile organic compounds (VOC) to photochemical oxidants (Ox) and fine 

particulate matter (PM2.5), we conducted serial analysis of VOC during 2016–2018 and source apportionment. The generation 

sources of VOC were divided into nine types, including the potential contribution to Ox by VOC from vehicle emissions. VOC 

such as 1,2-dichloroethane were detectable in ambient air together with Ox and PM2.5. This indicates a potential mechanism of 

transboundary air pollution by VOC. 

[Key words ; VOC , Ox , PM2.5 , PMF, transboundary air pollution] 
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２・５ 試験溶液の調製 

 均一化試料約1.0 gを丸底フラスコに採取した。超純水15 

mL、30%過酸化水素水15 mL、硫酸30 mLを順次加え、30

分放置した後、ガスバーナーで1時間加熱した。冷却後、

過マンガン酸カリウムを1 g加えて加熱し過マンガン酸カ

リウムの紫色が消失する直前で火を止めた。この過マンガ

ン酸カリウムの添加後加熱する操作を色が消えなくなる

まで繰り返した。なお、加熱分解中は丸底フラスコに還流

冷却管を取り付け冷却した。分解後の溶液に10%塩化ヒド

ロキシルアンモニウム溶液を紫色が消失するまで加えた

後、超純水を用いて200 mLに定容した。この溶液5 mLを

分取したものを試験溶液とした。 

 

２・６ 定量 

 検量線用標準溶液は、1%硝酸を用いて0.05－10 ng/mL

の範囲で調製した。各標準溶液5 mL中の水銀量及びピーク

強度から検量線を作成し絶対検量線法により定量を行っ

た。 

 

２・７ 定量下限 

検量線の最低濃度の標準溶液0.05 ng/mLを10回繰り返し

測定し、繰り返し再現性を確認した。 

 

２・８ 妥当性確認 

２・８・１ 添加回収試験 

 採取したサーモン試料約1.0 gに試料中濃度として0.4 

µg/gとなるように標準溶液を添加後、上記２・５に従い試

験溶液を5併行で調製し定量を行った。 

２・８・２ 枝分かれ試験 

 1日2併行分析を5日間行う枝分かれ試験を実施した。認

証標準試料約1.0 gを採取し、上記２・５に従い試験溶液を

調製し定量を行った。 

２・８・３ 均一化試料の繰り返し再現性 

 陽性のタイ試料約1.0 gを採取し、上記２・５に従い試験

溶液を5併行で調製し定量を行った。 

 

２・９ 魚介類中総水銀の含有量調査 

 本分析法を用いて、県内に流通する魚介類25件の総水銀

の含有量について調査した。 

 

３ 結果及び考察 

３・１ 検量線の妥当性及び選択性の評価 

検量線用標準溶液の調製に用いる1%硝酸は試験溶液と

溶媒組成が異なる。また、実試料中では分析値が試料マト

リックスの影響をうける場合がある。そこで、検量線用標

準溶液（0.5－4 ng/mL）を①1%硝酸の他、②空操作の試験

溶液、③サーモン試料（添加回収用試料で未添加のもの）

の試験溶液を用いてそれぞれ調製して検量線を作成した。

各検量線を用いて同一の試験溶液（サーモンの添加回収試

料、添加濃度：0.4 µg/g）の定量を行い、測定値を比較し

た。添加回収試料の試験溶液の調製は4併行で実施した。 

各検量線を用いて定量した結果、試験溶液中濃度

（ng/mL）は①1.87±0.05、②1.80±0.04、③1.78±0.05となり、

ほぼ同等の値であった。このことから、測定溶液の溶媒組

成は分析値にほとんど影響しないこと、空操作において妨

害ピークがないこと、分析値が試料マトリックスの影響を

うけないことを確認した。以降の検討では、検量線用標準

溶液の調製には1%硝酸を用いることとした。 

 

３・２ 検量線及び定量下限 

 作成した検量線を図1に示した。作成した検量線は0.05

－10 ng/mL（水銀量換算で0.25－50 ng）の範囲で良好な直

線性を得た。 

検量線の最低濃度の標準溶液（0.05 ng/mL、試料中濃度

換算で0.01 µg/g）を10回繰り返し測定した結果、ピーク強

度の相対標準偏差（RSD）は2.3%となり、高い再現性であ

った。従って、本分析法の定量下限を検量線の最下点濃度

である0.01 µg/gに設定した。 
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図 1 検量線 

表 1 認証標準試料を用いた枝分かれ試験の分析結果（1 日 2 併行分析を 5 日間） 
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Validation study of a method for determination and survey of total mercury in fish

Tamaki SATO, Hironori Hirakawa and Tsuguhide HORI

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences,

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan

We carried out a validation study of a modified method for the determination of total mercury in fish. We modified the sample

weight, from 5.0 g in the official method to 1.0 g in this method, to shorten the processing time of test solution preparation. The 

method was assessed at a concentration near the temporary regulation value. The accuracy of this method was 93%–95%, with 

satisfactory repeatability and within-laboratory reproducibility. Thus, this method could be useful for the determination of total 

mercury in fish. Furthermore, we conducted a content survey among several fish species distributed throughout Fukuoka 

Prefecture. The total mercury was determined in all fish species, with a concentration range 0.01–0.31 μg/g, which is lower than 

the regulated value.

Key words ; validation study, total mercury, fish

-86--  86  -



 短報 

福岡県における食品中残留農薬等の摂取量調査－2018年度－ 

 

佐藤環・小木曽俊孝・安武大輔・堀就英 

 

福岡県における食品中残留農薬等の一日摂取量調査を実施した。2018年度の当該調査は15農薬16成

分を対象として分析法の検討及び摂取量の推定を行った。摂取量推定に用いた分析法の定量下限は目

標とする感度を十分に満足した。また、各食品群および成分の添加回収率は10－111%であった。摂取

量調査の結果、9の食品群から1-5種類の農薬（のべ26農薬）が検出された。各農薬について算出した

一日摂取量の対ADI比はいずれも1%未満となり、健康に影響を及ぼす量ではないと考えられた。 

 

［キーワード：残留農薬等、一日摂取量調査］ 

 

１ はじめに 

 県民が日常の食事を介して食品中に残留する農薬等を

どの程度摂取しているかを把握することは、食の安全を確

保する上で極めて重要である。その有効な手法の一つとし

て、厚生労働省が公表している“国民健康・栄養調査”に基

づき地域ごとの食品摂取量を考慮したマーケットバスケ

ット方式による残留農薬等の一日摂取量調査がある。今回、

本調査方法を用いて福岡県における食品中残留農薬等の

摂取量調査を実施した。2018年度は、15農薬16成分の農薬

等を対象として分析法を検討し、摂取量の推定を行った。 

 

２ 方法 

２・１ 調査対象試料 

 “国民健康・栄養調査”における食品分類I－XIIIの各食

品群に飲料水（XIV群）を加えた全14群のマーケットバス

ケット試料を調査対象とした。平成23－25年の“国民健

康・栄養調査”を集計して得られた北部九州地域の食品群

別摂取量に基づき、食品の構成及び重量を定めた。偏りの

ないように適宜選んだ食品（計172種類）から、必要量を

分別し、必要に応じ調理し、食品群ごとに均一に混合して

試料を調製した（表1）。Ⅰ、Ⅱ及びⅢ群については、適量

の蒸留水を用いて加水して試料調製を行った。 

 

２・２ 調査対象農薬 

自治体及び検疫所等におけるモニタリング検査におい

て検出事例のある農薬等のうち比較的検出頻度の高い成

分の中から 15 農薬 16 成分を選択し調査対象とした。対象

農薬の種類及び一日摂取許容量（ADI）（µg/kg/day）1）を 

表 2 に示した。 

食品群 食品分類
北部九州地域の
食品群別摂取量

混合
食品数

I 米・米加工品 344.7 g 6

II その他穀類・いも類・種実類 162.6 g 21

III 砂糖・菓子類 32.8 g 12

IV 油脂類 9.5 g 5

V 豆・豆加工品 59.2 g 11

VI 果実類 96.7 g 15

VII 緑黄色野菜 89.1 g 13

VIII その他の野菜・キノコ類・藻類 191.7 g 19

IX 嗜好飲料類 678.8 g 11

X 魚介類 71.1 g 21

XI 肉類・卵類 126.9 g 9

XII 乳・乳製品 113.0 g 9

XIII 調味料類 89.0 g 19

XIV 飲料水 600 mL 1  

農薬名 種類
ADI 

1）

(μg/kg/day)

アセタミプリド ネオニコチノイド系殺虫剤 71

アゾキシストロビン ストロビルリン系殺菌剤 180

イマザリル イミダゾール系殺菌剤 25

イミダクロプリド ネオニコチノイド系殺虫剤 57

クロチアニジン ネオニコチノイド系殺虫剤 97

シアゾファミド シアノイミダゾール系殺菌剤 170

ジノテフラン ネオニコチノイド系殺虫剤 220

シプロジニル アニリノピリミジン系殺菌剤 27

チアクロプリド ネオニコチノイド系殺虫剤 12

チアベンダゾール ベンゾイミダゾール系殺菌剤 100

チアメトキサム ネオニコチノイド系殺虫剤 18

ピラクロストロビン ストロビルリン系殺菌剤 34

フルフェノクスロン ベンゾイルフェニル尿素系殺虫剤 37

ボスカリド アニリド系殺菌剤 44

ルフェヌロン ベンゾイルフェニル尿素系殺虫剤 14
 

 

２・３ 標準品 

各農薬の標準品（残留農薬試験用）は以下に示すものを

用いた。アセタミプリド、アゾキシストロビン、イマザリ

ル、イミダクロプリド、シアゾファミド、ジノテフラン、

シプロジニル、5-ヒドロキシチアベンダゾール、チアベン

ダゾール、ピラクロストロビン、フルフェノクスロン、ボ

福岡県保健環境研究所年報第46号，87－91，2019 
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表 1 調査対象試料 

表 2 測定対象農薬の種類及び ADI 
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スカリドは富士フィルム和光純薬社製、クロチアニジン、

チアクロプリド、チアメトキサム、ルフェヌロンは

Dr.Ehrenstofer社製を用いた。各標準品10 mgを精秤後、メ

タノールで100 mLに定容し標準原液（100 µg/mL）とした。

この標準原液を適宜混合希釈し、標準物質の添加及び検量

線の作成に用いた。 

 

２・４ 試薬 

アセトニトリル（残留農薬・PCB 試験用）、アセトン（ダ

イオキシン分析用）、塩化ナトリウム（残留農薬・PCB 試

験用）、蒸留水（LC/MS 用）、蒸留水（ヘキサン洗浄品、

残留農薬・PCB 試験用）、ヘキサン（ダイオキシン分析用）、

メタノール（LC/MS 用）は関東化学社製を用いた。1 mol/L

塩酸、1 mol/L 酢酸アンモニウム水溶液、ぎ酸（LC/MS 用）、

クエン酸三ナトリウム 2 水和物（特級）、クエン酸水素二

ナトリウム 1.5 水和物（特級）、無水硫酸マグネシウム（特

級）は富士フィルム和光純薬社製を用いた。 

Oasis HLB（60 mg）固相カラムはWaters社製、Smart-SPE 

C18（30 mg）、Smart-SPE C18（50 mg）、Smart-SPE PSA（30 

mg）はアイスティサイエンス社製、フィルター付きバイ

アル（PTFE、0.45 µm）はGEヘルスケア社製を用いた。 

 

２・５ 装置及び測定条件 

 装置及び測定条件は既報2)に従った。なお、新たに測定

項目として追加したジノテフランの保持時間は3.3分、

MRM条件はコーン電圧18V、定量イオン203.2>129.1（コ

リジョンエネルギー :12eV）、定性イオン203.2>113.4

（10eV）に設定した。 

 

２・６ 分析法 

各食品群及び各農薬成分の分析法を以下に示した。各食

品群について3試行で行った。また、定量に用いる検量線

用標準溶液の溶媒組成は試験溶液に合わせた。 

 

２・６・１ Ⅰ群－XIII群分析法 

試料10 gにアセトニトリル10 mLを加え1分間ホモジナ

イズした。続いて、塩化ナトリウム1 g、クエン酸三ナト

リウム2水和物1 g、クエン酸水素二ナトリウム1.5水和物

0.5 g、無水硫酸マグネシウム4 gを加え、1分間手振りで振

とうした。遠心分離（3000rpm、10分間）後、アセトニト

リル層1 mLを分取し、Smart-SPE C18(30 mg)とSmart-SPE 

PSA(30 mg)固相ミニカラムの連結カラムに通液し、0.4%

ギ酸含有メタノール1 mLで溶出した。溶出液に蒸留水0.5 

mLを加え混合した後、Smart-SPE C18(50 mg)固相ミニカラ

ムに通液し、メタノール/蒸留水（4/1）混液1 mLで溶出し

た。溶出液を蒸留水で4 mLに定容し試験溶液とした。 

２・６・２ XIV群分析法 

試料20 mLを採取後、1 mol/L塩酸を20 µL添加しpHを4.0

に調整した。続いて、試料全量をOasis HLB（60 mg）固相

カラムに流速約10 mL/minで通液した。蒸留水0.5 mLでカ

ラムを洗浄後5分間乾燥した。最後に、メタノール4 mLで

溶出し定容したものをアセトニトリル/0.4%ギ酸含有メタ

ノール/蒸留水（1/1/1）で4倍希釈し試験溶液とした。 

 

２・７ 定量下限の算出 

空試験の測定で得られたクロマトグラム上における農

薬等に由来するピークの近傍（ピークの半値幅の 10 倍の

範囲）のノイズを計測し、その最大値と最小値の差の 5 分

の 2 をノイズの標準偏差とした。ノイズの標準偏差の 10

倍に等しいピーク高さに相当する農薬等の試料中濃度を

定量下限（µg/g 、XIV 群は µg/mL）とした。Ⅰ、Ⅱ及び

Ⅲ群については、加水した重量を差し引いて算出した。 

 

２・８ 添加回収試験 

 添加回収試験は1試行（再現性の確認のため、VII群、XI

群およびXIV群については3試行）で実施した。採取した

各群試料に、試料中濃度として0.01 µg/gとなるように混合

標準溶液を添加後、上記の分析方法に従い試験溶液を調製

し測定を行った。各農薬成分の添加量（µg）に対する試料

中の測定絶対量（µg）を回収率として算出した。試料から

検出された場合は、試料中濃度を差し引いた後に算出した。 

 

２・９ 摂取量の推定 

算出した試料中濃度（µg/g）から、各農薬の一日摂取量

を推定した。また、推定した一日摂取量（µg/kg/day）の

ADI（µg/kg/day）に占める割合（対 ADI 比）を算出した。 

 

３ 結果及び考察 

３・１ 定量下限の算出  

 算出した定量下限を表3に示した。全ての分析法及び成

分において、定量下限は目標とする感度（0.01 µg/g）を十

分に満たしていた。 

 

３・２ 添加回収試験 

各食品群に対する添加回収試験結果を表4の a)に示した。

全食品群における全成分の回収率は 10－111%であった。   

また、既報の方法 2)を用いてマトリックスの影響を確認

し回収率の補正を試みた（表 4 の b）。その結果、農薬成

分の 90%以上が目標値である 70－120%を満足した。この

ことから、測定時の試料マトリックスの影響が真度の目標

値を満たさなかった主な原因であると考えられた。 
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I II III IV V VI VII VIII IX X XI XII XIII XIV
a) 66 56 52 66 32 69 85 73 72 77 98 97 60 77

b) 105 96 98 111 98 95 96 95 92 91 91 92 100 77

a) 56 52 51 58 78 89 102 94 88 80 98 97 84 77

b) 105 106 101 115 119 100 102 93 94 96 95 97 98 78

a) 55 54 50 54 80 96 91 85 95 80 107 97 83 76

b) 98 92 86 88 115 95 97 88 95 89 86 84 94 74

a) 54 46 27 60 17 60 63 64 49 58 83 85 31 81

b) 112 108 99 116 104 94 98 85 95 83 94 88 93 78

a) 50 32 19 57 14 45 42 41 33 38 82 75 25 84

b) 97 92 90 113 119 90 85 89 88 85 88 86 101 78

a) 58 50 57 47 69 95 93 90 98 47 77 96 61 80

b) 101 99 108 98 105 102 101 98 103 103 99 96 106 78

a) 51 46 21 69 29 48 44 61 29 50 79 59 16 76

b) 95 97 88 120 114 91 73 90 89 81 88 88 95 73

a) 62 56 46 21 69 98 101 100 97 79 78 103 93 77

b) 103 92 75 34 93 103 118 96 99 74 70 90 84 78

a) 63 55 48 63 54 78 91 89 68 73 95 95 53 80

b) 105 98 98 109 105 99 98 93 101 92 94 92 99 79

a) 42 34 27 53 40 61 70 74 83 30 64 78 49 77

b) 72 57 49 90 70 69 68 72 90 33 61 74 80 80

a) 56 49 45 41 46 76 91 87 90 59 87 94 73 79

b) 95 85 74 69 98 95 91 92 93 74 77 84 94 79

a) 56 47 19 57 19 74 56 61 33 52 85 72 29 79

b) 115 104 88 112 100 93 85 85 107 89 89 93 89 76

a) 61 57 58 46 74 100 84 97 92 68 78 92 55 76

b) 108 105 102 84 102 103 94 97 93 93 88 91 96 74

a) 45 29 30 18 35 53 52 53 86 10 65 102 24 71

b) 106 128 70 68 90 95 76 89 94 79 83 93 91 68

a) 51 26 41 33 37 49 48 61 77 24 68 86 36 78

b) 106 103 97 79 109 99 93 84 91 95 86 92 94 76

a) 55 81 65 75 71 111 94 93 60 42 76 69 38 62

b) 87 143 135 149 120 126 121 97 138 50 81 117 60 54

a) %

b) %

5-

I II III IV XIII XIV
0.00003 0.00003 0.00004 0.00004 0.000005
0.00007 0.00007 0.00008 0.00009 0.00001
0.0002 0.0002 0.0002 0.0003 0.00006
0.00004 0.00004 0.00004 0.00005 0.000001
0.00002 0.00002 0.00003 0.00003 0.00001
0.000003 0.000003 0.000004 0.000004 0.000005
0.0003 0.0003 0.0003 0.0003 0.0001
0.00007 0.00007 0.00008 0.00008 0.00002
0.0000008 0.000001 0.000001 0.000001 0.000003

5- 0.00003 0.00003 0.00003 0.00003 0.000007
0.0000009 0.000001 0.000001 0.000001 0.000001
0.000004 0.000004 0.000005 0.000005 0.000001
0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.00002
0.00006 0.00006 0.00007 0.00007 0.000001
0.0001 0.0001 0.0002 0.0002 0.00001
0.0006 0.0006 0.0007 0.0008 0.0002

4

3 μg/g XIV μg/mL
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３・３ 摂取量の推定 

 対象とした農薬の推定一日摂取量および対ADI比を表5

に示した。II、V、X、XI 及び XIV 群を除く 9 の食品群か

らそれぞれ 1－5 種類の農薬（のべ 26 農薬）が定量下限を

超えて検出された。また、検出された農薬の対 ADI 比は

0.0004－0.09%であり、最大値は前年度とほぼ同等の割合

であった。この結果は、添加回収試験結果を考慮しても十

分に低い値であり、健康に影響を及ぼす量ではないと考え

られた。 

 

４ まとめ 

マーケットバスケット方式による食品中残留農薬の一

日摂取量調査を実施した。2018年度は、15農薬16成分の農

薬等を対象として分析法の検討を行い、福岡県における摂

取量の推定を行った。分析法を検討した結果、摂取量推定

に用いた全ての分析法の定量下限は目標とする感度を十

分に満たしていた。また、全食品群における全成分の添加

回収率は10－111%であった。添加回収率が目標値を満た

さなかった主な原因は試験溶液中の試料マトリックスの

影響と考えられ、多くの農薬成分についてはマトリックス

効果の補正が有効であると考えられた。摂取量調査の結果、

II、V、X、XI及びXIV群を除く9の食品群からそれぞれ1

－6種類の農薬（のべ26農薬）が定量下限を超えて検出さ

れた。算出した一日摂取量の対ADI比はいずれも1%未満で

あり、健康に影響を及ぼす量ではないと考えられた。人が

日常の食事を介して食品中に残留する農薬等をどの程度

摂取しているかを把握することは、食の安全の確保に寄与

するものであり、今後も継続的な調査が必要である。 
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農薬名 成分名 検出された食品群*1 推定一日摂取量*2

（mg/kg/day）

対ADI比

（％）

アセタミプリド アセタミプリド III、VI、VII、VIII、XIII 0.0047 0.007

アゾキシストロビン アゾキシストロビン VII(tr)、IX、XIII 0.00131 0.0007

イマザリル イマザリル VI 0.022 0.09

イミダクロプリド イミダクロプリド VII 0.00041 0.0007

クロチアニジン クロチアニジン VI、VII、VIII 0.0048 0.005

シアゾファミド シアゾファミド VII 0.000956 0.0006

ジノテフラン ジノテフラン I、VI、VII 0.0500 0.02

シプロジニル シプロジニル VI 0.00054 0.002

チアクロプリド チアクロプリド III 0.000043 0.0004

チアベンダゾール
チアベンダゾール及び
5-ヒドロキシチアベンダゾール

VI 0.000694 0.0007

チアメトキサム チアメトキサム VII、VIII 0.0070 0.04

ピラクロストロビン ピラクロストロビン VIII(tr) 0 0

フルフェノクスロン フルフェノクスロン III(tr)、IV、VII、XII 0.023 0.06

ボスカリド ボスカリド IV(tr)、VI(tr)、VIII、IX 0.0078 0.02

ルフェヌロン ルフェヌロン － 0 0

*1 (tr)と記載の群は、定量下限未満であるが検出された群　　*2 体重55.2 kgとして算出

表 5 対象農薬の推定一日摂取量及び対 ADI 比 
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（英文要旨） 

     

   Estimated dietary intakes of residual pesticides and veterinary drugs 

using a market basket method in Fukuoka Prefecture, 2018 
  

Tamaki SATO, Toshitaka KOGISO, Daisuke YASUTAKE and Tsuguhide HORI 
 

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences, 

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan 
 

We evaluated the dietary intakes of residual pesticides and veterinary drugs using a market basket method in Fukuoka Prefecture 

during the year 2018. We considered a method for the determination of 15 residual pesticides and veterinary drugs, to estimate 

their dietary intakes. The lower limit of quantification for the method sufficiently met the target value. The accuracy of this method 

for detecting residual pesticides and veterinary drugs in samples from each food group, defined using the market basket method, 

was in the range 10%–111%, with satisfactory repeatability. As a result of estimating the dietary intakes of residual pesticides and 

veterinary drugs, one to five types of pesticides were detected in nine food groups. All ratios of dietary intake of the determined 

pesticides to the Acceptable Daily Intake were less than 1%. Thus, the dietary intakes of the detected pesticides did not reach 

levels that could adversely affect the health of residents of Fukuoka Prefecture. 

 

[Key words ; residual pesticides and veterinary drugs, estimation of dietary intake] 
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2017
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1 3)
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Chimaphila japonica Miq. Pterostyrax 
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macrophyllum Siebold et Zucc. Saussurea 

nipponica Miq. var. kiushiana (Franch.) Ohwi 8

1
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S. nipponica Miq. var. 

nipponica 5)

3)

2016 2017 12 12 

2016 2017 12 12

2016 2017 12 12

2018 2019 10 10

2017 2018 12 12

2017 2018 12 12

2018 2019 8 8

2017 2018 7 7

1  

818-0135 39
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LED 3,000lx

8

1

36°C 5°C
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3 7
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1

3 1

3
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3
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28℃

8)

5℃

2  

℃ 5 8 12 16 20 24 28 32 36 25/12
8 5 4 3 2 2 2 2 2 5

℃ 36 32 28 24 20 16 12 8 5 25
2 2 2 2 2 3 4 5 8 5

 

3 %  

 
 

 
  

 11 (091.7) 11 (91.7) 22 (91.7)
 1 (008.3) 1 (08.3) 2 (08.3)

 6 (050.0) 5 (41.7) 11 (45.8)
 8 (080.0) 5 (50.0) 13 (65.0)
 0 (000.0) 0 (00.0) 0 (00.0)

 3 (125.0) 3 (25.0) 6 (25.0)
 8 (100.0) 7 (87.5) 15 (93.8)

 5 (071.4) 4 (57.1) 9 (64.3)
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Germination of the Seeds of Endangered Species from Hiko Mountain Range, Japan (II)

Yohei KANEKO and Ryuichi SUDA

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences,

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan

We assessed the germination characteristics of seeds of eight endangered species from Hiko Mountain Range, Japan, to 

facilitate the planning of conservation strategies for these species. The effects of temperature on seed germination were studied in 

a laboratory experiment using the gradually increasing temperature (IT) and decreasing temperature (DT) method, after cold–wet 

stratification. The germination tests showed the following: 1) final germination was relatively high under both the IT and DT

regimes for Parietaria micrantha Ledeb. var. coreana (Nakai) H.Hara, Saxifraga sendaica Maxim., Vincetoxicum macrophyllum

Siebold et Zucc., and Saussurea nipponica Miq. var kiushiana (Franch.) Ohwi.; 2) temperature fluctuation was necessary to break 

dormancy in Filipendula multijuga Maxim. Further tests with pre-sowing treatments not used in this study are required because 

the seeds of some species, including Orostachys japonica (Maxim.) A.Berger, Chimaphila japonica Miq., and Pterostyrax hispida

Siebold et Zucc., did not germinate.

Key words ; endangered species, seed germination , cold-wet stratification, temperature, Hiko Mountain Range
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 短報 

福岡県版簡易スコア法を用いた非専門家による生物学的水質環境評価の精度検証 

石間妙子・中島 淳 

 

生物学的水質環境評価とは、指標となる水生生物の出現状況によって水質汚濁の状態を評価する手

法である。福岡県では、小学生や一般県民向けとして本県独自の簡易スコア法を開発し、20年以上に

わたり環境教育の現場で活用している。本報では、福岡県版簡易スコア法の評価精度の検証を目的に、

2012－2018年に行政職員を対象に実施した本スコア法の研修（水生生物講座）において、非専門家が

評価を行った結果を分析した。7年間で33班分の結果が得られ、捕獲された指標種の数は平均11.42種

類（/33種類）、評価点は平均4.39点（5点満点）であった。捕獲種類数は年や班によるばらつきが大き

かったものの、最終的な評価はすべての年及び班で同じランクとなった。この結果から、福岡県版簡

易スコア法は、非専門家でも高い精度で評価が行える手法であることが明らかとなった。 

 

［キーワード：底生動物、生物学的評価法、水質、福岡県版簡易スコア法］ 

 

１ はじめに 

 生物学的水質環境評価とは、特定の指標生物に対してス

コアを与え、これら指標生物の生息状況から水質の状況を

定量的に評価する方法である。一般的に、採水による化学

的水質評価が瞬間値の評価に留まるのに対して、指標生物

を用いた水質評価は、一定期間の累積的な影響が評価でき、

水質の有機的・無機的汚濁だけでなく水環境による生態影

響を総合的に評価できるという利点がある１)。また、親し

みやすい生物を評価に用いることで、生物多様性保全を含

む環境問題の啓発にも有用である。 

 このような背景を受け、これまで世界的に水生生物を用

いた様々な水質評価手法が開発されてきた2,3）。中でもイ

ギリスのBMWPスコア法（Biological Monitoring Working 

Party Score System）4)は、各生物の水質への選好性を基に

スコアを決める方法で、肉眼で識別できないような微小生

物は対象とせず、科レベルまでの同定を基本とし、捕獲個

体数も考慮しない単純な方法であることから、市民や自治

体職員などの非専門家でも比較的簡便に評価できる方法

として着目されている1)。 

日本においては、BMWP スコア法を参考にした「大型

底生動物による河川水域環境評価のための調査マニュア

ル（案）」が 1992 年に公表された 5)。これに基づき、全

国 35 の地方自治体研究機関が、日本各地の計 242 地点で

生物学的水質環境評価を行い、これらの結果を基にスコア

を改定した「日本版平均スコア法」（ASPT 法：Average Score 

Per Taxon Method）を発表した 6)。本報告を参考に、2017

年には環境省から「水生生物による水質評価法マニュアル

－日本版平均スコア法－」が公表されている 7)。本手法は、

指標種となりうる大型底生動物の各分類群に対して、1－

10 点の固有のスコアを付与し、採集された各指標種のス

コアの合計点や平均点から水質評価を行う方法である。実

際の調査では、調査者間で同定や採集個体数などに差が見

られても、最終的な評価値には有意差が認められないとい

う報告 8)や、スコアと BOD や TOC などの有機汚濁指標と

の間に強い相関があるという報告 9, 10)、より詳細な種同定

を必要とする他の評価手法と遜色ない結果が得られると

いう報告 11)などがあり、簡便ながら精度の高い方法として

知られている。 

福岡県では、この日本版平均スコア法を土台に、県内で

よくみられる33種類の指標種を選定し、小学校中学年でも

使用できるよう各指標種のスコアを1－5点になるよう改

良した、「福岡県版簡易スコア法」を1996年に公表した12)

（図1）。以後、20年以上にわたり県内の水辺の観察会にお

ける主要な教材として使用されている。しかしながら、こ

れまで、利用対象である非専門家が用いた場合に適切に評

価ができているのか、検証は行われていない。そこで本報

では、行政職員向け研修（水生生物講座）において、非専

福岡県保健環境研究所年報第46号，96－99，2019 

 

福岡県保健環境研究所  （〒818-0135 太宰府市大字向佐野39） 

図 1 福岡県版簡易スコア法に用いる下敷き 
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によって捕獲種類数に差が見られる場合でも、安定した評

価結果が得られる手法であることが示唆された。 

ただし、本研修では複数人での班行動を行ったため、捕

獲技術や努力量の個人差が相殺され、評価点や最終的な判

定ランクに影響を及ぼさなかった可能性がある。個人での

評価においては、捕獲技術の差が大きくなり、捕獲種類数

が著しく低い場合に評価点が他と異なってくる可能性が

考えられる。また、本簡易スコア法の基礎となった ASPT

法は、捕獲種類数が著しく少ない場所では、評価点が予測

値よりも高くなるという報告がある 14)。このような条件下

においても本簡易スコア法の精度が担保できるかどうか、

さらなる検証が必要である。 

４ まとめ 

本研究による同一時期・同一地点における 7 年間の評価

結果から、各班の捕獲種類数や最終的な評価点には、年に

よる差異や班によるある程度のばらつきが認められるも

のの、最終的な判定ランクはすべて同じ結果になることが

明らかとなった。このことから、福岡県版簡易スコア法は、

非専門家であっても河川の水質環境の評価を高い精度で

行える有効な方法であることが示唆された。 
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（英文要旨） 

Reliability of the evaluation method of freshwater quality based on macrobenthos 

invertebrate communities 
 

Taeko ISHIMA and Jun NAKAJIMA 
 

Fukuoka Institute of Health and Environmental Sciences, 

Mukaizano 39, Dazaifu, Fukuoka 818-0135, Japan 
 

The communities of macrobenthos invertebrate in river has been used for assigning scores to freshwater quality. For promotion of 

environmental education for children, the evaluation method of freshwater quality using macrobenthos was improved simplified 

for the river in Fukuoka prefecture (Fukuoka simple score method). To evaluate the reliability of the Fukuoka simple score method, 

33 research data conducted by non-specialist in the same site and same season from 2012-2018 were examined. For seven years, 

mean±SE of indicator taxonomic group and final score detected by 33 research data were 11.42±0.36 out of 33 group, and 

4.39±0.03 on five-point scale. In spite of the number of indicator taxonomic group vary widely, the result of water quality 

evaluation in all research data were judged as same rank. This result indicated that the reliability of the Fukuoka simple score 

method is high for evaluating the water quality. 

[Key words ; macrobenthos, water quality, simple scheme, ASPT]

図 3 捕獲種類数と最終評価点の散布図 
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 資料 

平成30年度収去食品の細菌学的検査及び残留抗生物質モニタリング検査 

 

江藤良樹・カール由起・重村洋明・中山志幸・大隈英子・濱﨑光宏 

 

 福岡県食品衛生監視指導計画及び食品検査実施計画に基づき、保健福祉(環境)事務所等から搬入され

た食品について、食中毒の予防、流通食品の汚染実態の把握等を目的とした収去検査を行った。鶏肉、

豚肉、牛肉、生食用牛肉、生食用馬肉、生食用鮮魚介類、生食用かき、液卵（殺菌及び未殺菌）の合計 

88 検体について細菌学的検査を実施した（延べ 817 項目）。生食用かき 4 検体及び生食用牛肉 2 検体

を除く 82 検体について、汚染指標菌及び食中毒菌の検査を行った結果、大腸菌群が 67 検体、サルモ

ネラ属菌が 19 検体、黄色ブドウ球菌が 11 検体、カンピロバクター・ジェジュニ／コリが 18 検体、

ウェルシュ菌が 4 検体及びセレウス菌が 1 検体から検出された。また、生食用馬肉の成分規格目標の

１つである糞便系大腸菌群が 1 検体から検出された。鶏肉、牛肉、豚肉、生食用鮮魚介類など 50 検

体について残留抗生物質モニタリング検査も併せて行ったが、いずれの検体からも残留抗生物質は検出

されなかった。 

 

［キーワード：収去検査、食品検査、食中毒菌、残留抗生物質］ 

 

 

１ はじめに 

厚生労働省食中毒統計資料によると、平成30年の食中毒

は1,330事例発生しており、細菌性食中毒は  467 事例

（35.1%）であった。細菌性食中毒のうち、カンピロバク

ター・ジェジュニ／コリによるものは 319 事例（68.3%）、

腸管出血性大腸菌によるものは 32 事例（6.9%）、ウェル

シュ菌によるものは 32 事例（6.9%）、黄色ブドウ球菌に

よるものは 26 事例（5.6%）、サルモネラ属菌によるもの

は 18 事例（3.9%）であった。これらの食中毒細菌は、調

理又は加工を行う前の食品や原材料（食肉、野菜など）等

に存在していることがある。そのため、不適切な調理（加

熱不足、調理器具の汚染など）や温度管理、あるいは食肉

の生食などが行われると、食中毒を引き起こす原因となる。 

当所では、主に大規模食中毒発生の未然防止を目的とし、

収去食品の食中毒細菌検査及び規格基準等の検査を行っ

た。また、鶏肉、豚肉、牛肉及び生食用鮮魚介類等につい

ては、残留抗生物質のモニタリング検査を併せて行った。 

 

２ 方法 

２・１ 検体 

平成30年5月14日から12月3日の間に、県内 9 保健福祉

（環境）事務所及び食肉衛生検査所から搬入された鶏肉 

31 検体、豚肉 20 検体、牛肉 15 検体、生食用鮮魚介類 9 

検体、生食用馬肉 5 検体、生食用かき 4 検体、生食用牛

肉 2 検体、液卵 2 検体（殺菌及び未殺菌各 1 検体）及

び加熱用魚介類 1 検体の合計 89 検体を対象とした。な

お、加熱用魚介類 1 検体は残留抗生物質のみを検査対象

とした。 

２・２ 検査項目 

検査項目は、汚染指標細菌（一般細菌数、大腸菌群 [馬

肉は糞便系大腸菌群]、推定嫌気性菌数）及び食中毒細菌

（黄色ブドウ球菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌

O26、O103、O111、O121、O145及びO157 （以下「腸管

出血性大腸菌」という。）、カンピロバクター・ジェジュ

ニ／コリ、エルシニア・エンテロコリチカ、ウェルシュ菌、

セレウス菌、腸炎ビブリオ、ナグビブリオ、ビブリオ・ミ

ミカス及びビブリオ・フルビアリス）の 19 項目について

検査した。このうち、エルシニア・エンテロコリチカにつ

いては豚肉 20 検体、腸炎ビブリオ（腸炎ビブリオ最確数

を含む。）、ナグビブリオ、ビブリオ・ミミカス及びビブ

リオ・フルビアリスについては生食用鮮魚介類 9 検体を

対象とし検査を実施した。そのほか、生食用牛肉 2 検体

については腸内細菌科菌群を、また、生食用かき 4 検体

については、一般細菌数、大腸菌最確数及び腸炎ビブリオ

最確数の検査を行った。また、50 検体（鶏肉 15 検体、

牛肉 13 検体、豚肉 12 検体、生食用鮮魚介類 9 検体及

び加熱用魚介類 1 検体）については、残留抗生物質（ペ

ニシリン系、アミノグリコシド系、マクロライド系及びテ

トラサイクリン系）のモニタリング検査を併せて行った。 
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２・３ 細菌検査 

各項目の検査は、成分規格が設定されている食品につい

ては、食品、添加物等の規格基準及び各関連通知に示され

た方法に従い、それ以外の食品については、食品衛生検査

指針及び平成26年11月20日付食安監発1120第1号厚生労働

省医薬食品局食品安全部監視安全課長通知による｢腸管出

血性大腸菌O26、O103、O111、O121、O145及びO157の検

査法について｣に従って実施した。 

黄色ブドウ球菌、エルシニア・エンテロコリチカ、セレ

ウス菌、腸炎ビブリオ、ナグビブリオ、ビブリオ・ミミカ

ス及びビブリオ・フルビアリスの具体的な検査方法は、検

体 25 gに滅菌リン酸緩衝生理食塩水 225 mLを加えスト

マッカー処理し、7.0%塩化ナトリウム加トリプトンソーヤ

ブイヨン、ITCエルシニア増菌培地、食塩ポリミキシンブ

イヨン及びアルカリペプトン水で増菌培養した後、エッグ

ヨーク寒天培地、クロモアガーエルシニア寒天培地、

NGKG寒天培地、TCBS寒天培地及びビブリオ寒天培地で

分離培養を行った。当該菌が疑われるコロニーについて生

化学性状等の確認試験を行った。 

カンピロバクター・ジェジュニ／コリについては、検体 

25 gにカンピロバクター選択増菌培地（プレストン組成）

を100 mL加え、ストマッカー処理し微好気条件で培養した

後に、スキロー改良培地、mCCDA寒天培地で分離培養を

行った。当該菌が疑われるコロニーについて、生化学的性

状等の確認試験を行った。必要に応じてPCRで遺伝子検出

を行い同定した。 

腸管出血性大腸菌の検査は、mEC培地で増菌培養後、ア

ルカリ熱抽出法にて菌体DNAを抽出し、リアルタイムPCR

でベロ毒素産生遺伝子の検出を行い、ベロ毒素遺伝子陽性

であった検体については、O抗原遺伝子検査を行った。さ

らにO抗原遺伝子陽性であった検体については、免疫磁気

ビーズにより当該O血清群の腸管出血性大腸菌を集菌し、

CT-クロモアガーSTEC寒天培地（全6種のO血清群分離用）

のほか、CT-SMAC寒天培地（O103、O121、O145及びO157

分離用）、CT-RMAC寒天培地（O26分離用）、CT-SBMAC

寒天培地（O111分離用）を用いて分離培養した。当該菌

が疑われるコロニーについては、TSI寒天培地、LIM寒天

培地及びC-LIG培地を用いて生化学性状等の確認試験を行

った。その他必要に応じて、血清型別試験やベロ毒素確認

試験を行い同定した。 

サルモネラ属菌の検査は、検体 25 g に緩衝ペプトン水

を 225 mL 加え、ストマッキングし培養した後、この一部

をRappaport-Vassiliadis増菌培地及びテトラチオン酸塩培

地で培養し、クロモアガーサルモネラ寒天培地及びDHL

寒天培地で分離培養した。なお、成分規格が設定されてい

ない食品についてはDHL寒天培地に替えてXLT4寒天培地

を用いた。当該菌が疑われるコロニーについては、生化学

性状等の確認試験を行った後、血清型別試験、必要に応じ

て、その他の細菌学的検査を行い同定した。 

２・４ 畜水産食品中の残留抗生物質検査 

残留抗生物質検査は、平成6年7月1日衛乳第107号厚生省

生活衛生局乳肉衛生課長通知に基づき、検体中の残留抗生

物質（ペニシリン系、アミノグリコシド系、マクロライド

系及びテトラサイクリン系）について検査を行った。 

 

３ 結果 

３・１ 細菌検査結果 

各食品の一般細菌数は、鶏肉では 2.7×103 から 1.2×107 

/g、豚肉では 5.5×102 から 1.1×107 /g、牛肉では1.0×103 か

ら 1.5×107 /g、生食用馬肉では 300/g以下から 3.9×105 /g、

生食用鮮魚介類では 300/g以下から 1.3×105 /gの範囲であ

った。液卵と生食用かきの細菌数は、300/g以下であり、

被検査検体は定められた成分規格を満たしていた。 

汚染指標菌及び食中毒菌の細菌検査結果を表1に示した。

大腸菌群は 67 検体が陽性を示した。食中毒菌の結果につ

いては以下のとおりであった。サルモネラ属菌は鶏肉19 

検体から検出された。血清型の内訳は Schwarzengrund が 

11 検体、 Infantis が  2 検体、Minnesota が  2 検体、

Manhattan が 1 検体、Yovokome が 1 検体から検出され

た。また、2 検体からは複数の血清型が分離され、 1 検

体は Schwarzengrund 及び型別不明（O4: -: - )が、1 検体

は Schwarzengrund 及び Mbandaka が検出された。黄色ブ

ドウ球菌は鶏肉 6 検体、生食用鮮魚介類 3 検体、豚肉1 

検体及び牛肉 1 検体の合計 11 検体から検出された。カ

ンピロバクター・ジェジュニ／コリは鶏肉 18 検体から検

出され、15 検体からはカンピロバクター・ジェジュニが、

2 検体からはカンピロバクター・コリが、1 検体からはカ

ンピロバクター・ジェジュニ及びカンピロバクター・コリ

が検出された。ウェルシュ菌は鶏肉 4 検体から検出され

た。セレウス菌は生食用馬肉 1 検体から検出された。腸

管出血性大腸菌、エルシニア・エンテロコリチカ、腸炎ビ

ブリオ、ナグビブリオ、ビブリオ・ミミカス及びビブリオ・

フルビアリスはいずれの検体からも検出されなかった。ま

た、生食用馬肉の成分規格目標の１つである糞便系大腸菌

群が 1 検体から検出された。液卵 2 検体、生食用牛肉 2 

検体及び生食用かき 4 検体については、規格基準に違反

する検体はなかった。 

３・２ 畜水産食品中の残留抗生物質検査結果 

検査した 50検体については、いずれの検体からも残留

抗生物質（ペニシリン系、アミノグリコシド系、マクロラ

イド系及びテトラサイクリン系）は検出されなかった。  
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1  

31 31 - - 6 19 0 18 - 4 0 -

20 16 - - 1 0 0 0 0 0 0 -

15 14 - - 1 0 0 0 - 0 0 -

2 - - 0 - - - - - - - -

5 - 1 - 0 0 0 0 - 0 1 -

9 6 - - 3 0 0 0 - 0 0 0*

4 - - - - - - - - - - 0

1 0 - - 0 0 0 0 - 0 0 -

1 0 - - 0 0 0 0 - 0 0 -

88 67 1 0 11 19 0 18 0 4 1 0
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662 360 55 23

32 5.4% 5 2

3 0.5%
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14 21
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“ ”
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16 

3

25 4

30

30 4 31 3

9 2

mL 1,022 663

359 1,022 662 360

Combo2 /

Ps-1000 /As-1000

RNA 100 μL 400 μL

Ps-1000

RNA

RNA As-1000

Transcription mediated amplification (TMA) RNA

1 2 26 29 

850 30

1,022 

1.2 30

1

20 372 206 166

30 323 199 124

55 23

32 5 2 3

3.5 %

8.9 %

p<0.05, chi-square test
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1) 
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Kudoa septempunctata

31 20 64.5%
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30 31

187 14
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SS TCBS

7.0%
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PCR

28 4 27

0427 3 Kudoa septempunctata
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Kudoa septempunctata

pH 7.5 10% 10,000 rpm 20 

RNA

DNA

PCR
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11 35.5%

11

GII.2 7 22.6% GII.4 1 3.2% GII.3

1 3.2% GII.17 1 3.2% GⅠ.2 1

3.2%

31 11 35.5%

1 4 1 6 3 9 6 3 9 G .2

2 4 18 1 1 0

3 4 25 9 4 13 16 4 20 G .2

4 5 8 3 5 8 3 3

5 5 16 1 1 0

6 5 18 9 3 7 19 10 3 13 G .2

7 5 19 1 1 1 1

8 5 22 10 10 4 4

9 5 23 4 4 10 10 G .2

10 5 31 1 1 2 1 1 2 G .2

11 5 31 3 6 1 10 1 6 7 Kudoa septempunctata

12 6 16 2 2 2 2

13 6 28 2 4 4 5 15 2 4 6

14 8 2 2 2 2 2

15 8 18 3 3 0

16 8 20 1 1 0

17 9 1 2 2 2 2

18 10 17 2 2 3 3

19 10 23 1 1 0

20 11 4 3 3 3 3

21 11 12 2 2 0

22 11 15 2 4 6 2 5 7 G .3

23 11 16 3 3 3 3 G .2

24 12 15 3 3 1 1

25 12 21 3 4 3 10 3 3

26 1 13 6 6 0

27 1 22 8 2 5 15 8 6 5 19 G .17

28 1 30 4 4 4 4 G .4

29 2 1 4 4 4 4 G .2

30 2 15 4 7 6 17 5 7 6 18 G .2

31 2 27 1 2 2 3 8 0

97 43 32 15 187 93 42 11 146

1. 30  
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応試験は、VP 試薬 1  150 µL、VP 試薬 2  60 µL を分

注し、ピペッティングによる撹拌を行い、室温放置後、

呈色の有無により判定した。クエン酸塩利用能試験は、

培地色の青変の有無により判定した。 

腸管出血性大腸菌の検査は、平成 26 年 11 月 20 日付け

食安監発第 1120 第 1 号 「腸管出血性大腸菌 O26、O103、

O111、O121、O145 及び O157 の検査法について」に従

って実施した。検体 25 g に mEC 培地を 225 mL 加え、

ストマッカー処理した。培養後、アルカリ熱抽出法にて

DNA を抽出し、リアルタイム PCR によりベロ毒素遺伝

子の増幅及び検出を行った。ベロ毒素遺伝子が検出され

た場合には、通知法で指定されている DNA 抽出キット

により抽出した DNA を用いて、リアルタイム PCR によ

り O 抗原遺伝子（O26、O103、O111、O121、O145 及び

O157）の増幅及び検出を行った。O 抗原遺伝子が検出さ

れた場合には、当該 O 抗原遺伝子に対応する血清群の免

疫磁気ビーズにより培養液を濃縮した。分離培養には

DHL 寒天培地及びクロモアガーSTEC 寒天培地を使用す

るとともに、O26 免疫磁気ビーズ濃縮液には CT-RMAC

寒天培地、O111 免疫磁気ビーズ濃縮液には CT-SBMAC

寒天培地、それ以外の血清群の免疫磁気ビーズ濃縮液に

は CT-SMAC を使用した。 

サルモネラ属菌の検査は、「食品衛生法施行規則及び

食品、添加物等の規格基準の一部改正について」（平成

5 年 3 月 17 日付け衛乳第 54 号（最終改正：平成 27 年 7

月 29 日付け食安発 0729 第 4 号））に従い実施した。検

体 25g に BPW 225 mL を加えてストマッキングし、37℃

で 22±2 時間、前増菌培養した。その後、その培養液の

0.1 mL 及び 1 mL をそれぞれ Rappaport - Vassiliadis 培地

及びテトラチオン酸塩培地 10 mL に接種し、42℃で 22

±2 時間培養した。それぞれの培地をよく混和後、1 白

金耳量を DHL 寒天培地及び CHROMagar Salmonella 培地

に画線塗抹し、37℃で 22±2 時間培養した。培養後、各

分離培地に発育した定型的コロニーを 4 個ずつ釣菌し

て、TSI 寒天培地及び LIM 寒天培地等に接種し、37℃で

22±2 時間培養した。培養後、生化学性状を確認し、血

清型別試験、必要に応じてその他の細菌学的検査を行い

同定した。 

カンピロバクター・ジェジュニ／コリの検査は、“食 

品からの微生物標準試験法検討委員会”が定めたカンピ

ロバクター・ジェジュニ／コリ標準試験法に従い行った。

検体 25 g にカンピロバクター選択増菌培地（プレスト

ン組成）を 100 mL 加えストマッキングし、42±1℃で 48 

時間、微好気条件下で増菌培養した。24 時間後と 48 時

間後の培養液 1 白金耳量をスキロー培地及び mCCDA 培

地に画線塗抹し、42±1℃で 48 時間、微好気培養した。

培養後、各分離平板培地の発育した定型的コロニーを 3 - 

4 個ずつ釣菌し、生化学性状を確認して同定した。 

 

３ 結果 

検査結果を表 2 に示す。大腸菌は 80 検体中 14 検体

（17.5%）から検出された。陽性となった検体の内訳は、

カイワレ 5 検体中 1 件（20%）、みつば 6 検体中 1 件

（16.7%）、水菜 5 検体中 1 件（20%）、浅漬 18 検体

中 6 件(33.3%)であった。サルモネラ属菌は、58 検体中 3

検体（5.2%）から検出され、鶏ミンチ肉 1 検体から S. 

Infantis を 、 角 切 り ス テ ー キ 肉 2 検 体 か ら S. 

Schwaruzengrund が検出された。腸管出血性大腸菌は 58

検体すべてが陰性であった。また、カンピロバクター・

ジェジュニ／コリは 12 検体すべて陰性であった。 

 

文献 

1) 食品衛生検査指針・微生物編，115-189，東京，日本

食品衛生協会，2018．  

 

 

 

 

 

 

筑紫 粕屋 糸島 宗像・遠賀 嘉穂・鞍手 田川 北筑後 南筑後 京築

2018/10/1 11 11 11 33

2018/10/29 11 11 11 33

2018/11/26 11 11 11 33

2018/12/3 1 1

総計 11 11 11 11 11 11 11 11 12 100

搬入事務所
搬入日 総計

表1.　各保健福祉（環境）事務所の搬入検体数
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*

5 1 - - -
6 0 - - -
6 1 - - -
6 0 - - -
7 0 - - -
7 0 - - -
5 1 - - -
13 0 0 - 0
18 6 0 - 0

** 12 - 1 0 0
8 - 2 - 0
5 5 0 0 0
2 0 0 0 0

100 14 3 0 0
*  6 O26 O103 O111 O121 O145 O157
** / 3

2.
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 資料 

平成30年度感染症細菌検査概要 

 

中山志幸・大隈英子・カール由起・重村洋明・江藤良樹・濱﨑光宏 

 

平成30年度は、①コレラ、②細菌性赤痢、③腸チフス、④レプトスピラ症、⑤カルバペネム耐性腸内

細菌科細菌（CRE）感染症、⑥劇症型溶血性レンサ球菌感染症、⑦侵襲性インフルエンザ菌感染症、⑧侵

襲性肺炎球菌感染症、⑨百日咳、⑩A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、⑪細菌性髄膜炎、⑫腸管出血性大腸菌

（EHEC）感染症の感染症細菌検査を実施した。これらの検査結果について、その概要を報告する。 

 

［キーワード：コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、レプトスピラ症、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症、劇症型溶血

性レンサ球菌感染症、侵襲性インフルエンザ菌感染症、侵襲性肺炎球菌感染症、百日咳、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、

細菌性髄膜炎、腸管出血性大腸菌感染症］ 

 

１ はじめに 

 当所では県内で発生した感染症（疑いを含む。）に対し

て検査を実施している。本稿では平成30年度に実施した①

コレラ、②細菌性赤痢、③腸チフス、④レプトスピラ症、

⑤カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）感染症、⑥劇

症型溶血性レンサ球菌感染症、⑦侵襲性インフルエンザ菌

感染症、⑧侵襲性肺炎球菌感染症、⑨百日咳、⑩A群溶血

性レンサ球菌咽頭炎、⑪細菌性髄膜炎、⑫腸管出血性大腸

菌（EHEC）感染症について検査の概要を報告する。 

 

２ 方法 

①コレラ疑いで搬入された疑い患者便1検体及び菌株1

株について、分離培養、生化学的性状検査、血清型別試験

及びコレラ毒素遺伝子を標的としたPCRを実施した。 

②細菌性赤痢と診断され、搬入された菌株2株について、

生化学的性状検査、血清型別試験及び invE、ipaH を標的

遺伝子としたPCRを実施し、赤痢菌であることを確認した

後、国立感染症研究所に当該菌株を送付した。 

③腸チフスと診断され、搬入された菌株1株について、

生化学的性状検査及び血清型別試験を実施し、同定を行っ

た。チフス菌であることを確認した後、国立感染症研究所

に当該菌株を送付した。 

④レプトスピラ症疑いで搬入された疑い患者血清2検体

（急性期、回復期）について、国立感染症研究所に抗体検

査を依頼した。 

⑤CRE感染症と診断され、搬入された菌株25株について、

平成29年3月28日付け健感発0328第4号厚生労働省健康局

結核感染症課長通知別添に記載されている耐性遺伝子の

検出及びカルバペネマーゼ産生性の確認を実施した。 

⑥劇症型溶血性レンサ球菌感染症と診断され、当所に搬

入された菌株9株について、生化学的性状検査及び

Lancefieldの血清群別を実施し、同定を行った。溶血性レ

ンサ球菌であることを確認した後、衛生微生物技術協議会

溶血性レンサ球菌レファレンスセンターの九州ブロック

センターである大分県衛生環境研究センターを通じて、国

立感染症研究所に当該菌株の型別等の詳細解析を依頼し

た。 

⑦成人の侵襲性インフルエンザ菌感染症と診断され、搬

入された菌株4株について、生化学的性状検査を実施し、

インフルエンザ菌であることを確認した後、国立感染症研

究所に当該菌株を送付した。 

⑧成人の侵襲性肺炎球菌感染症と診断され、搬入された

菌株38株について、生化学的性状検査を実施し、肺炎球菌

であることを確認した後、国立感染症研究所に当該菌株を

送付した。 

⑨百日咳疑いで搬入された疑い患者の鼻腔拭い液1検体

について、IS481、recA、IS1001、atpD を標的遺伝子とし

たマルチプレックスリアルタイムPCRを実施した。 

⑩A群溶血性レンサ球菌咽頭炎疑いで搬入された咽頭

ぬぐい液1検体について、分離培養を行い、分離培地上の

疑わしいコロニーを釣菌し、生化学的性状検査及び

Lancefieldの血清群別を実施し、同定を行った。 

⑪細菌性髄膜炎疑いで搬入された5検体（髄液2検体、 

福岡県保健環境研究所年報第46号， 110-113, 2019 
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喀痰1検体、尿1検体、糞便1検体）について、分離培養、

生化学的性状検査による同定を行った。 

⑫EHEC感染症と診断され、搬入された菌株40株につい

て、生化学的性状検査、血清学的性状検査及び毒素型別検

査を実施した後、国立感染症研究所に送付した。 

 

３ 結果 

①コレラ疑いで搬入された患者便では分離培地上に疑

わしいコロニーを認めなかった。菌株は、生化学的性状検

査及び血清型別試験で Vibrio cholerae non-O1, non-O139 

と同定され、PCR検査でコレラ毒素遺伝子は検出されなか

った。このことから、コレラ毒素産生性コレラ菌（V. 

cholerae O1）又はV. cholerae O139は、陰性と判定した。 

②細菌性赤痢と診断され、搬入された菌株2株は、

Shigella sonnei  であり、推定感染地域は共に国外であった

（表１）。これら菌株のMLVA型は2018年11月に分離され

たハワイ輸入例株に類似していた。 

③腸チフスと診断され、搬入された菌株は、Salmonella 

Typhi であり、推定感染地域は国外であった。当該菌株の

ファージ型はDegraded Vi positive strain（DVS）であった。 

④レプトスピラ症疑いで搬入された急性期血清及び回

復期血清は共に抗体陰性であった。 

⑤CRE感染症と診断され、搬入された菌株のうち 5株は、

カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌（CPE）であり、全

てIMP型のカルバペネマーゼ遺伝子を保有していた（表2）。 

⑥劇症型溶血性レンサ球菌感染症と診断され、搬入され

た菌株の内訳は、A群溶血性レンサ球菌4株、B群溶血性レ

ンサ球菌1株、G群溶血性レンサ球菌4株であった（表3）。 

⑦成人の侵襲性インフルエンザ菌感染症と診断され、搬

入された菌株は、全て型別不能株（ non-typable H. 

influenzae : NTHi）であった（表4）。 

⑧成人の侵襲性肺炎球菌感染症と診断され、搬入された

菌株の血清型は、Type12F が17株（同一患者で由来が異な

る菌株を含む。）、Type23Aが4株、Type3が3株、Type 11A/E、

Type 19A、Type 20、Type22Fがそれぞれ2株、その他の血

清型は1株ずつであった（表5）。 

⑨百日咳疑いで搬入された鼻腔拭い液では、IS481、recA、

IS1001、atpD すべて陰性であった。 

⑩A群溶血性レンサ球菌咽頭炎疑いで搬入された咽頭

拭い液から、Streptococcus pyogenes が分離され、免疫血清

を用いたT型別は、TB3264型であった。 

⑪細菌性髄膜炎疑いで搬入された検体（髄液、喀痰、尿

糞便）からは、分離培地上に疑わしいコロニーを認めなか

った。 

⑫EHEC感染症と診断され、搬入された菌株のO群血清

型別の内訳は、O157 25株、O26 7株、O111 3株、O103 

1株、O125 1株、O128 1株及びO血清群不明（OUT） 

2株の計40株であった（表6）。

 

 

 

 

 

表１ 平成30年度 福岡県での赤痢菌検査結果 

              （福岡市、北九州市、久留米市、大牟田市は除く） 

菌種 型別

福岡 平成31年2月 27歳 女性 1 Shigella sonnei
MLVA*型：SsV19-007

2018年11月に分離された
ハワイ輸入例株に類似

ハワイ

福岡 平成31年2月 30歳 男性 1 Shigella sonnei
MLVA型：SsV19-007

2018年11月に分離された
ハワイ輸入例株に類似

ハワイ

*MLVA：Multiple-locus variable number of tandem repeat analysis

推定される感染地域診断月地域
搬入

菌株数

検査結果患者の
年齢

患者の
性別
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30 CRE CPE

30

30
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 資料 

平成30年度感染症流行予測調査（日本脳炎、麻疹、風疹）の結果 

 

芦塚由紀・中村麻子・吉冨秀亮・小林孝行・梶原淳睦 

 

平成30年度の感染症流行予測調査事業において、7月第1週から8月第5週にかけて毎週10頭、合計80

頭の県内産ブタ（7ヶ月齢）から採血した血清を対象に日本脳炎ウイルスに対する抗体保有状況の調

査を行った。その結果、7月第5週に初めて抗体が検出され、8月第4週に100%に達した。これは前年度

と比べて2週間以上早い時期であった。また、県内住民の9年齢区分398件の麻疹ウイルス及び風疹ウ

イルスの抗体検査を行った結果、麻疹ウイルスに対する抗体保有率は96.0%、風疹ウイルスに対する

抗体保有率は87.7%であった。接種歴不明を除く麻疹含有ワクチン接種率は88.7％（274名中243名）で

あり、風疹含有ワクチン接種率は85.4％（268名中229名）であった。今後も、抗体陰性者、ワクチン

未接種者及び接種回数が1回のみの接種者への接種の推奨を行うことが重要である。 

 

［キーワード：日本脳炎、麻疹、風疹、感染症流行予測調査］ 

 

１ はじめに 

 感染症流行予測調査事業は厚生労働省が主体となり、国

立感染症研究所、都道府県及び都道府県衛生研究所が全国

規模で毎年実施している。その目的は集団免疫の現状把握

及び病原体の検索等の調査を行い、各種疫学資料と併せて

検討し、予防接種事業の効果的な運用を図り、さらに長期

的視野に立ち総合的に疾病の流行を予測することである。 

本事業における福岡県の調査実施項目は、県内産ブタ血

清を対象とした日本脳炎ウイルスに対する抗体調査、及び

住民の麻疹と風疹ウイルスに対する抗体調査である。平成

30年度の調査結果について報告する。 

 

２ 方法 

２・１ 検体 

日本脳炎ウイルスに対する抗体検査は、平成 30 年 7 月

第 1 週から 8 月第 5 週にかけて採血された毎週 10 頭、合

計 80 頭の県内産のブタ（7 ヶ月齢、県南部産）から採血

した血清を対象に検査を行った。 

麻疹及び風疹ウイルスに対する抗体検査は、平成 30 年

6 月から 9 月に北筑後保健福祉環境事務所及び南筑後保健

福祉環境事務所管内の医療機関等で採血された 10 年齢区

分 398 件の血清を用いた。0-1 歳 31 件、2-3 歳 36 件、4-9

歳 48 件、10-14 歳 38 件、15-19 歳 45 件、20-24 歳 27 件、

25-29 歳 46 件、30-34 歳 44 件、35-39 歳 37 件、40 歳以上

46 件であった。 

 

２・２ 検査方法 

 検査方法は感染症流行予測調査事業検査術式1)に従った。 

日本脳炎ウイルスの抗体検査は、冷アセトン処理、非働

化を行った血清に、ガチョウ赤血球を用いた赤血球凝集抑

制（HI）試験で行った。また、初期感染の指標となる2-

メルカプトエタノール感受性抗体（2ME抗体）についても

測定した。判定は、HI抗体価10倍以上を抗体陽性とした。

2ME処理したブタ血清のHI抗体価を測定し、このHI抗体価

が2ME非処理の方法で測定したHI抗体価よりも8倍以上減

少した場合、2ME抗体陽性とした。 

 麻疹の抗体検査は市販キット（富士レビオ社、セロディ

ア麻疹）によるゼラチン粒子凝集反応（PA法）試験で行

った。16倍未満を抗体陰性とした。 

風疹の抗体検査はHI試験で行った。8倍未満を抗体陰性

とした。また、HA抗原は風疹ウイルスHI試薬「生研」（デ

ンカ生研）を使用した。 

 

３ 結果及び考察 

３・１ 日本脳炎 

日本脳炎の検査結果を図1に示す。7月30日に採血された 
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図 1 平成 30 年度 ブタの日本脳炎抗体保有状況 
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2頭の血清から初めてHI抗体が検出され、8月20日に抗体保

有率が100%となった。前年度の検査結果と比較すると、

抗体保有率が100%となった時期は2週間以上早かった2)。

平成30年度、福岡県において日本脳炎患者は発生していな

いが3)、日本脳炎ウイルスは蔓延していることが明らかと

なった。 

 

３・２ 麻疹 

 麻疹の検査結果を表1に示す。調査対象者全体（398名）

の抗体保有率（1:16 以上）は96.0%で、前年度の97.6%と

ほぼ同程度であった。年齢区分別では、0-1歳が61.3%、2-3

歳が100%、4-9歳が100%、10-14歳が100%、15-19歳が97.8%、

20-24歳が100%、25-29歳が100%、30-39歳が96.3%、40歳

以上が100%であった。 

修飾麻疹を含めた発症予防可能レベルと考えられる抗

体価1:128以上の抗体価の保有者は、調査対象者全体の

92.0%（366名）であった。年齢区分別では0-1歳が54.8%、

2-3歳が100%、4-9歳が100%、10-14歳が100%、15-19歳が

82.2%、20-24歳が100%、25-29歳が95.7%、30-39歳が93.8%、

40歳以上が93.5%であった。 

接種歴不明（124名）を除く1 回以上のワクチン接種歴

がある者は88.7% （274名中243名）で前年度の91.5%より

若干低かった。 

予防接種歴別の抗体保有率は、接種歴なし群が67.7%、

接種歴あり群が99.2%、接種歴不明群が96.8%であった。ま

た、抗体価1:128以上の割合は、接種歴なし群が58.1%、接

種歴あり群が95.9%、接種歴不明群が92.7%であった。 

抗体保有者の幾何平均抗体価は968であった。予防接種

歴別では、接種歴なし群が529、接種歴あり群が934、接種

歴不明群が1156であった。今後も、抗体陰性者、ワクチン

未接種者及び接種回数が1回のみの接種者への接種の推奨

を行うことが重要である。 

 

３・３ 風疹 

風疹の検査結果を表2に示す。調査対象者全体（398名）

の抗体保有率（1:8 以上）は87.7%で、前年度の90.0%より

若干低かった。性別にみると、男性が85.9%、女性が89.6%

であった。0-3歳児を除く4歳以上では、男性が88.4%、女

性が92.5％であった。 

年齢区分別抗体保有率は、男性では0-3歳が72.7%、4-9

歳が100.0%、10-14歳が70.0%、15-19歳が87.5%、20-24歳

が90.9%、25-29歳が89.3%、30-34歳が96.0%、35-39歳が

88.2％、40歳以上が81.8%であった。一方、女性では0-3歳

が76.5%、4-9歳が82.6%、10-14歳が83.3%、15-19歳が95.2%、

20-24歳が93.8%、25-29歳が94.4%、30-34歳が94.7%、35-39

歳が95.0%、40歳以上が100.0%であった。 

先天性風疹症候群を予防の基準とされるHI抗体価1:32

以上4)を保持している15歳以上の女性の割合は69.5%（118

名中82名）で、前年度の81.4%より低かった。 

HI抗体価1:32以上の割合は、全体では64.8%であり、年

齢区分別では0-3歳が70.1%、4-9歳が72.9%、10-14歳が

44.7%、15-19歳が51.1%、20-24歳が55.6%、25-29歳が60.9%、

30-34歳が77.3%、35-39歳が75.7％、40歳以上が67.4%であ

った。 

接種歴不明（130名）を除く1 回以上のワクチン接種歴

がある者は、85.4%(268名中229名)であった。性別では男

性が85.8%（120名中103名）、女性が85.1%（148名中126

名）であった。 

予防接種歴別の抗体保有率は、接種歴なし群が51.3%、

接種歴あり群が92.1%、接種歴不明群が90.8%であった。抗

体価1:32以上の割合は接種歴なし群が41.0%、接種歴あり

群が67.7%、接種歴不明群が66.9%であった。 

抗体陽性者全員の幾何平均抗体価は43であった。予防接

種歴別にみると、接種歴なし群が58、接種歴あり群が41、

接種歴不明群が43であった。 

風疹は麻疹と比べると感染力が低く、発症しても麻疹ほ

どの重症感はない。しかし、妊娠初期の妊婦が感染すると

ウイルスが胎児におよび、先天性心疾患、難聴、白内障な

どのいわゆる先天性風疹症候群と呼ばれる障害を持った

子供が生まれる場合がある。風疹の流行及び先天性風疹症

候群の発生を予防するためには、今後も（追加）ワクチン

接種により抗体価を高く維持する必要がある。 
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 資料 

平成30年の福岡県感染症発生動向調査におけるウイルス検出状況 
 

上田紗織・吉冨秀亮・中村麻子・小林孝行・芦塚由紀・梶原淳睦 

 

平成30年に感染症発生動向調査事業において採取された検体は、13疾病561件であった。疾病別の

検体数はインフルエンザが最も多く、次いで感染性胃腸炎が多かった。採取された561件のうち、ウ

イルスが検出された検体は302件であった。インフルエンザの検体からはインフルエンザウイルス

A/H3亜型が、感染性胃腸炎の検体からはノロウイルスGⅡ.4が多く検出された。 

  

［キーワード：感染症発生動向調査、インフルエンザウイルス、ノロウイルス］ 

 

１ はじめに 

福岡県における感染症発生動向調査事業は、「感染症の

予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（感染

症法）に基づき「感染症発生動向調査事業実施要綱」に従

い実施されている1)。当所が担当する定点医療機関は、イ

ンフルエンザ定点が2定点、小児科定点が6定点、眼科定点

が1定点、基幹定点が9定点である。当所はこれらの定点医

療機関から搬入された検体についてウイルス検査を行っ

ている。今回は平成30年のウイルス検出状況について概要

を報告する。 

 

２ 検体及び病原体の分離・検出方法 

平成 30 年に福岡県（福岡市及び北九州市を除く）で採

取された検体は 13 疾病 561 件であり、検体数は平成 29 年

の 733 件と比べて減少した。 

疾病別及び検体種別検体数を表 1 に示す。平成 30 年、

29 年のいずれも疾病別の検体数はインフルエンザが最も

多く、次いで感染性胃腸炎が多かった。検体種別では咽頭

ぬぐい液が最も多く、次いで糞便が多かった。平成 30 年

は 29 年と比べて、インフルエンザ、感染性胃腸炎、手足

口病、流行性耳下腺炎、RS ウイルス感染症の検体は減少

し、咽頭結膜熱、ヘルパンギーナ、無菌性髄膜炎、流行性

角結膜炎、突発性発しん、伝染性紅斑の検体が増加した。 

病原体検出方法は主に国立感染症研究所の病原体検出

マニュアルに準拠し、各種細胞（RD18s、RDA、VeroE6、

A549 等）を用いたウイルス分離及び各種ウイルスを対象

とした PCR 法による特異遺伝子の検出により行った。 

 

３ 疾病別病原体検出状況 

平成 30 年に採取された 561 件について、ウイルス検出

を行った結果を表 2 に示す。ウイルスが検出された検体は

302 件であった。このうち、複数のウイルスが検出された

検体は 15 件であった。 

インフルエンザはA/H3型が 45件、B/山形系統が 33件、

A/H1pdm09 型が 19 件、A 型（亜型不明）が 3 件、アデノ

ウイルス 3 型およびインフルエンザ B 型（亜型不明）が 2

件検出された。シーズン別に見ると、平成 30 年は、A/H3

型および A/H1pdm09 型は、1-5 月に加えて 10-12 月にも検

出された。一方、B 型は、1-4 月にかけて検出されたが、

それ以降は検出されなかった。 

咽頭結膜炎は、アデノウイルス 2 型が 8 件と最も多く検

出され、次いでアデノウイルス 3 型が多く検出された。感

染性胃腸炎は、ノロウイルス GⅡ.4 が 10 件（混合感染を

含む）と最も多く検出され、次いで、A 群ロタウイルスが

8 件検出された。手足口病は、昨年度の秋以降に検出され

ていたエンテロウイルス 71 型が 22 件と最も多く、次いで

コクサッキーウイルス A（CA）6 型が 10 件（混合感染を

含む）検出された。ヘルパンギーナは、CA4 型が 6 件、

CA2 型、CA6 型がそれぞれ 3 件検出され、その他エンテ

ロウイルス 71 型および D68 型、CA9 型および CA16 型、

ヘルペスウイルス 6 型、ライノウイルスと多様なウイルス

が検出された。無菌性髄膜炎は、前年はエコーウイルス 6

型が検出されたが、本年は CA9 型、ライノウイルスが検

出された。流行性角結膜炎は、アデノウイルス 54 型が 3

件検出された。流行性耳下腺炎はライノウイルスが検出さ

れた。RS ウイルス感染症からは、RS ウイルスが 11 件（混

合感染を含む）検出され、その他 CA4 型、CA9 型、コク

サッキーウイルス B2 型、アデノウイルス 2 型、ライノウ

イルスと多様なウイルスが検出された。突発性発しんは、

ヘルペスウイルス 6 型が 4 件と最も多く、次いで CA4 型、

CA6 型がそれぞれ 3 件検出された。その他、アデノウイル

ス 2 型、ヘルペスウイルス 7 型、ライノウイルス、単純ヘ

ルペスウイルス 1 型がそれぞれ 1 件検出された。水痘から

は水痘・帯状疱疹ウイルス、単純ヘルペスウイルス 1 型が

検出された。伝染性紅斑およびその他の疾患からはウイル

スは検出されなかった。 
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 資料 

2018年度における生物同定試験の結果 

 

石間妙子・中島 淳・須田隆一 

 

当所で窓口依頼検査として行っている生物同定試験について、2018年度の結果概要をまとめた。依

頼件数は36件で、依頼内容別にみると、食品中異物が26件、家屋内発生が4件、事業所内発生が3件、

その他（由来不明）が3件で、皮膚掻痒は0件であった。1件につき複数の分類群が検出されたものが1

件あった。検出回数が最も多いのはハエ目で、次いでチョウ目、ゴキブリ目が多かった。種まで同定

できたものは8件8検体で、チョウ目のノシメマダラメイガは複数回検出された。同定依頼は6月と11

月が6件と最も多く、次いで7月の5件、1月の4件であった。 

 

［キーワード：衛生害虫、ペストコントロール、食品中異物］ 

 

１ はじめに 

 当所では、窓口依頼検査として生物同定試験を実施して

いる。本試験は、主に衛生害虫を対象とし、持ち込まれた

虫体（昆虫綱以外も含む）について、種の同定を行い、そ

の結果について成績書の発行を行うものである。本試験の

依頼内容は、衛生害虫に関する社会的関心の変化によって

年変動があることから、本報では、2018年度における生物

同定試験の結果をまとめ、その傾向について考察を行った。 

 

２ 検査の方法 

 持ち込まれた検体は、発生状況についての聞き取りを行

い、その経緯から食品中異物（食品中から発見されたもの）、

家屋内発生（一般住居から発見されたもの）、事業所内発

生（工場や会社事務所等で発見されたもの）、皮膚掻痒（皮

膚掻痒症原因ダニ類の検査）、その他（研究機関依頼、由

来不明など）の5つに区分して記録した。 

持ち込まれた検体のうち、皮膚掻痒症原因ダニ類の検査

として持ち込まれた検体（室内塵）については、室内塵を

篩別後、2.0－0.074 mmの室内塵（細塵）を対象にダーリ

ング液懸濁遠沈法1)を用いて抽出し、実体顕微鏡を用いて

直接鏡検、またはプレパラート標本にした後に生物顕微鏡

で検鏡して同定した。 

皮膚掻痒症原因ダニ類以外の検体については、実体顕微

鏡下で直接鏡検し同定した。このうち、乾燥している検体

は、10％水酸化カリウム溶液に数時間浸潤し、軟化させた

後に検鏡した。また、粘着テープなどに付着している検体

は、2-プロパノール液に24時間程度浸潤し、粘着物を剥が

した後に検鏡した。 

 

３ 結果及び考察 

2018 年度における生物同定試験の依頼件数は計 36 件で

あった。最近 5 年間の依頼件数は約 50－80 件であり 2-6)、

例年と比べると件数が少ない傾向がみられた。 

36 件の依頼理由の内訳を図 1 に示す。食品中異物が全

体の 72％にあたる 26 件と最も多く、残り 10 件のうち 4

件は家屋内発生、3 件は事業所内発生であった。また、2018

年度は皮膚掻痒に区分される検体は持ち込まれなかった。

過去 5 年間の本試験において、食品中異物の依頼件数の割

合は 49－83％で、おおむね全体の半数以上を占めている

2-6)。また、1992－2011 年度までの 20 年間の結果において

も、食品中異物を由来とする検査依頼が近年増加している

と指摘されていることから 7-8)、2018 年度も例年と同様の

傾向であったといえる。 

月別の依頼件数と依頼理由の内訳を図 2 に示す。依頼件

数が最も多かったのは 6 月と 11 月の 6 件で、次いで 7 月

の 5 件、1 月の 4 件であった。1992 年度以降の結果におい

ても、夏季を中心に依頼件数が多いことが報告されており

2-8)、2018 年度も例年と同様の傾向であった。 

表 1 に、36 件の検体から検出された虫体について、目

レベルの検出数の内訳を月別に示す。36 件のうち 1 件か
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図 1 2018 年度における生物同定検査の依頼理由 
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論  文  名 執 筆 者 掲 載 誌 抄録掲載頁

Association Between Financial Incentives 

for Regional Care Coordination and Health 

Care Resource Utilization Among Older 

Patients after Femoral Neck Fracture 

Surgery: A Retrospective Cohort Study 

Using a Claims Database. 

Takumi Nishi, Toshiki Maeda*1, Akira 

Babazono*2 

*1 Fukuoka University 

*2 Kyushu University 

Population health  

 management  

21(4) 331-337 

P126

Impact of revising the coinsurance rate for 

elderly people on health-care resource 

utilization: a pilot study using interrupted 

time-series analysis of employee health 

insurance claims data. 

Takumi Nishi Munich Personal RePEc 

Archive: 86329 

P126

Effects of gastrostomy fee schedule revision 

on artificial nutrition routes among older 

people with dementia in Japan: A time series 

observational study. 

Toshiki Maeda*1, Akira Babazono*2, 

Takumi Nishi(他 4 名) 

*1 Fukuoka University 

*2 Kyushu University 

Geriatrics & gerontology 

international,18(9)1405-14

09. 

P126

Surveillance of First-Generation 

H1-Antihistamine Use for Older Patients 

with Dementia in Japan: A Retrospective 

Cohort Study. 

Toshiki Maeda*1, Akira Babazono*2, 

Takumi Nishi 

*1 Fukuoka University 

*2 Kyushu University 

Current gerontology and 

geriatrics research;3406210

P126

Association between dipeptidyl peptidase-4 

inhibitors and urinary tract infection in 

elderly patients: A retrospective cohort study. 

Takuya Imatoh*1,Takumi Nishi, Midori 

Yasui*2 (他 5 名) 

*1 National Institute of Health Sciences

*2 Kyushu University 

Pharmacoepidemiology and 

drug safety 27(8) 931-939. 

P127

Isolation of Salmonella enterica serovar 

Agona strains and their similarities to strains 

derived from a clone caused a serovar shift 

in broilers 

Eiji Yokoyama*1, Yasushi Torii*2, 

Hiroaki Shigemura（他5名） 

*1 Chiba Prefectural Institute of Public 

Health 

*2 Tokyo University of Agriculture 

Journal of Infection and 

Chemotherapy, 2019 

Jan;25(1):71-74. 

P127

Molecular epidemiology of coxsackievirus 

A6 derived from hand, foot, and mouth 

disease in Fukuoka between 2013 and 2017. 

Hideaki Yoshitomi, Yuki Ashizuka, 

Sachiko Ichihara, Tomofumi 

Nakamura*, Asako Nakamura, 

Takayuki Kobayashi, Junboku Kajiwara

*BIKEN, Kagawa, Japan 

Journal of Medical 

Virology, 

90(11):1712-1719. 

P127

2018年3月下旬に国内広域で観測された

高濃度PM2.5の化学輸送モデルを用いた

解析 

山村由貴, 鵜野伊津志*1, 王哲*1, 新

谷俊二, 力寿雄, 中川修平 

*1 九州大学応用力学研究所 

九州大学応用力学研究所

所報, 155, 1–10, 2018. 

P127

環境水中のフィプロニルとその代謝分解

物の実態調査 

古閑豊和，土田大輔，松本源生，石

橋融子 

全国環境研会誌 43(4)，

37-42，2018． 

P128

Accumulation properties of polychlorinated 

biphenyl congeners in Yusho patients and 

prediction of their cytochrome 

P450-dependent metabolism by in silico 

analysis 

Shusaku Hirakawa, Takashi Miyawaki, 

Tsuguhide Hori, Jumboku Kajiwara, 

Susumu Katsuki（他5名） 

Environmental Science and 

Pollution Research, 25 (17), 

16455-16463, 2018 

P128
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Development of a novel scheme for rapid 
screening for environmental micropollutants 
in emergency situations (REPE) and its 
application for comprehensive analysis of 
tsunami sediments deposited by the great
east Japan earthquake

Yuki Matsuo*1, Takashi Miyawaki, 
Kiwao Kadokami*2, Daisuke Ueno*1,

10
*1 Saga University
*2 The University of Kitakyushu

Chemosphere, 224, 39-47, 
2019

P128

Photo images, 3D models and CT scanned 

data of loaches (Botiidae, Cobitidae and 

Nemacheilidae) of Japan

Yuichi Kano*1, Jun Nakajima , Takeshi 

Yamasaki*2 ( 2 )

*1 Kyushu University

*2 Yamashina Institute for Ornithology

Biodiversity Data Journal, 

6, e26265, 2018.
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* NPO
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Study on the Outbreak of Human 
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Japan.

Yuki Ashizuka, Asako Nakamura, 
Hideaki Yoshitomi, Takayuki 
Kobayashi, Jumboku Kajiwara,
Susumu Katsuki, and Makoto Kuroda*
* National Institute of Infectious 
Diseases
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Takayuki Kobayashi, Hideaki 
Yoshitomi, Asako Nakamura, Yuki 
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（２）発表論文抄録 

 

1 Association Between Financial Incentives for 

Regional Care Coordination and Health Care 

Resource Utilization Among Older Patients after 

Femoral Neck Fracture Surgery: A Retrospective 

Cohort Study Using a Claims Database.  

Takumi Nishi, Toshiki Maeda*1, Akira Babazono*2 

Population health management 21(4) 331-337 

 

大腿骨頸部骨折関連術後の後期高齢者を対象と

し、医療連携体制への診療報酬上のインセンティブ

付与が医療資源利用に与える影響を評価するため

に、レセプトデータを用いた後ろ向きコホート研究

を行った。  

その結果、医療連携群では回復期以降の在院日数、

総医療費の有意な減少は見られず、医療連携体制に

対する診療報酬支払制度では、治療全体の効率性を

改善するところまで至っていないことが示唆され

た。  

 

*1 Fukuoka University 

*2 Kyushu University  

 

 2 Impact of revising the coinsurance rate for elderly 

people on health-care resource utilization: a pilot 

study using interrupted time-series analysis of 

employee health insurance claims data. 

Takumi Nishi 

Munich Personal RePEc Archive: 86329  

 

 全国健康保険協会福岡支部のレセプトデータを

interrupted time series analysisを用いて解析し、高齢

者の自己負担率変更が医療資源利用に与える影響を

明らかにした。  

 1割負担になった者を2割減群、2割負担になった者

を1割減群とし、月単位の解析用データセットを作成

した。1割減群でも全体・外来において医療資源利用

増が認められたものの、2割減群に比べ、外来におけ

る医療費と受診日数、全体の医療費の増加量は相対

的に低い傾向にあった。本研究の結果から、高齢者

における自己負担率の増加は外来における医療資源

利用を減ずるものの、全体の医療費削減には必ずし

もつながらないという可能性が示唆された。  

 

 

3 Effects of gastrostomy fee schedule revision on 

artificial nutrition routes among older people with 

dementia in Japan: A time series observational study.  

Toshiki Maeda*1, Akira Babazono*2, Takumi Nishi, 

Hisatomi Arima*1, Masayoshi Tsuji*1, Miki Kawazoe*1, 

Atsushi Satoh*1. 

Geriatrics & gerontology international,18(9)1405-1409. 

本研究では、時系列分析の手法を用いて、2014年

の診療報酬改定が認知症高齢者における胃瘻、経鼻

栄養、静脈栄養といった経管栄養の投与経路に与え

る影響を調査することを目的とした。2010年度から

2016年度の福岡県後期高齢者広域連合のレセプトデ

ータから経管栄養の処置がなされたものを抽出し、

月別のデータに集約した。 interrupted time series 

analysisによって、時間に沿った人工栄養の傾向を調

査した。経管栄養全体で一貫した減少傾向が見られ、

改定前にも有意な減少傾向が見られた。一方で、改

定後においては胃瘻、静脈栄養は減少傾向にあった

が、経鼻栄養における有意な減少傾向は消滅した。

本研究の結果から、2014年診療報酬改定は胃瘻、静

脈栄養の実施にわずかな影響を与えていたが、経鼻

栄養では不明瞭であることを示した。継続的な調査

が根拠に基づく医療政策のために必要とされる。  

*1 Fukuoka University, *2 Kyushu University  

 4 Surveillance of First-Generation H1-Antihistamine 

Use for Older Patients with Dementia in Japan: A 

Retrospective Cohort Study.  

Toshiki Maeda*1, Akira Babazono*2, Takumi Nishi 

Current gerontology and geriatrics research;3406210  

 

第一世代抗ヒスタミン薬は鎮静作用が強い他、扇

動やせん妄を引き起こすこともあるため、特に認知

症を有する高齢者に対する頻用は潜在的に不適切な

使用であると考えられる。そこで、本研究では2010

年度から2013年度の福岡県後期高齢者医療広域連合

のレセプトデータを用いて、認知症高齢者における

第一世代抗ヒスタミン薬利用状況について調査し

た。その結果、全抗ヒスタミン薬の使用のうち、第

一世代は32.1%を占めており、アレルギー性疾患では

なく、喘息や上気道感染症と有意な正の関連がある

ことを明らかにした。  

 

*1 Fukuoka University 

*2 Kyushu University  
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5  Association between dipeptidyl peptidase-4 

inhibitors and urinary tract infection in elderly 

patients: A retrospective cohort study. 

Takuya Imatoh*1,Takumi Nishi, Midori Yasui*2,  

Toshiki Maeda*3, Kimie Sai*1, Yoshiro Saito*1, Hiroshi 

Une*4, Akira Babazono*2. 

Pharmacoepidemiology and drug safety 27(8) 931-939. 

DPP4阻害薬は新しいタイプの糖尿病治療薬であ

るが、感染症リスク増との関連が報告されている。

高齢者において尿路感染症（UTI）が多いことから、

我々は後期高齢者のレセプトデータを用いてDPP4

使用とUTIの関連を明らかにした。プロペンシティ

スコアを用いて1対1でマッチングし、ポワソン回帰

を用いて、スルフォニウレア（SU）剤とDPP4阻害薬

使用群で罹患率比 (IRR)を比較した。マッチング後に

おいても、DPP4阻害薬使用は IRR:1.28[1.04-1.45]と

有意なリスク増が認められた。加えて、前立腺肥大

のある高齢者においても有意なリスク増が見られ

た。本研究の結果から、DPP4阻害薬の使用は、特に

前立腺肥大のある 男性高齢者において、UTIのリ

スクを高める可能性が示唆された。  

 

*1 National Institute of Health Sciences, *2 Kyushu 

University, *3 Fukuoka University,*4 Tenjin Clinic 

 

 

6  Isolation of Salmonella enterica serovar Agona 

strains and their similarities to strains derived from 

a clone caused a serovar shift in broilers. 

Eiji Yokoyama*1, Yasushi Torii*2, Hiroaki Shigemura, 

Taichiro Ishige*3, Keita Yanagimoto*4, Kosei Uematsu*4, 

Naoshi Ando*1, Satoshi Murakami*2. 

Journal of Infection and Chemotherapy, 2019 

Jan;25(1):71-74. 

肉用鶏においてセロバー・シフトを起こしたサル

モネラ血清型アゴナの株と、ヒト感染事例から分離

されたサルモネラ血清型アゴナを比較した。  

XbaⅠ酵素またはBlnⅠ酵素を使用したパルスフィー

ルドゲル電気泳動データを用いたミニマムスパニン

グツリー解析では、特定のクローン株による感染が

あったかどうかを十分に追跡することはできなかっ

たが、全ゲノムデータを用いた解析では、それが可

能であることが示された。  

 

*1 Chiba Prefectural Institute of Public Health 

*2 Tokyo University of Agriculture  

*3 Genome Research Center, Tokyo University of 

Agriculture 

*4 Yamanashi Institute of Public Health and 

Environments 

 

7 Molecular epidemiology of coxsackievirus A6 

derived from hand, foot, and mouth disease in 

Fukuoka between 2013 and 2017.  

Hideaki Yoshitomi, Yuki Ashizuka, Sachiko Ichihara, 

Tomofumi Nakamura*, Asako Nakamura, Takayuki 

Kobayashi, Junboku Kajiwara 

Journal of Medical Virology, 90(11):1712-1719. 

2013年から2017年に福岡において発生した手足口

病患者から検出されたコクサッキーウイルスA6型

（CV-A6）のVP1遺伝子全長の特徴を解析した。90

検体のVP1全長を決定し、系統樹解析を行った結果、

CV-A6はすべてクレードAに分類され、さらにサブク

レードA3とサブクレードA4に分類された。アミノ酸

変異が両方のサブクレードにおいて、VP1proteinの

DE loopとGH loop内に起きていたが、機能に影響を

与える可能性のある変異は認められなかった。また、

サブクレードと臨床検体の関連を統計解析により評

価した結果、有意な差は認められなかった。本研究

により、CV-A6の遺伝学的多様性を明らかにできた。

VP1遺伝子の系統樹解析に基づき分類される新たに

派生する系統のCV-A6の出現が、2年ごとに流行する

CV-A6関連手足口病と関連があることが示唆され

た。  

 

*BIKEN, Kagawa, Japan  

 8 2018年3月下旬に国内広域で観測された高濃度

PM2.5の化学輸送モデルを用いた解析   

山村由貴 , 鵜野伊津志 *1, 王哲 *1, 新谷俊二 , 力寿雄 , 

中川修平  

九州大学応用力学研究所所報 , 155, 1–10, 2018. 

2018年3月下旬に、国内広域でPM2.5環境基準を超

過し、高濃度の大気汚染が1週間程度継続する現象が

観測された。この現象について、エアロゾル化学成

分連続自動分析装置および化学輸送モデルを用い

て、原因を考察した。  

太宰府、隠岐、大阪において、全ての排出量を含む

設定と国内の人為起源排出量を100%削減した設定

で感度解析を行った結果、SO4
2-とNO3

-の主な発生源

は地域の特徴によって異なっていたことが分かっ

た。SO4
2-についてはいずれの地域においても越境汚

染の影響が大きいことが示唆された。一方NO3
-は、

太宰府・隠岐では越境汚染の影響が大きいが、大阪

では地域汚染の影響が大きいことが示唆された。  

 

*1 九州大学応用力学研究所   
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43(4) 37-42 2018

10 Accumulation properties of polychlorinated 
biphenyl congeners in Yusho patients and prediction 
of their cytochrome P450-dependent metabolism by 
in silico analysis
Shusaku Hirakawa, Takashi Miyawaki, Tsuguhide Hori, 
Jumboku Kajiwara, Susumu Katsuki, Masashi Hirano *1,
Yuka Yoshinouchi*2, Hisato Iwata*2, Chikage Mitoma*3,
Masutaka Furue*3

Environmental Science and Pollution Research, 25 (17), 
16455-16463, 2018

69 PCB
CB153 4 5 PCB

P450 
(CYP) PCB

in silico
PCB

CYP1 CYP2

*1 Kumamoto College, National Institute of Techno logy
*2 CMES, Ehime University
*3 Kyusyu University Hospital

11 Development of a novel scheme for rapid 
screening for environmental micropollutants in 
emergency situations (REPE) and its application for 
comprehensive analysis of tsunami sediments 
deposited by the great east Japan earthquake
Yuki Matsuo*1, Takashi Miyawaki, Kiwao Kadokami*2,
Daisuke Ueno*1, 10
Chemosphere, 224, 39-47, 2019

REPE

GC-MS
TSA-AIQS

TSA-AIQS
PAH 63 PAH

*1 Saga University,*2 The University of Kitakyushu

12 Photo images, 3D models and CT scanned data of 
loaches (Botiidae, Cobitidae and Nemacheilidae) of 
Japan
Yuichi Kano*1, Jun Nakajima, Takeshi Yamasaki *2 ( 2

)
Biodiversity Data Journal, 6, e26265, 2018.

35
103

3D CT

http://ffish.asia/loachesOfJapan3D

CT

*1 Kyushu University
*2 Yamashina Institute for Ornithology
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13 水生昆虫類を用いた平均スコア法による止水性

湿地の生物多様性指標  

中島淳 , 上野由里代 *, 井上大輔 *, 須田隆一  

福岡県保健環境研究所年報 , 45, 61-65, 2018. 

県内60地点の止水性湿地において得られた75種類

の水生昆虫類（コウチュウ目、カメムシ目）の分布

データに基づいて、止水性湿地の生物多様性評価を

行うための平均スコア法による指標の開発を行っ

た。出現地点数、レッドリストランクなどを参考に

各種に1～5点を配点しスコア表を作成し、それに基

づいて60地点における平均スコアを求めて種数とス

コアの関係を調べた。その結果、高スコアとなった

地点は種数が多い地点と、種数は少ないものの希少

種が生息する地点となった。一方で、低スコアとな

った地点は種数が少なく希少種が生息しない地点と

なった。このことから、本スコア法が止水性湿地の

生物多様性評価を行うための新たな指標として有用

であると考えられた。  

* NPO法人北九州・魚部  

 

 14 福岡県における侵略的外来種の簡易スクリーニ

ング法  

金子洋平 , 中島淳 , 石間妙子 , 須田隆一  

福岡県保健環境研究所年報 , 45, 66-71, 2018. 

福岡県侵略的外来種リストを作成することを目的

として、県内に定着している侵略的外来種を識別す

るための簡易スクリーニング法を検討した。簡易ス

クリーニング法として、動物、植物、各13の二者択

一の評価項目を作成し、各種の侵略性を0から13点で

点数化した。手法の有効性を検証するために、侵略

的外来種である生態系被害防止外来種リスト掲載種

とそれ以外の外来種を識別することができるかを受

信者動作特性曲線（ROC曲線）により解析したとこ

ろ、曲線下面積（AUC）は動物0.892、植物0.919とな

り、高い精度で識別できることが示された。このこ

とから、本手法は、侵略的外来種の簡易スクリーニ

ング法として有効であると考えられた。また、地域

レベルで問題となっている外来種や重要害虫を侵略

的外来種として評価することができたことから、地

域の侵略的外来種リストを作成する際に活用できる

と考えられた。  
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（３） 学会等口頭発表一覧 

 

① 国際学会 

演  題  名 発 表 者 学会名 (場所)，年月日 

Ionic liquid extraction for the 

determination of polychlorinated 

dibenzo-p-dioxins, polychlorinated 

dibenzofurans, and dioxin-like 

polychlorinated biphenyls in soil and 

sediment 

Keiichi Sakatani, Koji Takahashi, Shigeyuki 

Takenaka, Jumboku Kajiwara, Susumu 

Katsuki (他 2 名) 

The 38th International Symposium on 

Halogenated Persistent Organic 

Pollutants & 10th International PCB 

Workshop (Kraków, Poland), August 

26-31, 2018 

The population structure of 

enterohemorrhagic Escherichia coli 

O26:H11 with recent and repeated stx2 

acquisition in multiple lineages. 

Ogura Yoshitoshi*1, Etoh Yoshiki, Maeda 

Eriko, (他 20 名) 

*1 Kyushu University 

 

The 10th international symposium on 

Shiga Toxin Producing 

Escherichia coli Infections 

 (Florence, Italy),  

May 6 -9, 2018 

Genome diversity of EHEC O145:H28 

and genome-wide search of high Stx2 

roducibility-associated genes. 

Keiji Nakamura*1, Yoshiki Etoh, (他 20 名) 

*1 Kyushu University 

 

The 10th international symposium on 

Shiga Toxin Producing Escherichia coli 

Infections (Florence, Italy), May 6 -9, 

2018 

Estimation of Dietary Intake of 

Dechlorane Plus and Related 

Compounds in Japanese National 

Survey 

Daisuke Yasutake, Tamaki Sato, Tsuguhide 

Hori, Takahiro Watanabe* 

*国立医薬品食品衛生研究所 

The 38th International Symposium on 

Halogenated Persistent Organic 

Pollutants (Kraków, Poland),  

August 26-31, 2018 

Screening method of organic pollutants 

in river water of urban areas in Japan 

using a GC-MS database system 

Takashi Miyawaki, Koji Takahashi, 

Takahiro Nishino*1, Hitomi Hasegawa*2, 

Toshiki Tojo*3, Chisato Matsumura*4 

*1 東京都環境科学研究所 

*2 名古屋市環境科学センター 

*3 大阪市立環境科学研究センター 

*4 兵庫環境研究センター 

The 38th International Symposium on 

Halogenated Persistent Organic 

Pollutants and POPs (Kraków, Poland), 

August 26-31, 2018 

計(国際学会) 5 件 
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② 国内学会(全国) 

演  題  名 発 表 者 学会名 (場所)，年月日 

福岡県地域がん登録情報とがん検診

情報を用いた胃がん・肺がん検診精度

の把握（第２報） 

中島淳一, 吉田まり子, 西巧, 田中

義人, 香月進(他 6 名) 

日本がん登録協議会第 27 回学術集会

(那覇市), 

平成 30 年 6 月 13-15 日 

専門職によるがん疼痛緩和指導と終

末期の積極的治療との関連 

西巧,前田俊樹*1,馬場園明*2 

*1 福岡大学 *2 九州大学 

第 56 回日本医療・病院管理学会学術

総会(郡山市),平成 30 年 10 月 28 日 

居住地周辺の社会的及び地理的環境

が糖尿病発症に与える影響の評価：3

年間の縦断研究 

西巧 

 

日本経済学会 2018 年度秋季大会(東

京都豊島区)，平成 30 年 9 月 8 日 

鶏からヒトへの食中毒原因サルモネ

ラ伝播を明らかにする研究 

重村洋明,カール由起,中山志幸（他 1

名） 

第 39 回日本食品微生物学会学術総会

（大阪市）,平成 30 年 9 月 27-28 日 

健康保菌者より検出されたサルモネ

ラの血清型について 

松本一浩*, 村田智子*,重村洋明（他 5

名）*（公財）北九州生活科学センタ

ー 

第 39 回日本食品微生物学会学術総会

（大阪市）,平成 30 年 9 月 27-28 日 

市販鶏肉から分離されるサルモネラ

の薬剤耐性状況調査 

―鶏肉に残存する広域スペクトルセ

ファロスポリン耐性サルモネラ― 

重村洋明,中山志幸,カール由起（他 2

名） 

平成 30 年度日本獣医師会獣医学術学

会年次大会 

平成 30 年 2 月 8 日-10 日（横浜市） 

次世代シークエンサーを用いたブロ

イラー農場におけるサルモネラ血清

型シフトの公衆衛生的意義の評価 

横山栄二*1,鳥居恭司*2,重村洋明（他 5

名） 

*1 千葉県衛研 *2 東京農大 

平成 30 年度日本獣医師会獣医学術学

会年次大会 

平成 30 年 2 月 8 日-10 日（横浜市） 

流 入 水 中 ア ス ト ロ ウ イ ル ス の

MLB-AstVs及びVA-AstVsを含めた検

出 

吉冨秀亮,中村麻子,小林孝行,芦塚由

紀  

第 66回日本ウイルス学会学術集会(京

都市),平成 30 年 10 月 28-30 日 

高齢者福祉施設における C 群ライノ

ウイルスによる呼吸器感染症集団発

生事例について  

吉冨秀亮  第 77 回日本公衆衛生学会総会(福島

市)， 

平成 30 年 10 月 24-26 日 

伊都キャンパス周辺におけるマダニ

及びマダニが媒介する人畜共通感染

症に関する調査  

宋閻徳嘉*,芦塚由紀,小林孝行（他 4

名）*  

* 九州大学  

第 24回「野生生物と社会」学会大会(福

岡市)， 

平成 30 年 11 月 23-25 日 

2005年から2014年にかけて福岡県で

流行していたHIV遺伝子の伝播クラ

スタ解析による流行実態の解明 

中村麻子、芦塚由紀、梶原淳睦、

（他5名*1,*2,*3,*4）  

*1帝京大学、*2佐賀大学  

*3国立感染症研究所  

*4国立病院機構九州医療センター  

第 66回日本ウイルス学会学術集会(京

都市), 

平成 30 年 10 月 28-30 日 

2005年から2014年にかけて福岡県

で分離されたHIVの解析  

 

中村麻子、吉冨秀亮、小林孝行、  

芦塚由紀、梶原淳睦  

（他8名*1,*2,*3,*4,*5）  

*1帝京大学、*2佐賀大学  

*3福岡市保健環境研究所  

*4国立感染症研究所  

*5 国立病院機構九州医療センター 

第 32 回日本エイズ学会(大阪府), 平

成 30 年 12 月 2-4 日 

血液中PCB濃度分析のクロスチェ

ック（2017年度）  

新谷依子，堀就英，平川博仙，安

武大輔，梶原淳睦，香月進 (他2名) 

第 27 回環境化学討論会(那覇市)，平成

30 年 5 月 22-25 日 
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演  題  名 発 表 者 学会名 (場所)，年月日 

おもちゃにおける着色料試験の試験

室間共同試験＜その 2＞ 

佐藤環，六鹿元雄*1，中西徹*2（他 29

名） 

*1 国立医薬品食品衛生研究所 

*2 （一財）日本食品分析センター 

第 114 回日本食品衛生学会学術講演

会（広島市），平成 30 年 11 月 15-16

日 

マーケットバスケット方式によるポ

リ臭素化ジフェニルエーテルの摂取

量推定 

安武大輔，佐藤環，堀就英，渡邉敬浩*

*国立医薬品食品衛生研究所 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会

(横浜市)，平成 30 年 11 月 29-30 日 

福岡県における食品中残留農薬等の

摂取量調査(平成 29 年度) 

佐藤環，小木曽俊孝，中西加奈子，新

谷依子，安武大輔，平川博仙，堀就英，

梶原淳睦 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会

(横浜市)，平成 30 年 11 月 29-30 日 

LC/Q-TOF/MS を用いた危険ドラッ

グの異性体分析 

小木曽俊孝，新谷依子，堀就英 第 55 回全国衛生化学技術協議会年会

(横浜市)，平成 30 年 11 月 29-30 日 

LC/Q-TOF/MS を用いた合成カンナ

ビノイドの異性体分析 

小木曽俊孝，新谷依子，堀就英，梶原

淳睦 

日本薬学会第 139 年会(千葉市)， 

平成 31 年 3 月 20-23 日 

2018 年 3 月における PM2.5高濃度事

例の解析 

山村由貴, 松本弘子*1, 山口新一*2, 

(他 15 名) 

*1 福岡市保健環境研究所 

*2 北九州市保健環境研究所 

第 59回大気環境学会年会(福岡県春日

市),平成 30 年 9 月 12-14 日 

長期観測データからみた越境大気汚

染の変化－全環研酸性雨全国調査及

び EANET 酸性雨モニタリング結果

より－ 

濱村研吾, 藍川昌秀*1 

*1 北九州市立大学 

第 59回大気環境学会年会(福岡県春日

市),平成 30 年 9 月 12-14 日 

フィルターパック法による乾性沈着

調査結果について－4 段ろ紙法と

PM2.5インパクタを用いた5段ろ紙法

との比較－ 

中川修平, 濱村研吾 

 

第 45 回 環境保全・公害防止研究発表

会（松江市）,平成 30 年 11 月 15-16

日 

衛生試験法 底質中金属類の試験法 鈴木俊也*(他 9名)，石橋融子（7番目），

柏原学（8 番目） 

*東京都健康安全研究センター 

日本薬学会第 139 年会(千葉市),平成

31 年 3 月 20-23 日 

生物応答を用いた排水試験法による

水質評価事例と毒性原因の推定 

古閑豊和，柏原学，石橋融子（他 1 名） 第 45 回環境保全・公害防止研究発表

会(松江市)，平成 30 年 11 月 15-16 日

LC/MS/MS による有機汚染物質のタ

ーゲットスクリーニング法の環境水

測定への適用 

古閑豊和，宮脇崇，石橋融子（他 1 名） 第 53 回日本水環境学会年会(甲府市)，

平成 31 年 3 月 7-9 日 

廃棄物最終処分場の浸透水を対象と

した微生物群集解析 

平川周作，古賀智子，藤川和浩，櫻井

利彦，飛石和大，鳥羽峰樹 

第 27 回環境化学討論会(那覇市)，平成

30 年 5 月 22-25 日 

最終処分場における埋立廃棄物組成

と浸透水水質及び微生物群集構造の

関係 

平川周作，古賀智子，藤川和浩，櫻井

利彦，飛石和大，鳥羽峰樹 

第 1 回環境 DNA 学会(東京都江東区)，

平成 30 年 9 月 29-30 日 

季別運転を行う下水処理場の放流水

及び河川水に含まれる栄養塩類の動

態調査 

柏原学，松木昌也，古賀敬興，秦弘一

郎，古閑豊和，平川周作，黒川陽一，

大石興弘，宮脇崇，志水信弘，松本源

生，石橋融子，山西博幸*1 

*1 佐賀大学 

第 45 回環境保全・公害防止研究発表

(松江市)，平成 30 年 11 月 15-16 日 
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演  題  名 発 表 者 学会名 (場所)，年月日 

季別運転を行う下水処理場の放流水

に含まれる栄養塩類の動態と放流先

海域における栄養塩類及び COD へ

の影響 

柏原学，秦弘一郎，古賀敬興，古閑豊

和，平川周作，宮脇崇，山西博幸*1 

*1 佐賀大学 

平成 30 年度瀬戸内海の環境保全・創

造に係る研究ワークショップ (神戸

市)，平成 30 年 12 月 18 日 

季別運転を行う下水処理場の放流水

に含まれる栄養塩類の動態と放流先

海域における栄養塩類及び COD へ

の影響 

柏原学，秦弘一郎，古賀敬興，古閑豊

和，平川周作，宮脇崇，山西博幸*1 

*1 佐賀大学 

平成 30 年度「瀬戸内海の環境保全・

創造に係る研究委託事業意見交換」ワ

ーキング(神戸市)，平成 31 年 2 月 12

日 

六価クロム測定の鉄共沈操作に影響

を及ぼす要因 

古賀敬興，平川周作，石橋融子 第 44回九州衛生環境技術協議会(鹿児

島市)，平成 30 年 10 月 11 日 

季別運転を行う下水処理場の放流水

における窒素成分の動態調査 

秦弘一郎，柏原学，石橋融子（他 9 名） 第 53 回日本水環境学会年会(甲府市)，

平成 31 年 3 月 7-9 日 

レーダーチャートを用いた水質特性

評価手法の安定型最終処分場への適

用 

古賀智子，平川周作，鳥羽峰樹 第 45 回環境保全・公害防止研究発表

会(松江市)，平成 30 年 11 月 15-16 日 

山地森林域におけるブナの衰退状況

評価の試み 

清水英幸*, 石間妙子, 須田隆一, 金子

洋平, 梶原佑介, 濱村研吾 (他 2 名) 

* 国立環境研究所 

第 59 回大気環境学会年会 (福岡県春

日市),平成 30 年 9 月 12-14 日 

魚類の保全において記載的な研究が

果たす役割 

中島淳 2018 年度日本魚類学会年会 (東京都

渋谷区), 平成 30 年 10 月 6-8 日 

日本産ヒナモロコにおける遺伝的撹

乱 

渡辺勝敏*1, 田畑諒一*2, 中島淳 (他 4

名) 

*1 京都大学理学部 

*2 滋賀県立琵琶湖博物館 

2018 年度日本魚類学会年会 (東京都

渋谷区), 平成 30 年 10 月 6-8 日 

福岡県侵略的外来種リスト 2018 の

策定 

金子洋平, 中島淳, 石間妙子, 須田隆

一 

第 21 回自然系調査研究機関連絡会議

(茨城県坂東市), 平成 30 年 11 月 29 日 

福岡県における外来生物問題の現状

と取り組み 

中島淳 第 66 回日本生態学会大会 (神戸市), 

平成 31 年 3 月 16 日 

釣り餌用活きエビに混入していたシ

マドジョウ属魚類 

石井良典*, 中島淳, 平川周作 

* 姫路市立姫路高等学校 

平成 31 年度日本水産学会春季大会 

(東京都港区), 平成 31 年 3 月 26-30 日 

計(国内学会(全国)) 38 件 
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③ 国内学会(地方) 

演  題  名 発 表 者 学会名(場所)，年月日 

福岡県地域がん登録情報とがん検

診情報を用いた胃がん・肺がん検診

精度の把握（第２報） 

中島淳一, 吉田まり子, 西巧, 田中義

人, 香月進 (他 6 名) 

第 65 回福岡県公衆衛生学会(福岡

市)，平成 30 年 5 月 17 日 

福 岡 県 に お け る 愛 玩 動 物 の

Capnocytophaga 属菌の保有状況調

査 

中山志幸,重村洋明,カール由起,江藤

良樹,濱﨑光宏（他１名） 

第 71 回日本細菌学会九州支部総会

(北九州市)，平成 30 年 9 月 7-8 日 

ブロイラー農場で血清型シフトを

起こしたSalmonella enterica serovar 

Agona菌株とのヒト由来菌株の同一

性 

横山栄二*1,鳥居恭司*2,重村洋明（他 5

名） 

*1 千葉県衛研 

*2 東京農大 

平成 30 年度関東・東京合同地区獣

医師大会・三学会（つくば市）， 

平成 30 年 9 月 9 日 

2014－2017 年に福岡県で分離した

カンピロバクタージェジュニの薬

剤耐性状況について 

カール由起,重村洋明,中山志幸（他2

名） 

第 44 回九州衛生環境技術協議会. 

(鹿児島市)，平成 30 年 10 月 11-12

日 

市販鶏肉から分離されるサルモネ

ラの薬剤耐性状況調査 

重村洋明,中山志幸,カール由起（他 2

名） 

平成 30 年度獣医学術九州地区学会

（福岡市）， 

平成 30 年 10 月 14 日 

高齢者福祉施設において発生した

急性呼吸器感染症集団発生事例に

おけるウイルス検査について  

吉冨秀亮,芦塚由紀,中村麻子,小林孝

行,梶原淳睦,香月進,黒田誠* 

*国立感染症研究所 

第 65 回福岡県公衆衛生学会(福岡

市) ， 

平成 30 年 5 月 17 日 

福岡県における日本紅斑熱の発生

状況について 

芦塚由紀,小林孝行,吉冨秀亮,中村麻

子,梶原淳睦 

第 65 回福岡県公衆衛生学会(福岡

市)，平成 30 年 5 月 17 日 

福岡県におけるノロウイルスの検

出状況について 

小林孝行,吉冨秀亮,中村麻子,芦塚由

紀,梶原淳睦 

第 65 回福岡県公衆衛生学会(福岡

市)，平成 30 年 5 月 17 日 

福岡県 HIV 確認検査陽性検体の感

染時期及び感染経路の推定 

中村麻子,吉冨秀亮,小林孝行,芦塚由

紀,梶原淳睦,松岡佐織* 

*国立感染症研究所エイズ研究センタ

ー 

第 65 回福岡県公衆衛生学会(福岡

市)，平成 30 年 5 月 17 日 

油症患者の血液中に残留するPCB

および2,3,4,7,8-pentaCDFの現状 

堀就英,平川博仙,安武大輔,新谷依子,

平川周作,梶原淳睦 

第 44 回九州衛生環境技術協議会(鹿

児島市)，平成 30 年 10 月 11-12 日 

2018 年 3 月と 7 月に国内で観測さ

れた高濃度 PM2.5の発生源の違い 

山村由貴,力寿雄,中川修平,鵜野伊津

志*1 

*1 九州大学応用力学研究所 

大気環境学会九州支部第 19 回研究

発表会(福岡市)，平成 31 年 3 月 1

日 

安定型最終処分場の浸透水におけ

る水質変化と硝化細菌の関係 

平川周作，古賀智子，志水信弘，堀就

英，黒川陽一，鳥羽峰樹 

平成 30 年度廃棄物資源循環学会九

州支部研究ポスター発表会 (福岡

市)，平成 30 年 5 月 19 日 

安定型最終処分場における埋立廃

棄物組成と浸透水水質の関連につ

いて 

古賀智子，平川周作，鳥羽峰樹 平成 30 年度廃棄物資源循環学会九

州支部研究ポスター発表会 (福岡

市)，平成 30 年 5 月 19 日 

福岡県生物多様性戦略第2期行動計

画の策定について 

石間妙子, 須田隆一, 中島淳, 金子洋

平 (他 3 名) 

第 44 回九州衛生環境技術協議会(鹿

児島市), 平成 30 年 10 月 11 日 

特定外来生物ブラジルチドメグサ

の防除手法開発に向けた生活史特

性の解明 

金子洋平, 須田隆一, 中島淳, 石間妙

子 

第 24 回自然保護助成基金助成成果

発表会 (東京都千代田区), 平成 30

年 12 月 1 日 
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演  題  名 発 表 者 学会名(場所)，年月日 

大阪府におけるカダヤシ及び外来

ドジョウ属の分布～市民参加です

すめる外来魚調査～ 

松井彰子*, 中島淳 

* 大阪市立自然史博物館 

外来魚情報交換会 (滋賀県草津市), 

平成 31 年 1 月 26-27 日 

計(国内学会(地方)) 16 件 
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委託事業名 報 告 書 名 執 筆 者 発行年月 

厚生労働科学研究費補助金

（食品の安全確保推進研究事

業） 

食品を介したダイオキシン類等有害

物質摂取量の評価とその手法開発に

関する研究 平成28－30年度分担研

究総括報告書 「食品の有害元素、

ハロゲン系難燃剤等の摂取量推定及

び汚染実態の把握に関する研究 デ

クロラン類摂取量推定の部」 

安武大輔，佐藤環，堀就英，渡

邉敬浩* 

*国立医薬品食品衛生研究所 

平成31年3月

平成30年度厚生労働科学研究

費補助金（食品の安全確保推

進研究事業） 

食品を介したダイオキシン類等有害

物質摂取量の評価とその手法開発に

関する研究 平成30年度研究分担報

告書 「食品の有害元素、ハロゲン

系難燃剤等の摂取量推定及び汚染実

態の把握に関する研究 デクロラン

類摂取量推定の部」 

安武大輔，佐藤環，堀就英，渡

邉敬浩* 

*国立医薬品食品衛生研究所 

平成31年3月

平成30年度厚生労働科学研究

費補助金（健康安全・危機管

理対策総合研究事業） 

水道水質の評価及び管理に関する総

合研究・分担研究報告書（水質分析

法に関する研究） 

宮脇崇，高木総吉*1，小林憲弘
*2 

*1 大阪健康安全基盤研究所 

*2 国立医薬品食品衛生研究所 

 

平成31年3月

環境省研究総合推進費終了研

究成果報告書（平成28~30年

度） 

多種・新規化学物質の網羅的モニタ

リングと地域ネットワークを活用し

た統合的評価・管理手法の開発

（5-1602） 

宮脇崇，片宗千春，高橋浩司，

松村千里*1（他 2 名），東條俊

樹*2（他 2 名），長谷川瞳*3，西

野貴裕*4（他 1 名） 

*1 大阪市立環境科学研究セン

ター 

*2 兵庫県環境研究センター 

*3 名古屋市環境科学調査セン

ター 

*4 東京都環境科学研究所 

 

平成31年3月

平成30年度「瀬戸内海の環境

保全・創造に係る研究助成」 

平成30年度研究成果報告書 季別運

転を行う下水処理場の放流水に含ま

れる栄養塩類の動態と放流先海域に

おける栄養塩類及びCODへの影響 

柏原学，秦弘一郎，古賀敬興，

古閑豊和，平川周作，宮脇崇，

山西博幸* 

* 佐賀大学 

平成31年3月

計（報告書） 14 件 
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a solvent-cut large-volume injection system using Deans switch-type Silflow in a dioxin analysis of human blood, 
Organohalogen Compounds. 2017, 79, 83-86.
Hirakawa S, Miyawaki T, Hori T, Kajiwara, J, Katsuki S, Hirano M, Yoshinouchi Y, Iwata H, Mitoma C, Furue M, 
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30
Ox PM2.5 VOC

45 178-181 2017

PM2.5 VOC
46 2018

PM2.5 VOC 30

28 100
29 70
30 100
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30 1 ×5 / ×12 / 60
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また、海産のシアノバクテリアについて

は、環境水や排水で適応事例がなく新規の手

法になると考えております。 

・生物応答試験の簡易化法開発はコスト的

に重要である。また、海域対象の簡易生

物応答試験は未開発であるので、その開

発研究は有意義である。 

・早急に海域における簡易生物応答試験を開発

していきたいと思います。 

・実現すれば安価な水質管理が可能になる

と期待される。 

・安価な水質管理に貢献できるように本研究を

推進してまいります。 

・化学物質の複合的影響を判定する方法論

として全排水毒性（WET)は画期的な方

法と考える。安価で、簡便な試験方法が

開発できればその波及効果は非常に大き

いと考える。 

・全排水毒性試験はその実施コスト（1 検体あ

たり約 100 万円程度）が問題視されているこ

とから、本研究の推進により安価で簡易的な

方法の普及に貢献していきたいと思います。

英彦山における森林

生態系回復手法に関す

る研究 

H31-33 ・時間を要する自然相手の研究であるので

頑張って継続していただきたい。他の山

の例も調査し、参考にされたい。 

・森林生態系は、その再生に 50 年、100 年とい

う長い時間が必要であり、時間の経過ととも

に生態系の姿もダイナミックに変化していき

ます。ほかの地域での先行事例についても、

成果や課題等を積極的に収集しながら、長期

的な視点を持って研究を遂行していきます。

・効果的な植生回復方法が確立されること

により、森林生態系が回復することを期

待する。 

・ご期待に応えられるよう、研究を遂行してい

きたいと思います。 

・県内の森林の保全が大きな目的であり、

今回提案はそのパイロット研究的なもの

と理解したが、この地域がそのモデルと

して相応しいのだろうか。資料にある「森

林の衰退」の主な原因は何かよく分から

ない。それが台風被害ではないならば、

まずはそれに対する対策立案に向けた研

究計画を考えるべきではないだろうか。

他の地域での類似な取り組みの実施状況

や内容･方法はどうなっているのだろう

か（新規性等）。緊急性についても、何が

どのように緊急性を要するのか、明確で

はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英彦山は県内で最大面積のブナ自然林を有す

るとともに、多くの絶滅危惧種が生息・生育

する生物多様性重要地域です。しかし、1990

年代以降、現在に至るまで、森林衰退が進行

していることから、英彦山における生態系回

復手法の確立を目的として本研究を立案しま

した。本研究の主な対象区域である英彦山中

岳周辺は、森林の衰退が非常に著しいことか

ら、ご指摘のとおり、他の山地とは状況が大

きく異なります。しかし、今回提案する操作

実験等の効率的な生態系回復手法とその実践

は、県内他地域のブナ林域における森林再生

のモデルになると考えています。 

英彦山の樹木衰退の主な原因は、1991 年の

台風による風害と、その後遺症（風害を受け

た場所から風圧や土壌乾燥が強くなり、周辺

へ枯死が広がっていく。特にブナは根の張り

が浅いため、風圧や土壌乾燥に弱い。）である

と考えられています。一方、林床植生の衰退

はシカによる強い被食圧が主因であり、ブナ

などの実生（芽生え）が食害されることで森

林更新が阻害されています。樹木衰退を引き

起こしている気象要因は、コントロールが困

難であることから、残存している樹木の保護

対策よりも、シカ対策による林床植生の保全

を通して新たな森林を復活させることが優

先であると考えています。 
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・代表的な感染症ウイルスである、アデノウ

イルス、ノロウイルス、エンテロウイルス

について顕著な学術的業績を達成した。

今後、食中毒事例の発生において、これら

の研究成果が活用されると期待できる。

・感染症の予防と対策に貢献できるよう今後も

継続して研究に努めます。 

 
 （環境関係） 

課題名 研究期間 意見 保健環境研究所における対応 

水環境中微量有害

化学物質の分析法開

発と汚染実態の解明

に関する研究 

～2,2’,4,4’-テトラヒ

ドロキシベンゾフェ

ノン等～ 

H27-29 

 

・概ね目標を達成し有用な成果を得ている。・今後、他の化学物質についても分析法開発及び

実態調査を進めていく予定です。 

・2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェノ

ンの県内におけるリスクが低いことを明

らかにしたことで、対策の優先順位の決

定などに役立つものと期待される。 

・リスク評価は他の化学物質についても行い、化

学物質対策の立案及び環境汚染の防止に寄与

していきたいと考えています。 

・当初の目的は充分に達成されている。学術

誌に発表できている点、今後全国的に利用

される技術である点も高く評価出来る。

・開発した分析法が公表され、この方法による全

国調査が実施されており、環境中の実態が明ら

かとなっています。 

・調査結果は市民の安心材料となったばか

りでなく、他機関に提供できる手法の開

発がなされた点において有意義な研究内

容であると評価する。 

・今後も化学物質の分析法開発やリスク評価を

継続して行い、成果を広く公表することで、環

境汚染の防止に貢献するよう努めていきま

す。 

・2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェノ

ンを単離できていなかったから曝露情報

等の不足となっていたと思われるが、説

明資料でははっきりしない表現になって

いるので、そのことがわかるように記述

してもらいたい。 

・調査対象物質を他の異性体と分離し高感度で

測定する分析法を開発したことによりリスク

評価が可能となりました。今後は分かりやす

い記述に努めます。 

・多くの論文や発表につながる研究成果が

出ており、高く評価できる。 
・今後も研究成果については論文や学会等で発

表していきます。 

・紫外線吸収剤として化粧品等に使用され

る、2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェ

ノンの微量分析技術を開発し、県内の水

環境中の汚染リスク評価を実施した。こ

の結果、生態リスクは低いことが確認さ

れた。 

・今後、他の紫外線吸収剤をはじめとする化学物

質についても分析法開発及び実態調査を進

め、県内の化学物質によるリスクの評価を行

います。 

アオコが生産する

シアノトキシンのモ

ニタリングに関する

研究 

H27-29 ・対策が必要なレベル以上存在することが

あるならば、それに対する対策法もお考

えいただきたい。 

・今回の調査結果では、対策が必要なレベルでは

ありませんでした。しかし、気候変動の影響な

どから、汚濁レベルの監視が必要と考えており

ます。 

・アナトキシン（ANTX）が検出された地域

があるとのことで、今後のモニタリング

等の対策の必要性を明らかにした、有意

義な検討である。 

・幸い、今回の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・当初の目的は達していると思われる。学術

論文の発表もできている。当初の目的では

なかったとしても、アナトキシン（ANTX）

やミクロシスチン（MCs）が検出された地

点のサンプルで、産生源（産生藻類）の検

出･解析を試みていない点は非常に残念で

ある。 

・ご指摘ありがとうございます。藻類の同定も今

後、検討して参ります。 
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・調査結果は市民の安心材料となったばか

りでなく、他機関に提供できる手法の開

発がなされた点において有意義な研究内

容であると評価する。 

・本手法は、国環研及び他自治体の環境研究所と

共有していきたいと考えております。 

 

・全国的な共同研究の中では、国内初のシリ

ンドロスパーモプシン（CYN）生産藻類の

同定も行われ、有意義な全国規模の調査研

究成果である。 

・幸い、今回の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・地域の特性を踏まえた研究である。 ・幸い、県内の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・アオコが生成するシアノトキシン類の分

析法を開発し、福岡県内の閉鎖水域にお

ける汚染状態の調査を行った。その結果、

強い神経毒であるアナトキシン（ANTX）

が県内のため池から検出され、今後もモ

ニタリングの必要性が確認された。県内

の閉鎖水域では今後とも富栄養化や温暖

化によってアオコの発生が進行すると思

われるので、息の長いウオッチが必要で

あろう。 

・今後、気候変動の影響等もあることから、調査

は必要に応じて、実施して参りたいと思ってお

ります。 

水生生物保全に係

る水質環境基準物質

の汚濁機構に関する

研究 

H27-29 ・水質環境保全上有用な結果を得ている。で

きれば汚染防止上の対策のあり方にも踏

み込んでもらいたい。 

・今後、詳細な負荷量解析による将来負荷量予測

を行い、対策の必要性を検討します。 

・県内河川の現状が明らかになった。今後の

環境対策に役立てていただけることを期

待する。 

・さらに負荷量解析を行い、環境対策の必要性に

ついて検討します。 

・当初の達成目標は達成されており、アルキ

ルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）
の高濃度地域とその排出源に関する知見

は重要であると思われる。新規性のある貴

重な知見ということであれば、学術論文と

しても発表すべきあり、是非発表してもら

いたい。 

・研究成果については、詳細解析の結果を学術論

文として発表する予定です。 

・環境負荷の高い河川及びその原因が洗濯

洗剤であることが特定された点は有意義

である。しかし、生活雑排水のコントロー

ルは難しいと予想されることから、この

成果をどのように対策に生かしていくの

かが課題である。 

・負荷量解析により生活雑排水による寄与度の

将来予測を行い、対策等の必要性を検討しま

す。 

・対象化学物質の実態調査、汚染源調査およ

び汚濁機構調査を科学的に行い、その対策

優先度の高い河川も選定するに至った、行

政ニーズに大きく貢献する研究である。

・LAS については，検出例も多く、研究成果の誌

上発表等を行い、行政ニーズに応える資料の整

備を行って参ります。 

・公共用水域の汚濁実態を明らかにするな

ど、政策的意義が高い研究であると判断

される。 

・施策決定に研究成果が活用できるよう、関係各

課に説明することとしています。 
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  ・対象物質であるノニルフェノール（NP）
とアルキルベンゼンスルホン酸及びその

塩（LAS）について、排出源から実際の環

境に至るまで、網羅的に解明した研究で

あり、福岡県の公共水域の水質と水生生

物の環境保全に資する研究成果である。

・今後も福岡県の環境保全施策に貢献するため、

常時監視業務を通じた最新且つ最高の分析技

術を培い、福岡県の現在の環境を熟知し、将来

の環境予測と対策を提言できるよう努力して

参ります。 
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 ・口頭発表予定も最終年度となっているよ

うで、遅いように思う。新規な分析法は特

許出願を考えているのか。 

・情報発信について、これまでに国内及び国際

学会にて 1 件ずつ発表を行っております。特

許について、出願も視野に、まずはしっかりと

したデータの取得・検証を行いたいと思いま

す。 

・イオン液体を抽出媒体とするダイオキシ

ン類の簡易・迅速分析法が確立された意

義は大きく、当研究所におけるダイオキ

シン関連の研究テーマの加速化に寄与す

ると考える。 

・今後ともダイオキシン類関連の研究テーマの

加速化に寄与できるよう尽力いたします。 

廃棄物最終処分場

における浸透水の微

生物群集構造と適正

管理に関する研究 

H29-31 ・浸出水の水質は時間経過とともに変化す

るので微生物群集の変化構造を経時的に

示していただきたい。 

・同一最終処分場の連続した 2 年のデータを解

析し、水質変化や微生物群集構造の明確な差

は認められませんでした。しかし、最終処分場

の安定化等で水質が変化すると考えられるた

め、より長期的な視点で調査し、水質と微生物

群集構造の関係を明らかにしたいと考えてい

ます。 

・解析は順調に進んでいるようで、成果発

表もなされている。 
・研究成果については、今後も学会発表や論文発

表を通して積極的に社会に還元していきたい

と考えています。 

・解析サンプル数や具体的な知見が分から

ないので評価が難しいが、順調に進んで

いるように見える。データの取得法は一

般的にも既に確立しているので、群集構

造の解析として実際にどのような解析を

行うのかが重要となる。 

・水質や埋立廃棄物組成に関してはデータ取得

の方法が確立しているものの、微生物群集解

析については研究段階です。本研究では、群集

構造の解析手法についても十分に検討してい

きたいと考えています。 

・有機物含有量が多い廃棄物を埋め立てた

場合、浸透水中に有機汚濁物に付着して

微生物が流出してくるため、廃棄物層と

浸透水中の微生物群集は比較的似通った

ものとなるが、有機汚濁物濃度が低い場

合、両微生物群集構造は異なる可能性が

ある。掘削された廃棄物中の微生物群集

構造についても調査し、浸透水を微生物

試験試料として用いることの妥当性を明

らかにする必要がある。 

・廃棄物中の微生物群集構造と浸透水中の微生

物群集構造の比較は、本研究において重要と

考えています。課題として、埋め立てられてい

る廃棄物は一様ではないため、試料をどのよ

うに標準化するかを解決する必要がありま

す。本研究では、雨水が埋立廃棄物に接触し混

合されたものが浸透水であり、総合的に最終

処分場を評価できるものと考え、浸透水を調

査対象としています。 

・学会発表が 4 件行われており、中間段階

において十分な成果である。 
・今後も、学会発表及び論文発表を通して社会に

還元していきたいと考えています。 

・すでに研究成果を学会で報告し優秀賞を

受賞するなど、成果が出ている。 
・今後も、引き続き研究成果を社会に還元できる

よう努めて参ります。 

・本年度の成果をもとに、水質・微生物群集

構造・埋立廃棄物の関係について明らか

にし、廃棄物最終処分場の総合的評価方

法を確立されることを期待する。 

・最終処分場の評価方法を確立できるよう、本

研究で得られたデータを複数の手法で多面的

に解析し、評価として着目すべきポイントを

明らかにしたいと考えています。 

県民参加型の生物

多様性調査マニュア

ルの開発 

H29-31 ・県行政に欠かせない資料であるので、対

象生物を拡大すると共に、県の特色を知

ることができるものとしてまとめていた

だきたい。 

・すでにある環境教育教材の対象種を中心に、な

るべく広い分類群を扱って成果を出していき

たいと考えています。 

・画像の作成・収集は順調に進んでいるよ

うで、成果発表もなされている。 
・引き続き同様に研究を進めていきたいと考え

ています。 
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・マニュアル作成の対象なる生物種の数の

ような具体的な目標が不明であり、実質

的な評価ができない。こういった研究プ

ロジェクトはエンドレスになる可能性が

高いため、ある程度具体的な達成目標を

掲げて進めるべきであろう。 

・実際に県内で環境教育教材として用いられて

いる河川性底生動物と淡水魚類に関する区別

点のマニュアル作成を具体的な最終目標とし

て挙げています。 

・環境省が作成した「河川生物の絵解き検

索」を同定マニュアルにどのように組み

込んでいくのか等、本研究の具体的な特

徴がわかるように、説明が必要である。

・指摘された点を踏まえて、研究を進めていき

ます。 

・ヒアリの簡易同定マニュアルの作成も行

っており、ホットな問題にもすぐに対応

して成果活用がなされている。 

・当初予定にないものでしたが、研究の一環と

して取り組むことができました。 

・マニュアルの作成に留まらず、その活用

方法や周知の方法についても検討してい

ただきたい。 

・県庁 HP におけるマニュアルの公開等も含め

て検討していきます。 

・生物多様性の追求過程で、県民参加の意

味は大きいと考える。本研究の進捗状況

を十分に PR し、県民参加の実をあげてい

ただきたい。 

・実際に環境教育を担当している各保健福祉環

境事務所と成果の共有を行い、より役立つ形

を検討していきます。 

侵略的外来種の防

除手法に関する研究 
H29-31 ・社会的にもニーズが高いので大いに進め

ていただきたい。 
・外来種対策の推進に向けて邁進したいと思い

ます。 

・調査が順調に進んでいるようである。 ・今後も着実に調査研究を展開していきたいと

考えています。 

・研究対象も明確であり、ここまでは順調

に進んできていると思われる。実質的成

果が期待される 2 年目･3 年目が重要で

ある。29 年度の調査で、防除法の開発

に向けた有用情報が何か得られたのであ

ろうか。 

・研究対象の 4 種は、研究事例が少ない等の理

由により、防除手法の開発余地があると判断

したものです。特にブラジルチドメグサにつ

いては、夏季に枯死が発生するメカニズムを

明らかにすることで、新たな防除手法の開発

につなげたいと考えています。初年度の調査

では、有用情報が得られるまでの結果には至

りませんでしたので、今後の調査により成果

が得られるよう努めていきます。 

・外来種が国内種より優先して生育する要

因としては生育環境条件もあるが、植物

の繁殖特性等の植物の特性が影響してい

る可能性があり、今年度調査に計画され

ている生活史特性調査は必須と思われる

ので、文献等調査が行われ、有用なデータ

が得られることを期待する。 

・国内での研究が多いオオキンケイギク等は、花

期等を考慮することで、防除に効果的な時期、

頻度、方法が明らかとなっています。しかし、

バクヤギク等については国内の知見がないた

め、フィールド調査により、生活史及び繁殖特

性の把握に努めています。 

・中間段階の具体的成果が明示されておら

ず、4 種まで広げて期間的にすべて種の

成果が得られるのか不安がある。30 年

度も半期経過しているので、成果の具体

的状況を示してもらいたい。 

・ブラジルチドメグサ及びバクヤギクは、防除

の実施及びその効果の検証を行っています。

また、アカミミガメも、古賀市と連携しなが

ら防除を実施し、その効果を検証していま

す。ギギにおいては、分布状況及び生活史特

性に関する調査を進めており、今後防除手法

について検討していく予定であることから、

概ね計画通りに研究を進めることができてい

ます。 
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・侵略的外来種の防除は、生物多様性を確

保する観点から重要な方策であり、他県

の研究機関とも連携し、早急な防除方法

の確立をお願いしたい。また、防除面積が

膨大にわたると推定されるので、県民を

巻き込んだ幅広い運動となることを期待

する。 

・他県の研究機関とは、全国環境研究所交流シン

ポジウム、自然系調査研究機関連絡会議、九州

衛生環境技術協議会等において情報共有及び

意見交換し、研究を進めています。また、本研

究の成果として作成する侵略的外来種防除マ

ニュアル（仮称）による情報提供を積極的に行

っていくとともに、防除講習会等の技術支援に

ついても検討していきたいと思います。 
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別表４ 保健環境研究所の研究分野に対する委員会の意見とその対応 

【保健関係】 
 

分 野 意見 保健環境研究所における対応 

 感染症の発生拡大防止

及び食品の安全性確保に

関する研究 

・県民のみならず国民にとってもリスク管理に

密接に関係する課題であるので大いに進め

ていただきたい。発生予測が容易でない感染

症についても継続して進めていただきたい。

・国内外の感染症に関する情報収集を行い、県

民への影響を及ぼす恐れのある感染症につ

いて研究を進めていきたいと考えています。

・専門的な知識経験が必要な分野であり、人材

育成（専門家の育成）が重要である。重要課

題の適切な選定と適切な研究計画に基づい

た研究の実施が重要な事は言うまでもない

が、物や人の移動がますます活発になってい

る現状では、国内での他機関との継続的かつ

緊密な連携が、日常業務においても調査研究

においても重要であろう。海外からの病原体

や感染症の流入に対する取り組みも、ますま

す重要になる。 

・病原体検査には、高度に専門的な知識、技術

を有する職員の育成が重要な課題です。研究

については、今後さらに多方面の関係機関と

連携して進めていきたいと考えています。ま

た、近年増加している輸入感染症対策に繋が

るように、病原体検査および分子疫学的な解

析に取り組んでいきます。 

・県民の健康を守るために必要な研究であり、

継続して欲しい。 
・今後も県民の健康を守るための研究を推進し

ていきます。 

・地域特性や地域の産業を踏まえた研究がなさ

れており、住民や産業界への寄与が大きいと

思われる。 

・福岡県の地域特性を考慮し、研究を進めてい

きます。 

・県民の健康・安全に密接にかかわるテーマで

あり、今後とも中長期的な視点から強化して

いただきたい。  

・時代の流れや変化を捉えて、中期的、長期的

な研究も行うことができるように努めてい

きます。 

ダイオキシン類、有害化

学物質による健康被害の

防止とその対策に関する

研究 

・PCB は福岡県がプライオリティの高い課題と

して進めることが要請されている。一層の研

究推進を期待したい。 

・油症患者の最大母数が福岡県内に居住してお

り、当県が率先して対策に取り組む必要があ

ると認識しています。 

・多様な化学物質に対応する必要があり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・化学物質調査では国立衛研を中心とした全国

地衛研のネットワークが構築されており、調

査試料やデータのやり取りを行っています。

今後も連携を強化したいと考えています。 

・危険ドラッグや新規化学物質が氾濫する中、

それらの食品中の含有量等を効率的に検出

することが必要であり、本研究の必要性は高

い。科学技術的水準が決して高い研究とは言

えないかもしれないが、基礎研究として重要

である。 

・化学物質や薬物の課題は、社会問題として大

きく表面化することはなくとも、潜在的な危

険性は身の回りに常に存在しています。

LC/Q-TOF/MS 等を用いた高度な測定技術を

用いて対策を進めていきます。 

・被害者の症状悪化防止及び救済にとって重要

な研究であり、継続して欲しい。 
・油症患者の最大母数が福岡県内に居住してお

り、当県が継続的に健康対策に取り組む必要

があると認識しています。 

・応用可能性が広い研究、緊急性のある研究が

なされている。 
・今後も基礎研究のみならず応用性や緊急性を

見据えた研究活動を実施します。 

・環境関係（ダイオキシン類）と共に、福岡県

が優先的かつ長期的視点で取り組むべき課

題と考える。 

・油症対策の推進は、地方自治体の責務として

法に定められています。測定技術の開発等、

環境分野との連携を図ります。 
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 地域保健情報の解析、評

価及び活用に関する研究 

・集団データはデータ規模により効果が異な

る。クラウドデータ化し、他県とも連携の

上、活用を図っていただきたい。 

・個人情報等を含むデータ自体の共有につい

ては、他県との共有は困難ですが、先進的

な解析・評価の手法等については連携して

きたいと考えております。 

・他地域との比較も重要であり、全国的なネッ

トワークの中で活動を進めること（役割分担

や情報交換）が大切ではないだろうか。 

・全国的な情報と地域的な情報の比較は大変遊

戯であると考えております。国や他県の活動

を注視し、連携できることを模索してきたい

と考えています。 

・個人情報の取得が難しく、制約条件が多い中

で成果が得られている。研究を継続され、得

られた結果に基づいて、県民の健康保持のた

めの施策に反映されることを期待する。 

・これまでに得られた成果は施策に反映するべ

く、行政サイドと共有させていただきます。

また、今後も研究を進めていきたいと考えて

おりますので、ご指導いただけたら幸いで

す。 

・データの活用が難しい分野で意欲的な研究が

なされている。研究計画段階から実用上の課

題なども視野に入れたものにしていただき

たい。 

・今後も、実用上の課題解決のために、行政サ

イドとの連携を図って参りたいと思います。

・地味な研究テーマであり、研究成果の評価が

難しく、方法論的にも未確立の分野である

が、一方ビッグデータはある意味で宝の山と

も言えるので、大いなる成果を期待したい。

・ご指摘のとおりレセプトデータ等のビックデ

ータの活用は、方法論的にも確立された分野

ではないと考えております。そのため、今後

も行政サイドと連携して、研究を進めていき

たいと考えております。 

 
【環境関係】 

  

ダイオキシン類、有害化

学物質による環境汚染の

防止とその対策に関する

研究 

・環境の規定の調査地点以外でダイオキシン

類・PCB に汚染されているところがないかを

検討の上、汚染回復を図ることも検討してい

ただきたい。 

・調査地点については、既定の地点以外として

発生源周辺の大気・土壌等の調査を毎年地点

を変えて実施しています。汚染が確認された

場合は行政部局と協力して対策を行ってい

ます。 

・多様な化学物質に対応する必要があり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・全国的なネットワークとして、環境省の化学

物質環境実態調査事業や国立環境研究所�型

共同研究事業等に参画し、国や他の地方環境

研究所と共同調査や意見交換を行っていま

す。 

・広く応用可能性がある研究がなされている。 ・化学物質の分析法開発は、他の調査機関で幅

広く実施できる方法の開発を目指しており、

全国的な汚染実態把握や緊急時対応に応用

できると考えています。 

・保健関係（ダイオキシン類）と同様、福岡県

が重点的に取り組むべき課題と考える。 
・ダイオキシン類に関する試験研究は、保健・

環境分野ともに重要であり、今後とも測定技

術の開発等で連携を図ります。 

 大気環境の保全に関す

る研究 

・県単位で解決できる問題ではないので、国際

的な連携を含め推進方法を検討していただ

きたい。 

・国、県、JICA 等の国際交流事業による東アジ

アからの研修生の受け入れや国外の自治体

との共同事業を行うことにより、国際的な連

携を深めて参ります。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・現在、PM2.5、オキシダント等に関して、国立

環境研究所や全国の地方環境研究所との共

同研究を行っています。今後も引き続き、全

国的なネットワークの中で問題解決に取り

組んで参ります。 
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 ・今回、報告がなかったが、大気環境の実態に

関するデータの蓄積が大気環境の保全にと

って重要であるため、基礎研究としてデータ

の集積を継続して欲しい。 

・常時観測データ、有害大気汚染物質、酸性雨

等の大気環境の実態に関する基礎的データ

の蓄積は大変重要であると考えています。今

後もこれらに関する調査を継続し、蓄積した

データを活用した研究を進めていく所存で

す。 

・PM2.5や光化学オキシダントなど、地域におい

て今日的課題となっている問題を捉えた研

究が実施されている。 

・新たな観測手法や解析手法を導入し、新たな

課題へも対応できるよう研究を進めて参り

ます。 

・PM2.5に関する研究が、着実に成果を上げてい

る。今後、アジア大陸全域をターゲットにし

た展開によって、我が国の環境安全保障に基

礎的な情報の蓄積が得られ、国境を越えた広

域環境保全施策を講ずる上で強力な基礎資

料になると考える。 

・観測手法の充実とシミュレーションモデルの

導入により、PM2.5やオキシダントの越境大気

汚染や国内汚染の寄与を推測し、広域的な大

気汚染対策の資料となるよう研究を進めて

参ります。 

水環境の保全に関する

研究 
・単に水質を浄化するだけでなく、水の利用、

水産振興や生物多様性の保持など多面的な

課題を重層化して最適化を図ることが求め

られる段階に来ている。水環境の自立的な保

全形態についても検討が要ると思われる。 

・水環境保全形態について、多面的なアプロー

チを心掛け、検討を進めていきます。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・全国の地方環境研究所や国立環境研究所を中

心とするネットワーク等を活用し、水環境問

題に対応していきます。 

・水環境を保全する上で、化学物質の動態は重

要であるが、それら化学物質の動態がどのよ

うに生態系に影響するかが評価ポイントと

考えられるので、今後も生物関係部署との協

力体制の下で、研究を進めてほしい。 

・化学物質の生態系への影響を評価することは

重要な課題の一つと考えられます。今後も生

物関係部署と連携して研究を進めていきた

いと思います。 

・地域の特性に応じた研究がなされていると思

われる。 
・今後も福岡県の地域特性に応じた研究を推進

していきます。 

・良好な水環境はわが国が誇る天然資源の一つ

である。新規テーマの全排水毒性（WET)にお

ける簡易生物応答試験の開発は画期的なア

プローチだと考える。 

・WET のように新しい評価方法を取り入れる

等、今後も水質保全に関する研究を推進して

いきます。 

 廃棄物の適正処理と有

効利用に関する研究 

・廃棄物という名の負の遺産を将来世代に処理

してもらう発想を止め、現世代で処理してい

くという考え方に立つと、コストは高くなっ

ても社会的正義を満足させることができると

考える。  

・廃棄物処理は先送りすべきではないと思いま

す。現世代処理の必要性が認識され、社会全

体で処理費を分担できるよう、廃棄物問題及

び研究成果について情報発信していきたい

と考えています。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地

域での調査を全国的なネットワークの中で

活動を進めること（解析技術の開発向上に

関する役割分担や情報交換）が大切ではな

いだろうか。 

・国環研との共同研究や各種学会等への参加

で、情報交換及び情報収集を行っていま

す。今後も全国的なネットワークに参加し

ていきたいと考えています。 
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 ・現在実施されている最終処分場の適正管理

に向けた研究は必要な研究であるが、廃棄

物という様々な物質が混合されたもの、且

つ、多様な環境条件を受ける複雑系におい

て、普遍的な現象を捉えることはかなり難

しく、データの蓄積が必要な地道な研究

で、外部資金を獲得し難いテーマであると

考えられる。このため、喫緊で解決等が求

められている災害廃棄物の適正処理に向け

た研究など、他研究機関と共同研究が実施

できるようなテーマについても並行して取

り組んでほしい。 

・現在の研究では、複雑系の現象をとらえる

ために微生物群集構造解析を行っており、

科研費も活用しています。また、国環研の�
型研究「最終処分場ならびに不法投棄地に

おける迅速対応調査手法の構築に関する研

究」のメンバーとして、他研究機関との共

同研究にも積極的に取り組んでいます。 

・研究成果がしっかりと出されており、最終処

分場の適正管理という社会的課題に対応す

るものとなっている。 

・今後も社会的ニーズに対応するテーマを実施

していきます。 

・廃棄物の抑制と有効活用は今後とも重要な課

題であり、激化しつつある国際的経済競争の

中で我が国が一歩リードできるポテンシャ

ルを秘めていると考える。こうした中、環境

DNA 技術の活用によってさらなる強みを発

揮できると考える。 

・現在の研究で行っている微生物群集構造の解

析では、環境 DNA 技術を利用しており、こ

の技術は益々大きな可能性を秘めていると

考えています。今後も環境 DNA 学会をはじ

めとする国内外からの情報を取り入れなが

ら技術を活用していきます。 

 自然環境と生物多様性の

保全に関する研究 

・生物多様性はある地域での生物種が多いこと

では必ずしもない。希少生物の保全を検討対

象とすることも求められることがあろう。自

然との関係性が認識面にいても希薄になっ

てきているので教育的配慮も要請されてい

る。 

・生物多様性とは単に生物種類数の多さだけで

はなく、地域の固有性、生物間のバランスや

ネットワークが重要であることが福岡県生

物多様性戦略第2期行動計画にも記されてお

り、それを踏まえて調査研究を展開している

ところです。自然観察会や講座等への講師派

遣については、研究成果を発信する側面もあ

ることから、可能な範囲で対応していきたい

と考えています。 

・特に対象が広い領域であり、しっかりとした

スコープの基に、この研究所の使命として実

施すべき課題を選択し、具体的な達成目標を

設定して研究を実施していく必要があるの

ではないだろうか。他の分野と同様に、全国

的なネットワークの中で活動を進めること

（役割分担や情報交換）も大切であろう。 

・福岡県生物多様性戦略第 2 期行動計画におい

て規定された当所の役割及び調査研究関連

施策を踏まえ、研究を展開することにより、

戦略行動目標の達成に貢献していきたいと

考えています。また、現在、国立環境研究所

と地方公共団体環境研究機関等との共同研

究にも参画しており、今後も情報交換等に努

めます。 

・基礎研究だけでなく、対策に向けた実用研究

もなされており、保健環境研究所に求められ

る研究内容である。昨今、実用研究にしか研

究資金が付与されないことが多いが、どちら

の研究も大事であるため、今後も両立して欲

しい。 

・今後も基礎研究及び実用研究が両立するよ

う、調査研究の展開を図っていきたいと考え

ています。 

・実用化を睨み、費用を含めて社会的実装の可

能性についてもしっかり検討していただき

たい。 

・調査研究結果が生物多様性の保全・再生計画

の実践として貢献できるよう、研究を進めて

いきたいと思います。 

・長期的な視点に基づき、継続的かつ着実に成

果を積み上げていただきたい。ただ、地域的、

時間的な広がりが大きなテーマであるだけ

に、ラボベースの研究とは異なった方法論の

展開が必要と感じられる。市町村や県民のボ

ランティア的協力も不可欠かと思われる。 

・今後も長期的視点を持ちながら、生物多様性

の保全に関する調査研究を継続的に推進す

るとともに、多様な主体と連携・協働しつつ、

研究の展開を図っていきたいと考えていま

す。 
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